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V　調　査　結　果
　　　Ergebn量sse　der　Untersuchu駐gen

　神奈川県下金域の植生調査資料（Pflanze益sozlologische　Vegeta主ionsaufnahmen）を首都圏

全域，日本各地，さらに畑地i雑草群落などでは北半球全域の植生調査資料や群落組成蓑と比較検

討の結果，神奈川県下に出現する自然植生46群集，21群落，代償植生13群集，24群落が現存植生

図作製の際に認められた（宮脇他1972）。

　その後，今回の神奈川県下全域の潜在自然植生図作製のための現地踏査が引きつづき県下全域

および広く周辺域で行われた。その結果，自然植生としてのコクサギーヶヤキ群集，クヌギーハ

ソノキ群落が明らかにされた。したがって，神奈川県潜在自然植生図の作製に際しては46群集，

20群落の自然植生が，自然裸地，開放水域のその他とあわせて47の凡例にまとめられた。

　ヤブツバキクラス域で29凡例，ブナクラス域で16凡例，その他で菅平，開放水域の2凡・例にま

とめられた。現存植生図化に際しては，各植生単位は自然環境の総和としての自然植生と，さら

に自然環境の上に様々な人為的干渉の結果生じた代償植生とが，せまい面積内でも複雑にからみ

あった，いわぽ複合植生を形成しているところが少くなかった。さらにもっとも強い人為的干渉

が古くから加わっていたやブツバキクラス域では，現存植生図は，そのまま現在の代償植生図と

もいうべき状態を示していた。

　潜在自然植生は人為的干渉が一切停止された際に，それぞれの立地がどのような自然植生を支

え得る潜在能力をもっているかという，自然環境要因の総和が植生的に具現されたものをいう。

したがって，植生配分は現存植生図にくらべて立地条件や自然環境条件がひかくてき均質なとこ

ろでは，同一群集域が比較的広い面積を占める。

　ヤブツバキクラス域のシラカシ群集，ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブ群集，シキミ

ーモミ群集，さらにブナクラス域のナオモミジガサーブナ群集などは，亜群集単位で，より精度

の高い植生図化が可能であった。

　縮尺1：25000の地形図上に現地踏査によって残存自然植生，残存自然木，潜在自然植生構成

種の生育状態を基礎に潜在自然植生図化が行われた。さらに現存植生図，代償植生との比較，古

くからの土地利用形態，土壌断面などとの比較・考察の結果，全県下43枚の現在の潜在自然植生

図が作製された。

　以上の大縮尺の潜在自然植生図を基礎に県土の潜在自然植生が概観できるよう縮尺1：20000

の地形図上に中縮尺潜在自然植生図化が行われた。平面的な潜在自然植生の具体的配分を，より

立体的に理解されるように縮尺1：20000潜在自然植生図を基礎に東京湾から丹沢山塊の蛭ケ岳

（海抜1673m）および箱根地域，県北地域，湘南地域，三浦地域と神奈川県土のほぼ全域につい
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て模式的な立体潜在自然植生配分図も作製された（神奈川県潜在自然植生図（別刷＞Abb．1，

Fig．1－5参照のこと）。

　神奈川県全域の潜在自然植生図（縮尺1：2500043枚，1：2000001枚，植生配分模式Fig．

1一一5）の作製によって，現存植生図では読みとれなかった各潜在自然植生の配分がきわめて明

かになった。神奈川県土は大きくヤブツバキクラス域（常緑広葉樹林帯〉とブナクラス域（夏緑

広葉樹林帯〉に大別される。神奈川県紙の大部分を占めるヤブツバキクラス域で海岸沿いの，い

わゆるシイータブ林域（ヤブコウジースダジイ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集，イノデ

ータブ群集，マサキーートベラ群集）と内陸部のシラカシ群集域との境界領域との区別が明らかに

なった。

　興味あることは，シイータブ林の代償植生と考えられるミカンが栽培されているかなり内陸部

の厚木市東松山周辺の南斜面や花水川，酒匂川中流部ぞいの南斜面には局地的にヤブコウジース

ダジイ群集域があることが判明した。またヤブコウジースダジイ群集域とシラカシ群集域との県

東部での境界線は，第三京浜，横浜新道から戸塚を経て国道一号線につながる付近を通っている

ことも明らかにされた。

　海岸ぞいの低地に潜在自然植生域が限定されているのではないかと，予想されていたイノデー

タブ群集域は相模川沿いの沖積低地では厚木市まで，酒匂川沿いには開成町付近までハンノキ群

落と交錯しながら入りこんでいることがわかった。

　また丹沢大山周辺部および山麓部では，アラカシーウラジロガシ群落域がかなり広くとりまい

ている。箱根では真鶴半島から山腹沿いに南足柄市の道了山最乗寺の北部付近までヤブコウジー

スダジイ群集の典型亜群集やアカガシ亜群集域が帯状にとりまいている。箱根山のブナクラス域

はヤマボウシーブナ群集が占めている。丹沢山の山頂部付近の尾根ぞいの，霧の発生の多い地区

はオオモミジガサーブナ群集がのびている。

　以下ヤブツバキクラス域とブナクラス域に分けて各潜在自然植生と，その配分が考察されてい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮脇）

〔1〕植生単位
　　　Vagetationseinheiten

〔A〕ヤブツバキクラス域

　　　Camellietea　　japonicae－Gebiet
　神奈川県におけるヤブツバキクラス域一冬も緑の常緑広葉樹林でおおわれる地域一にまと

められる植生は海抜およそ500～600m以下の低海抜地にみられる。植生を規定するもっとも大き

な環境要因は気候であるが，神奈川県下では暖かさの指数＊がおよそ100。Cの等温線付近を境界

として100QC以上の高い地域に分布している。およそ神奈川県の5分の4の面積を占めている。

　東京湾沿岸地域は横須賀及び本牧の一部を除き全て埋立られ，自然地形とは異っている。こ

のような埋立地では潮風が当たる最前端は低木のマサキートベラ群集，さらに埋立られて地下
・‘ gかさの指数：〒1『良（1949）の考案した積算湿度の1つ。穂物の生育温度を日51そ均気温5。C以上とみなし，月平均気温5℃以上の月につい

　て各月の平均気温から5。Cをひいて1年間合計した敏。
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水位の高い比較的排水不良な地域はイノデータブ群集，三浦半島より続く丘陵・台地上はヤブコ

ウジースダジイ群集の成立が考えられる。さらに多摩丘陵・根模台地など関東ロームの影響があ

る地域ではシラカシ群集が南向きの，台地肩部などの乾燥しやすい立地ではやブコウジースダジ

イ群集が局地的に内陸部でも生育する。夏緑広葉鮒林のブナクラス域への移行帯はアラカシーウ

ラジロガシ群落やシキミーモミ群集の生育が考えられる。

　相模湾沿岸は湘西地区の二宮町付近以西を除き，鎌倉・逗子より平塚・大磯までは海岸砂丘が

発達しており海岸砂丘植生のハマグルマーコウボウムギ群集，チガヤーハマゴウ群集などの生育

がみられる。さらに砂丘が安定した立地ではマサキートベラ群集，ヤブコウジースダジイ群集の

配分がみられる。沖積地は水分条件・土壌鏑彗・に恵まれイノデータブ群集が発達する。そして相

模台地，大磯丘陵へ連なる河川ぞい，あるいは砂丘後背地などの沖積低地は現在水田耕作が，行

なわれているが，イボタノキ一頃ソノキ群落が発達すると判定される。やや高い地域はクヌギー

ハソノキ群落が生育する。さらに河辺の砂地などではツルヨシ群集やセリークサヨシ群集の河辺

草本植物群落が，冠水の回数が少ない河川敷ではオギ一千シ群樹の植物群落の発達がみられる。

　三浦半島や真鶴邸の海岸断崖地ではイソギクーハチジ。ウススキ群集で代表される海岸断1をi重地

植生の発達がみられる。

　神奈川県におけるヤブツバキクラス域の潜在自然植生はブナクラスまでの共通群落タマアジサ

イーフサザクラ群集，ヤシャブシ群落，ヤマハンノキ群落なども含めて29の凡例で示される。

　各潜在自然植生の占めている面積は群落によって大きな差がある。人為的干渉が一切停止され

たときに高木林を形成する森林群落たとえばヤブツバキクラス域ではイノデータブ群集，ヤブコ

ウジースダジィ群集，シラカシ群集などが潜在自然植生域としては，もっとも広い面積を占めて

いる。他方海岸断崖のイソギクーハチジョウススキ群集，海岸砂丘植生のハマグルマーコウボウ

ムギ群集などの潜在自然植生域は海岸部の汀線ぞいにかぎられている。

　遷．ヤブコウジースダジイ群集

　　Ardisio－Castanopsletum　sieboldiiSuz．一Tok。1952
　日本列島の海岸沿いに，太平洋岸では岩手漿以南，日本海無難では青森照南部以南には細く帯

状に常緑広葉樹林が続いていたと考えられる。中でも：丸い樹冠をもち，葉裏が金褐色の葉でおお

われ，筋肉たくましい腕をひろげた形に枝をのぼすスダジイが高木層に優参した林分は，広く琉

球列島までみられる。

　神奈川県をはじめとする関東地方以北のスダジイ優占林分は，爾方のスダジイ林が樹高20m以

上にも伸長するのと異なり，樹高15～20mと比較的低いが胸高直径の大きい，寸づまりの形態を

示す林分が多い。これは北にゆくほど顕著となり，さらに軍内の常緑植物の構成郷軍が著しく少

ない。群集構成種は高木層に優占するスダジイをはじめとして，タブノキ，ヤブニッケイ，アオ

キ，ピサカキ，シロダモ，ヤブコウジなど九州以北の常緑広葉樹林に共通な常緑広葉樹や常緑草

本植物が生育し，特別な標微種や区分種を持たない。このような植分は，伊豆半島，房総半島の

植生調査資料から鈴木時夫によりやブコウジースダジイ群集にまとめられている（鈴木重952）。

　ヤブコウジースダジイ群集は太平洋岸では福島県双葉郡久ノ浜町末続（37。1αN．L）とされ

ている（吉岡1954）が現在では神社林にその断片がみられるにすぎない（宮脇・藤原・原斑1976）。
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スダジイ優占林分はさらに北上し，双葉郡富岡町波江の神社林においてもみられるが種組成的に

はシキミーモミ群集にまとめられる（宮脇・藤原・原田1976）。日本海側では佐渡ケ島椎泊（38Q

4N．　L）が北限とされている（吉岡1963）。本州では新潟県柏崎TlT宮川神社が北限とされるが秋

田県由利郡仁賀保町馬場二品神社で樹高18m，胸高直径60～70cmのスダジイが高木層に4本，

林原にヤブツバキ，タブノキが自生している林分が調査された。スダジイは植栽されたものだが

見事に生育し，他にも馬場の民家に3～5本見事なシイがみられる（藤原未発表資料）。したがっ

て，本来の北限が新潟県で区分されているが新潟県以北でも他の常緑広葉樹林の自生地（秋田県

ではタブ林）では植栽されても十分生育カミ可能である。スダジイ林の生育制限要因を考えるには

必ずしも温度，耐凍などと一要因で決めることは困難である。

　神奈川県におけるスダジイ林は，ヤブコウジースダジイ群集とホソバカナワラビースダジイ群

集がみとめられる。

　ヤブコウジー．スダジイ群集はアカガシ，ヒイラギ，シュンラン，ウラジロガシ，ツルグミ，イ

ヌガヤ，カンアオイ，ジュズネノキで区分されるアカガシ亜群集と特別な区分種をもたない典型

瀬群集に下位区分される。

　　1）典型亜群集　Typische　Subassoziation
　第三紀層を基盤とする地域の海岸に近い尾根部あるいは斜面下部のタブ林への移行帯には特別

な区分種をもたないやブコウジースダジイ群集典型亜群集が残存している。また海につきでた半

島や島の直接潮風をうけるが土壌堆積が良好な立地に典型亜群集をみることができる。したがっ

て現在残存林分をみることができる立地を広げてゆくと，神奈川県の東南部　　三浦半島中央部

より多摩丘陵や相模原台地の下までの比較的乾燥した立地をおおっていると考えられる。排水の

良好な黄褐色森林土壌を基盤とし，発達している。

　潜在自然植生を考える際に閥題となる要因としては土壌と水分条件があげられる。とくに都市

市街地及び埋立地など人工的に地形が変形させられているところ，とくに東京湾沿岸などではイ

ノデータブ深遠として示されている。縮尺1：25000の地形図では精密に描くことが不可能で，概

念的に描かれているが，秒質土の安定地や排水のよい立地などではさらに島状にヤブコウジース

ダジイ群集の立地も分布している。植生図上にはイノデータブ群集に含まれているところが多い。

　相模湾沿岸では砂質でやや乾燥しやすい沖積地，古砂丘の造成による安定地，住宅地化による

画一化された立地などにヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の成立が判定される。潜在自然植

生図においては，本典型亜群集地域とイノデータブ群集典型亜群集に含まれている地域がある。

　　2）　アカガシ亜群集　Subass．　von　Quercus　acuta
　高木層にアカガシ，ウラジロガシ，シラカシなどの常緑のカシ類を混生し，区分種にもつ林分。

時にアカガシが優賦することがある。台地の肩輿，あるいはやや内陸部のヤブコウジースダジイ

群集の林分がアカガシ亜群集としてまとめられる。現存植生では残存林分がきわめて少ないこ

と，また代償植生においては潜在自然植生による相違カミ今回まだはっきり把握されないこともあ

り，上溝・厚木・伊勢原・秦野付近で示されたヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の一部がア

カガシ亜群集に相当する立地もあるが区別されなかったので，ヤブコウジースダジイ群集典型亜

群集として示されている。今後の検討が望まれる。また関本，箱根ではシラカシ群集に類似して
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Phot．10　ヤブコウジースダジィ群集典型亜群集。神奈1｝1県では海岸に近い乾性立地にもっとも広く生育し

　　　ていると考えられる（鎌倉）。

　　　Bestandder　Typischen　Subass．　des　Ardisio－Castanopsietum
　　　sieboldii　（Kamakura＞．
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PhQt．　H　ヤブコウジースダジィ群集アカガシ亜群集。カシ林への移行帯や台地観覧にみられる（大【．測山

　　　　　麓下部）

　　　　　Bestandder　Subass，　vQn　Quercus　acuta　des　Ardisio－
　　　　　C　a　s　ta　n　o　p　s　i　e　t　u　m　　　s　i　e　b　o　l　d　i　i　　in　der　Ubergangszonen　zwischen　der

　　　　　Cα5如～oρ5∫5und　der　imn董ergrUnenρ～‘6ノ・α‘5－Zone　oder　auf　den　RUcken　der　Berge　wachst

　　　　　　（Abhang　des　Bergs　Ohyama）．
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いる立地であるが，関東ロームの堆積が比較的浅いこと，地形的に谷部と小丘陵がせまっている

ことによリャブコウジースダジィ群集アカガシ亜群集が潜在自然穂生としてみとめられた。

　ヤブコウジースダジィ群集アカガシ亜群集は台地肩部などの，シイータブ林からカシ林へ移行

する地域の環境条件の厳しい立地一すなわちロームが浅く乾燥しやすい南向き斜蒲など　　で

は警部に細い帯状にヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集が生育する。また逗子市神武寺周

辺などのように山と谷が入り組んだ内陸的様相を示す立地で第三紀層を基盤とする地域にもその

成立が考えられる。また丹沢山麓部の海抜約400m付近においてもアカガシ亜群集の立地がみと

められる。隣接するアラカシーウラジロガシ群落に比較してわずかに土壌の堆積が厚く安定した

立地に生育する。

　　3＞表層土が復元された場合　Nach　den　Mutterb6den　wiederherges之ellt　sind

　ヤブコウジースダジイ群集の成立立地が宅地造成などで表土撹乱が行なわれた際に，ヤブコウ

ジースダジイ群集が生育可能な能力をもっているにもかかわらず，現在安定していないため，す

ぐにヤブコウジースダジィ群集が復元できない立地については表土擬乱地域として別に扱われ

た。植生復元についてはまず表土の復元が望まれる。

一麗麗撫灘欝離

礁扇面

Phot．12大磯高麗山に残されているヤブコウジースダジイ群集。凹状地にイノデータブ群集がモザイク状

　　　に配列されている。

　　　Als　Naturdenkmal　gesch“tzte　immergrUne　Laubw謡lder　des　Bergs　Komayama（220　m＞iln

　　　Oiso．Das　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　aufdemR貢cken
　　　undFlunkenunddas　Polysticho－Machiletum　thunbergii
　　　in　der　Talem　mosaikartig　verteilt．
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造成地Baustene

アズマネザサーススキ群渠
ArundinariQ　chino一Miscanthetum　sinensis
ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
Erigeron　canadensis－Er量geron　sumatrensis－GeseUschaft
カラスビシャクーニシキソウ群集
Pinell三a　ternata－Euphorbia　pseudochamaesye－Ass，
クズーカナムグラ群落
pueraria　lobata－Humulus　scandens－Gese11schaft

クロマツ植林
Pinus　thunbergii－Forst
オオシマザクラ植林
Prunus　lannesiana－Forst
マテバシイ植林
Pasania　edulis－Forst

スギ植林
Cryptomeria　japonica－Forst
クスノキ植林
Cinnamomum　camphora－Forst
モウソウチク・マダケ林
Phylbstachys　he［erocycl【ユvar．　pubescens，　Phylios【achys　bambusoides・Bestand

　乾～中性地

Aufforsten　auf　den

trockenen　B6den

　　　　オニシバリーコナラ群集

Daphno　pseudomezereum－Quercetum　serratae 　中～適湿地

　　植林
Aufforsten　auf　den

frischen　B6den

　　　　　　　　　スダジイ萌芽林

Verjungte　Niederwalder　von　Castanopsis　cuspidata　var．　sieboldii

　現存植生
reale　Vegetation

　アカガシ・ウラジロガシを｛半う
mit　Quercus　acuta魚uercus　salicina

一一……一…一
^一一一一一…一…一一……一一……一一一…一一・一一

　　アカガシ亜群集
Subass．　von　Quercus　acuta

Fig．10

　　　　　　　　　　　　　　　典型亜群集
　　　　　　　　　　　　　　Typische　Subass．

ヤブコウジースダジイ群集群落環

GesellschaftsringsdesArdisio－Castanopsietum　sieboldi量

　　　潜在自然植生
potentiell　nat已rliche　Vegetation

　2．　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　Polystichopso－Castanopsietum　sieboldii
　　Miyawaki　et　aL　1971（Tab．12）

　湯河原では静岡県以西より分布しているイズセンリ。ウを低木層に，草本層にホソバカナワラ

ビが比較的優占しているスダジイ林が残存している。高木層にタブノキが混生しているのが特徴

である。このようなホソバカナワラビースダジイ群集は，神奈川県内で分布域を広げると，湯河原

駅前付近と真鶴岬及び三浦半島などで同様な立地がみられるが気温としては湯河原では温泉湧出

地域であること，また静岡県よりつづいてホソバカナワラビースダジイ群集の区分種であるイズ

センリ。ウなどの分布がみられることで潜在自然植生の成立が一部みとめられる。真鶴半島では

クス林の林床などにホソバカナワラビが優聾しているがイズセンリョウ，ホルトノキの生育はみ

られない。また三浦半島においても同様に横須賀・浦賀付近あるいは，横須賀市観音崎公園に．イズ

セソリ。ウの分布はみられるが周辺の二次林ではやブコウジースダジイ群集の二次林との明確な
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Phot，13　ホソバカナワラビースダジイ群集。林床にホソバカナワラビ，コバノカナワラビが優占し，暖帯

　　　性のイズセソジョウが低木層に生育している（三浦半島）。

　　　Bestanddes　Polystichopso－Castanopsietum　sieboldii．
　　　1n　der　Bodenschicht　dominiert　Po砂5漉ゐ。ヵ5∫5σプゴ5’α砂，　P．ρ56z‘40一αプ∫56薦α　u鷺d　in　der

　　　Strauchschicht　wachst　die　warmeliebende　Mα85αゴαρ01～嬬（Halbinsel　Miura）．

区分が可能ではない。三浦半島について今園は図示されていないがホソバカナワラビースダジィ

群集が分布するかどうかはさらに再検討の余地がみとめられる。

　横浜市金沢区富岡八幡宮や逗子市神武寺にホソバカナワラビが林床に優鎖する植分がみられる

が，神奈川県の現存植生（宮脇他1972）ではホソバカナワラビースダジイ群集にまとめられてい

る。今回の検討によりやブコウジースダジイ群集のホソバカナワラビファシス（相）と考えてよい

可能性が生まれた。

　ホソバカナワラビースダジイ群集は伊豆半島，房総半島，紀伊半島などと四国の一部に分布し

ている。

　一般にホソパカナワラビースダジイ群集は高木層にスダジイが優瀕した植分をつくりやすい。

ヤブコウジースダジイ群集と区分される特徴としては高木層にタブノキが混生することがあげら

れる。これは谷部のやや湿性な陰地にホソパカナワラビが生育し，斜面上部に行くにしたがいコ

バノカナワラビと混生し，イノデータブ群集の立地よりもやや土壌の少ない乾燥した林分になる

ためスダジイが優廻し，タブノキとの混在がみとめられる。林床にホソバカナワラビが優占する

立地はやや崖錐状になった斜面部で表層土がたまりやすい地域である。しかしイノデータブ群集

の立地ほど厚く土壌が堆積していない。また年關を通してイノデータブ群集の生育立地よりも比

較的灘暖である。



78

Tab．12 ホソバカナワラビースダジイ群集

Polystichopso－Castanopsietum sieboldii

NL　d．　Stetigkeitstabelien＝

Zahi　d．　Aufnahmen：

Nlittlere　Artenza｝11＝

総合常在度番号

調査区数

平均出現種下

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　　Cas匙anopsis　cuspidata　var．　siebo艮dii

　　Poiystichopsis　aristata

　　Maesa　jaPonica

Ken『u．　Trennarten　d．トbheren　Einheitenl

　　Machihs　thunbergii

　　Cinnamomum　japo頴cum

　　Aucuba．japon重ca

　　Eurya　japonica

　　NeOhtSea　SeriCea

　　Ardisia　japonica

　　Quercus　glauca

　　T臓chelospermum　asiaticum

　　Torreya　nucifera

　　Fatsia　laponica

　　Quercus　acuta

　　I綱iriope　platyphylla

　　OPhiopogon　laponicu耳

　　Camei駐a　japonica

　　Trac卜ycarpus　for亡une董

　　Dryopteris　erythrosora

　　Pittosporum　tobira

　　Dryopteris　bissetiana

　　FiCus　nipponica

　　Osmanthus　heterophyllus

　　Cieyera　japonica

　　Quercus　sahcina

　　Microlepia　marginata

　　Elaeagnus　g蓋abra

　　Cephal・taxus　harringt・nia

　　Cymbidium　goeringii

　　Pteris　crenata

　　Hedera　rhombea

　　Kadsura　japonica

　　Darnnacanthus　indicus

　　P・lysticトum　polyblepharum

　　Dryopteris　uniformis

　　Ilex　integra

　　Dendropanax　trifidus

　　Daphniphynum　teijsmannii

　　Polystichum　pQlybiepharum　var．　fibrl目oso・paleaceum

　　Piper　kadsura

Beg｝eiter：

　　Ficus　erecta

　　Zelkova　serrata

　　Ligustrum　obtusifolium

　　u．a．

群集標徴．種及び区分種

　　スダジイ

　　ホソバカナワラビ

　　イズセンリヨウ

．．h級単位の標徴種及び区分種

　　タブノキ

　　ヤブニッケイ

　　アオキ

　　ピサカキ

　　シロダモ

　　ヤブコウジ

　　アラカシ

　　テイカカズラ

　　カヤ

　　ヤツデ

　　アカガシ

　　ヤフフン

　　ジャノヒゲ

　　ヤブツバキ

　　シュロ

　　ベニシダ

　　トベラ

　　ヤマイタチシダ

　　イタビカズラ

　　ヒイラギ

　　サカキ

　　ウラジロガシ

　　フモトシダ

　　ツルクミ

　　イヌガヤ

　　ンユノブノ
　　ォォバ．ノィノモトソウ

　　キヅタ

　　ビナンカズラ

　　アリドオシ

　　イノデ

　　オクマワラビ

　　モチノキ

　　カクレミノ

　　ヒメユズリハ

　　アスカイノデ

　　フウトウカズラ
随｛半．種

　　イヌビワ

　　ケヤキ

　　イボタノキ

以下略

1　2

3　8
62　33

2．一4　L一ユ

3　　V
←一4　　LT．5

3　　V
　　ト　　　　ユ

3　　1

　2　＋一3
3　　1V

．←．．．．．2　　．卜．．．2

3　　V
1．．．．3　　・卜．一3

3　　V
　1　．卜．一．L

3　　V
　ト　　し　　　ひ　　　し

3　　W
　　ト　　　　　を　

2　　11
　ト　ユ　　　う　ア　る

3　　11
く　　　　　　　ト　　ま

3　　V
　ト　　ユ　　　　　　ト

3　　11
　　か　　　　　　ト

2　　W
　2　レ．一3

1　111
　　　　　　　　ヰ　

3　　W
伽．．．．1　　　　．i・

3　　1H
ヤ　アエ　　　　　　

1　　W
　　ト　　　　　そ　

2　　11
　．十．　．」．一2

3　　W
　　ト　　　サ　　ア　し

2　　四
　　ト　　　　　　ト

1　　11
十．．．．1　　→．一2

2　　V
　　セ　　　　　　　

2　　W
　．→．　．昏．．．．1

2　　11
ユ　　ゴコ　　 しド　る

3　　11
　　ト　　　　　　ト

3　　11
　ゆ　　　　　　　を　

1　　11
　　レ　　　　　　　ヤ　

3　　11
　　ト　　　　　　やコ

2　　田
　　ト　　　　ト

3　　11
　テ　　　　　　ト

2　　11
　　ト　　　　　　　　

1　　11
L．．．2　　　　．卜

2　　11

　卜2

　十．
2

．曇．一．3

ナ　　ユ

m
　ト　　

m
　→．
II

　’．
II

　→．　→．．．．2

3　　V
．を．一箇　　申一2

3　　11
　　う　　　う　　　

2　　11

調査地Fundorte：1：Park－S6unkoen　in　H諒one箱根藝rl』早雲公園（von　K．　Fuliwara　et

H．Harada），2＝Wasserfall－Fudo　in　Yugawara湯河原町不動の滝（von　H．　Harada　et

K．Ohno）．
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　3．　イノデータブ群集（Tab．13）

　　Polysticho－Machiletum　thunbergiiSuz．一Tok．1949
　濃縁色のタブノキが高木層にうっそうと茂るイノデータブ群集は神奈川蜷下の潜在自然植生と

しては比較的広い面積を占めている。海岸ぞいの沖積地からおよそ10km内陸まで分布してい

る。東京湾沿岸では埋め立て地の大半が，さらに内陸の台地・丘陵病間の沖積地や斜面に生育が

みとめられている。三浦半島では先端部の黒色土が広く堆積している地域全域と，小丘陵地斜面

より沖積地までがイノデータブ群集の生育立地と考えられる。相模湾沿岸では砂丘後背地や，引

地川，相模川，酒匂川などの大きな河川の本流・支流の沖積地がイノデータブ群集の分布域と考

えられる。

　三浦半島先端部三浦三崎では台地上にマテバシイが並木として植樹され，台地上は黒色土を利

用した畑地とし三浦大根の産地などで有名な地域がある。このあたりは潜在自然植生図ではイノ

データブ群集が潜在自然植生として図示されているが，神奈川県下の他のイノデータブ群集の立

地とは台地上ということで多少異なる。横須賀市観音崎公園でイズセンリ。ウ，ホルトノキ，コバ

耕　作　地

1（疑韮之uracker

　　アオキーシロタモ群落

A績cuba　lapon圭ca－Neo孟i£sea　sericea

－Gese正董schaft

　　　　　海岸近く

　　　　Nahe　d．　Kusten

　宅　　　地

S至edlungsfl浅。｝1e

　　　　ス　ス　キ　群　落

liscanthus　s三nensis－Gesellscha£t ＼

　　ス　　ギ　植　　林

bryPtomer圭a　jaPonica噛Forst

ダモ群落

盾撃堰窒唐?ａ　sericea

　植　林

　Rhus

bornus

イノデータブ群集

　現存植生
Reale　Vegetation

　　　ハゼノキ群落
　Rhus　sylvestris－Gesellschaf£

　　　ミ　ズ　キ　群　落

Cornus　controversa－Gesellschaf之

　　　　やや内i隻部

　　　　Inlan（i－Seite

　　　　　　　　　　　　　　Polystlcho－Machlletun　thenbergii　　　　潜在自然植生

Fig　11イノデータブ群集群落環　　　　　　　P・tenti・ll　nat輔che　V・g・tatio・

　　　　Gese壼lschaftsringsdesPolyst重cho－Machi茎etumthunbergii
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ノカナワラビなどホソバカナワラビースダジイ群集にまとめられる染分が一部みられるため，三

浦三崎においてもホソバカナワラビースダジイ群集の分布が判定される。しかしホソバカナワラ

ビースダジイ群集の代償植生と，イノデータブ群集の代償植生との区分が明確でないため，潜在自

然植生にホソバカナワラビースダジイ群集が区分されない。したがって三浦半島ではイノデータ

ブ群集にホソバカナワラビースダジイ群集が一部含まれて図化されている。同様に真鶴半島では

イノデータブ群集が広く潜在自然植生にみとめられているが一部はホソバカナワラビースダジイ

群集が含まれている。

　東京湾沿岸の埋め立て地では排水の悪い地域ではイノデータブ群集にその大部分がまとめられ

ているが，立地により異なる（p．72）。

　相模湾沿岸では砂質土壌で排水良好な地域ではやブコウジースダジイ群集の生育が考えられる

が，イノデータブ群集にまとめられている地域もある。

　イノデ…タブ群集ぱ太平洋寧では岩手県船越同寸（39。25’）が，日本海岸側では秋田県仁賀保

町に典型的林分の北限がみられる。青森県岩崎村ではタブノキが高木層に優占しているがブナク

ラスの構城種がきわめて多い植分を形成している。したがって青森県岩崎村のタブ林はイノデー

タブ群集からヒメアオキーブナ群集への移行帯としてイノデータブ稗集の断片と考えられる。い

ずれも常緑広葉樹林北限域のイノデー・タブ群集の立地は風衝の比較的弱い，海からの風が直接あ

たらない斜面で，南～東向き斜面に生育している。

　　1）典型亜群集　Typische　Subass．
　イノデータブ群集の成立立地で土壌中の空気含有量がわずかに低く，排水が比較的良好な土壌

堆積地ではケヤキが高木層に生育できない林分が分布する。また海岸埋め立て地などの排水の悪

い地域で，土の1ヨが細かく，土中空気含有量が低い立地ではイノデータブ群集典型亜群集の成立

が考えられる。海岸の埋め立てが古く土壌が安定したところ，さらに埋め立て地の最前線などで

風衝が強い立地は風衝低木林が生育し，イノデータブ群集の生育は困難である。扇島の海より1

km付近は現在砂をサンドポンプであげているためイノデ～タブ群集がすぐ生育できる能力はな

いが50～100年の幅をもつことにより生育可能となると考えられる。海岸沿い，とくに川崎から

横浜にかけての埋立地のイノデータブ群集は闘牛可能立地図の意味も含めて地図化されている。

表土復元を考慮した際にイノデータブ群集が生育可能である。水田埋立地の場合も同様で比較的

新しい水田埋立地はイノデータブ群集典塾1巨稗集を潜在自然植生に考えられる。海岸沿いの墨黒

地も同様に強い海風の影響でケヤキの生育が困難である。このような立地ではイノデータブ群集

典型亜群集が発達する。

　海岸沿いの証状地や，江ノ島などの闇状斜面では海からの風が多湿な風を運んでくるのでイノ

データブ群集をつくりやすい。

　　2）　ケヤキ亜群集　Subass．　von　Zelkova　serrata
　渓谷沿いの深く土壌が堆積した谷部では高木層にケヤキが混生した林分がみられる。ケヤキ，

エノキなど落葉高木が高木町1層に優占した縁類は土壌中の空気含有錨：が高く，適湿地が多い。

したがって沖積地などでは古い農家周辺に大木のエノキ，ケヤキなどを伴っており，新しい埋立

地で土質が密な地域との区分が明確である。イノデータブ群集ケヤキ亜群集は大きな河川の沖



Phot．14　暗く林床をおおうタブノキの樹冠（鎌倉）。

　　　　　　Dicht　geschllossene　Baumkrone　von　Mαo膨z‘5彦加ノめβノ・g鉱 （Kamakura）．
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Tab．エ3 イノデータフ群集

Polysticho－Machi 1etumthunbergii

Nr．　d．　Stetigkeitstabellen：

Zahl　d．　Aufnahmen；

Mittlere　Artenzah1：

潅念合マ言在度表番一号

調査区数

平均出現種数

Kenn－u。　Trennarten　d．　Ass．：

　　　Machilus　thunbergii

　　　Polystichum　polyblepharum

　　　Ceitis　sinens量s　var．　japonica

　　　Cornus　controversa

Trennarten　d．　Subass．：

　　　Zdkova　serrata

　　　Ca蓋1｛carpa　∫aponica

　　　Morus　bombycis

Kenn－u．　Trennarten　d． h6heren　Einheiten：

　　　Castanopsis　cuspidata　var．　sieboldii

　　　Cinnamonum　japonicum

　　　Aucuba　laponica

　　　Eurya　japonica

　　　NeolitSea　Sericea

　　　Ard三sia　japonica

　　　Ilex　integra

　　　Hedera　rhombea

　　　Fatsia　laponica

　　　Liriope　platyphy｝王a

　　　Ophiopogon　japonicus

　　　Camellia　lapon圭ca

　　　Trachelospermum　asiat｛cum

　　　Trachycarpus　fortu丑ei

　　　Dryopteris　erythrosora

　　　Pittosporum　tobira

　　　Euonymus　japonicus

　　　Dendropanax　trifidus

　　　Kadsura　japonica

　　　Ficus　nipponica

　　　Farfuglum｝aponicum

Begleiter：

Ficus　erecta

Dryopteris　lacera

u，　a。

群集標徴種及び区分種

　　　タブノキ

　　　イノデ

　　　エノキ

　　　　ミズキ

亜群集区分種

　　　ケヤキ

　　　ムラサキシキブ

　　　ヤマグワ

上級単位の標徴種及び区分種
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積地ぞいにシラカシ群集ケヤキ亜群集に移行する。現在残存している林分は，沖積地ではきわめ

て少なく，その大部分は宅地化している。古い屋敷林ではケヤキの大木による残存木は多いがそ

の他はきわめて少ない。したがって潜在自然植生を決定する手がかりとしては残存木，植栽樹に

シラカシが多く使われている場合でケヤキの生育が良好な場合はシラカシ群集ケヤキ亜群集，植

栽樹に常緑の植物一・マサキ，モチノキ，アオキ，シロダモなど一が多い場合はイノデータブ

群集ケヤキ亜群集と区分された。

　4．　マサキートベラ群集（Tab．14）

　　Euonymo－P三ttosporetum　tobirae　Miyawakie之al．1971
　海岸の風衝断崖地あるいは古砂丘地帯には，高木層にクロマツがぬきんでて，低木層にトベ

ラ，マサキ，ヤブツバキなどの葉肉の厚い照葉樹が生育する二層群落がみられる。ときにクロマ

ツを欠き常緑低木によるマッキー状の，頭をはさみで切りとられた様な形で生育することがある。

東京湾沿岸の埋立地の最前線に低木のマント群落として細い帯状に生育がみられる。三浦半島や

真鶴岬では断崖上に風衝低木林としてみとめられる。相模湾沿岸では古砂丘地帯に後続の常緑広

葉樹林のマント群落の機能を果たす。東京湾沿岸の埋立地では，海底砂による埋立地や，埋立地

最前線などではマサキートベラ群集の生育が考えられる。東京湾に面した房総半島沿岸では比較

的風衝が弱いため鋸南町付近までの断崖地にはマサキートベラ群集の生育はみられない。新しい

海底砂による埋立地の最前線にだけみとめられる。神奈川県では横浜市磯子区付近の海岸斜面・

断崖地などにイソギクーハチジョウススキ群集の生育がみられる。したがって，イソギクーハチ

ジ。ウススキ群集とヤブコウジースダジイ群集の閾にわずか1m～数mの幅でマサキートベラ群

集によるマント群落の成立が考えられる。潜在自然植生図では幅が狭いためヤブコウジースダジ

イ群集に含められている。

　マサキートベラ群集は海岸沿いに太平洋岸では岩手県まで，臼ホ海沿岸では青森漿岩崎村まで

分布をみることができる。マサキートベラ群集は優占種が場所により異なる。東北地方ではやブ

ツバキが優占することが多く，青森県岩崎村，青森県夏泊半島，秋田県男鹿半島，宮城県金華山

島などの風衝断崖地に多くみられ，ヤブッバキ群落として記載される。　　　　　　（藤原）

　　　　今田・断崖地　　　　　　　　　　　　　　現存植生

轡　　＼諜灘謡一
　　　アズマネザサーススキ群集
Arunδi臓arlo　chino－Misca脈thetum　sine瀬sis

…㎜
｣上二護’…’

　　　　Euonymo－PittQsporetum毛obirae

　　　　　　　　　伐採などによる拡大
　　　　　　　Vergrδβemng　durch　Schlag　u．　a．

一一鞭鱒崧蛻鼈
　　　　　　　Potentiell　nat廿rliche　Vegeta£ion

F忽ユ2マサキートベラ群集群落環

　　　　GesellschaftsringsdesEuonymo－P圭ttosporetum　tob圭rae　’
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1

Tab．　Mマサキートベラ群集

　　　　　　　Euonymo－Pitt osporetumtobirae

Nr．　d．　Stetigkeitstabellen： 轡在度番号 1 2 3 4 5

Zahl　d．　Aufnahmen＝ 調査区数 3 3 3 5 5

Mittlere　Artenzahi： 平均出現種数 13 19 30 27 37

Kenn・u．　Trennarten　d．　Ass．： 群集標浸種及び区分種
2．．・3 2一．4 1－3 監一4 1一一2

Pittosporum　tobira トベラ 3 3 3 V V
1．．．．．3 ．卜．…2 ｩ．一一2 癒．一2 壁．．．．．1

Euonymus　laponicus マサキ 3 2 3 V IV
．昏．．一一玉

Rhaph三〇1ep1s　umbellata　var． 高狽?ｇｅｒｒｌｍ? マルバシャリンバイ 1 IV 1

4 2

Cyrtomium　falcatum
　　　　　　“　　　　　　　一

Iニヤフソァツ 1 2 1 1 1

．←．．・一1

Ligustrum　ovalifol｛um オオバイボタ 2 2 II II

3 ．幸．．．．．．．2 ．曇．．．．．．．2

Pinus　thunbergii クロマツ 1 w V
m ．蚤・．…1 卜．一・．1 ぴ．．．一1

Farfug沁m　laponicum ツワブキ 1 3 3 w IV
．昏．．．．．．1 1 ｩ．．．．．．．1 奪．．．．．1

Elaeag臓us　macrophylla マルバグミ 2 1 ， V V

Klenn曽u．　τrennarten　d，　h6heren　£inhei£en： L級単位の標徴種及び区分種

　　　Cinnam・mum　japonicum

　　　11ex　integra

　　　Fatsia　japonica

　　　Machilus　thunbergii

　　　Aucuba　japonica

　　　Eurya　｝apon霊ca

　　　Hedera　rhombea

　　　Liriope　platyphylla

　　　Camellia　japonica

　　　Trachelospermum　asiaticum

　　　Neolitsea　sericea

　　　Ardisia　japonica

　　　Ophiopogon　japonicus

　　　Dryopter圭s　bissetiana

　　　Castanopsis　cuspidata　var．　sieboldii

　　　Trachycarpus　fortunei

　　　豆〕ryopteris　erythrosora

　　　Dendropanax　tr…fidus

　　　Kadsura　japon藍ca

　　　Ficus　nipPonica

　　　Daphniphyllum　teijsmannii

Begleiter＝

　　　Ficus　erecta

　　　Arundinaria　ch…no

　　　Lonlcera　japonica

　　　MiSCanthUS　SinenSiS

　　　Ligustrum　obt幾sifo1沁m

u．a．

　　　ヤブニッケイ

　　　モチノキ

　　　ヤツブ

　　　．タブノキ

　　　アオキ

　　　ピサカキ

　　　キヅタ

　　　　　　や　　　　　ヤフフン
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　　　テイカカズラ
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　　　ジャノヒゲ
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紛狂1半彩11
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　5．　シラカシ群集　（Tab．15＞

　　Quercetum　myrsinaefoliaeMiyawakietOhba1966
　シラカシ群集はシラカシが優目するヤブツバキクラス域の常緑広葉樹林である。ヤブコウジー

スダジイ群団に属し，その主な生育域は沿岸部から5～10km距つた関東地方のロームの堆積

した台地や丘陵とされる。

　群集標八種のシラカシはブナ科の常緑広葉樹で北は宮城県牡鹿半島から南は鹿児島県の屋久島

までの海抜700m以下のやや内陸部に分布する（Horikawa　1972　Fig．13）。シラカシ群集の主

な分布域は関東地方の台地や丘陵地などとされるがほかには伊豆半島，大阪府葛城山，兵庫県俳

丹市および坦馬地方，鳥取県西部，和歌山県日高川流域，山口県秋吉などからシラカシ群落とし

て報告されている（文化庁1970a，1970b，1973，1974）。また台地や丘陵域だけではなく沖積低

地の自然堤防上にも生育域が知られている。

　シラカシ群集の種組成の特微はシラカシのほかにシュロ，チャノキ，ナンテンが高常零度で混

生する。さらにヤブッパキクラスの種群のヤブラン，ジャノヒゲ，ヤブコウジ，アオキ，ヤブツ
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Tab，15　シラカシ群集

　　　　UbersichtstabelledesQuercetummyrsinaefoliae
　　　　a：Subass．　von　ZeIRova　serrata　ケヤキ亜群集

　　　　　　a1：VariantevonCastanopsiscuspidata
　　　　　　　　var．　sieboldii　スダジイ変群集典型変群集

　　　　　　a2：TypischeVariante
　　　　　　a3＝VariantevonPhrymaleptostachyavar．
　　　　　　　　asiatica　ハエドクソウ変群集

　　　　b：　　Typische　Subass．典型亜群集
　　　　c：　　Subass．　vonAbiesfirma　モミ亜群集

a1 a2
a訓b C

Nr．　d．　Stetigkeitestabellen： 常在度表番号 1 2 3　4 5

Zahi　d．　Aufnahmen： 調査区数 17 10 王6　王7 11

Kennart　d．　Ass．： 群集標徴種

Quercus　myrsinaefoha シラカシ V V V　V V
Trennarten　d．　Subass．（a）： 1．臣群集区分種

Zelkova　serrata

cryopteris　uniformis

puercus　acuta

bephalotaxus　harringtonla

lacLilus　thunbergii

`cer　palmatロm

ケヤキ

Iクマワラビ

Aカガシ

Cヌガヤ

^ブノキ

Cロハモミジ

@　V
@　II

@　I
@　I
@　II
潔､＿一工＿∴i

vi．
@：
翌堰E
撃撃撃堰@9　；Ii・

G；．　：　　，

Trennarten　d．　Variante（a：〉： 変群集（aD区分種
1－

Castanopsis　cuspidata　var，　sieboldii

cendropanax　trifidus

semstroemia　gymnanthera

スダジイ

Jクレミノ

cbコク

iIII：

奄hIIi：ill：

　．
F　．

F　●

F

十　　・

a@　　　　　　　　，

E　　　　　　　　　，

Flcus　erecta イヌビワ 響 ・　　　　　　　　　噸 ．

Trennarten　d．　Variante　（a3）　： 変群集（a3）区分種

Tricyr亡is　macropoda

ohryma　leptostachya　var．　asiatica

oolystichum　polyblepharum

uiola　bissetii

　ヤマホトトギス

@ハエドクソウ

@　イノデ

iガバノスミレサイシン

i】Vi・

Trennarten　d，　Subass．（c＞： ll巨群集（c）区：分種

ドー　「　一1

Abies　firma モミ o ◎ ●　　　　　　　　　● ；Vi

Fraxinus　sle1）oldiana

qhododendron　｝ζaempferi

マルバアオダモ

с}ツツジ C　　　　　　　　　　　　　■

1　：
撃浴F

F　：
奄撃撃

Pinus　densiflora

uaccinium　oldhamii

アカマツ
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バキ，ピサカキ，キヅタなどの常在度が高い。標徴種のシラカシは普通，高木層から草本層まで

の各階層に生育する。群落の高さは25m程度になるが祥垣内のケヤキやモミは時に30mに達する

ことがある。低木層には常緑広葉樹のアオキ，ヤツデ，ピサカキ，シμダモ，ヤツデや夏緑広葉

樹のハナイカダ，ガマズミ，カマツカ，フジなどがめだつ。草本層はヤブコウジ　スダジイ群集

などと比較すると植被度，種．数ともに豊富である。前述の常緑広葉樹種群のほかにベニシダ，ヤ

マイタチシダ，イヌワラビ，ホソバシヶシダなどのシダ類，フジ，トコロ，アズマネザサ，ヤマ

ホトi・ギス，ナツヅタ，スイカズラなども生育している。

　　の　ケヤキ亜群集　Subass．　von　Zelkova　serrata
　ケヤキ亜群集はケヤキ，オクマワラビ，ムクノキ，イヌガヤ，アカガシ，ヤブニッケイ，ホウ

チャクソウ，タブノキなどのやや湿性要素によって区分される。基盤のローム矧がかなり厚く積

もった排水のよい適湿地が本来の生育地とされる。沖積低地の自然堤防一しや盛土地などもシラカ

シ群集ケヤキ亜群集の潜在自然生育地である。台地および丘陵の傾斜地や崖錐地は土壌が厚：〈肥

沃な立地である。沖積低地の自然．堤防は排水もよく立地も肥沃なためにシラカシ群集が成立す

る。同様に沖積低地に盛土をして土地を造成したところもケや離塁群集の立地と判定される。

　沖積低地のシラカシ群集の例としては川崎市宮内の春1…i神社林があげられる（Tab．15）。この

社叢は多摩川の自然堤防上（海抜15m＞にあり，植栽したイヌシデ，ボダイジュなどの大木を

含んでいる。川崎市の文化財に指定される以前は林内はこどもの遊び場となっており林床の撹乱

義懸繊欝欝

黙姦璽．

・趨

議欝

緊襯麟

野騰　講

譲一．鐙：盤饗＼．正議翌

凝掃
　　嶺

愚

Phot．16　シラカシ群集ケヤキ亜群集。丘陵の急斜面に残存する小林分（横浜市緑区）。

　　Auf　dem　Abhang　des　Plateaus　erhalten　gebliebener　kleiner　Bestand　der　S　u　b　a　s　s．　v　o　n

　　Zelkova　serrata　des　Quercetum　myrsinaefoliae
　　（Midori－ku，　YokQhama）．
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が著しかった。林内には帰化植物も多くはいりこんで現在でも林床植物の不安定な状態が続いて

いる。樹林は区裁したイヌシデを優愛する林分，タブノキを優占する林分およびシラカシ群集の

3つからなっている。シラカシ群集の林分では高木層にシラカシ，アカガシ，イヌシデ，ケヤキ’，

ミズキが，雛高木層にはヤブッバキ，スダジイ，タブノキ，シロダモ，カマツカ，モチノキが生

育している。そのほかにもケヤキ亜群集の区分種であるホウチャクソウ，ヤブニッケイ，ハエド

クソウなどが混生している。この地域はスダジイ神域とシラカシ林域の境界付近とされていて，

典型的な群落構成種とはやや異っている。

　木曽川および豊川の下流域では新田開発後約300年でタブ林が成立することが知られている（倉

内｝953＞。多摩川下流の春日神社は1171年頃すでに闇かれていたと記録に残っていて，常緑広葉

樹林が成立するためには十分な年月が経過している。今後林床の回復をまって，さらに植生調査

を重ね，再検討されるべきであろう。

　盛土上の常緑広葉樹林の資料は得られなかったが屋敷林などの構成種や残存木から，潜在自然

植生がシラカシ群集であることがうかがわれる。

　県内のシラカシ群集ケヤキ・亜群集はさら死地域によって下位区分が行われている。藤沢市のヤ

ブコウジースダジイ群集との境界付近ではスダジイ，カクレミノ，モッコク，ツルマサキ，カラ

タチバナ，イヌビワなど海岸性の種群をもつ変群集に区分される。また内陸部ではハエドクソウ，

ヤマホトトギス，クマワラビ，イノデ，フタリシズカなどで区分されるより湿生の変群集もある。

　　2）典型亜群集　Typische　Subass．
　特別な区分種をもたない典型亜群集は高木層に落葉樹が少ないので，密閉した林冠の常緑広葉

樹林である。残存植生はきわめて少なく典型的な林分は川崎市東高根に残っている。東高根のシ

ラカシ群集は多摩丘陵内の樹枝状にひろがる小河谷に接してケヤキ亜群集域が狭い帯状にのび，

その上が直ちに典型粥洋鵡となる（宮脇・藤閾・佐々木1972＞。東高根でみるとその生育立地は

丘陵の緩傾斜地で病難の良い適湿地である。基盤のローム層の厚さはケヤキ亜群集の生育地をう

わまわることもある。土壌は黒ボクで約60mの厚さを示し特にB層の発達が著しい。典型彌群集

の立地は土地利用価値が高く，古くからさまざまに利用されていて残存林分は少ない。潜在自然

植生域は県内の特に相模台地，多摩丘陵を中心として広く分布する。

　　3＞モミ亜群集　Subass．　von　Abies　firma
　モミ亜群集はモミ，マルバアオダモ，ヤマツツジ，アカマツ，ナッハゼなどの卒倒で区分され

る。生育立地は丘陵の尾根上でローム層がややうすく乾湿の差が激しいかあるいは乾燥する立地

である。また相模野台地では台地の斜面で段丘砂礫層の上にロームがうすく被っている立地もモ

ミ猟群集の潜在生育地とされる。土壌は黒ボク土壌ないしは編色森林土壌であり，B層の発達は

特に良好とはいえない。多摩丘陵では基盤の第三紀層が全体に南東側に傾いているのでその上を

：被覆するローム層は北西の方向に厚さがうすくなる。したがって丘陵開析面の北側や西側にモミ

亜群集の潜在自然域が島状に分布している。

　これら3つの亜群集域は宅地造成などの大がかりな土地の改変によって相互に変わる。ヤブコ

ウジ～スダジイ群集とは異なる。シラカシ群集では宅地造成のために表層土やその．下の砂層をけ

ずられても，厚いローム層や周辺のP一ム層の流入によって土壌の回復が比較的速く，スダジイ林
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Phot，17東高根のシラカシ群集・典型亜群集。高木層から低木層にいたるまでシラカシが優占する（川崎市〉。

　　　　　Typische　Subass．　des　Quercetum　myrsinaefoliae：
　　　　　Naturdenkmal　Higashitakane　in　der　Stadt　Kawasaki．　In　der　Baum－und　in　der
　　　　　Strauchschicht　herrscht　Qz‘8プα‘5223ごyノ・5‘刀α⑳Z乞α．

Phot。18　東高根の小台地をとりまく斜面を被うシラカシ群集。

　　　　Naturdenkmaldes　Quercetum　myrsinaefoliae，　das沁
　　　　der　alten　Siedlungsf王ache　abgeraumt　ist（Higashitakane　in　Kawasaki）．

der　Umgebung
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域ほどの大きな立地の変化は考えられない。このことは多摩ニュータウン建設地の実例でもみら

れる。

　　4）　シラカシ群集の隣接群落

　シラカシ群集の隣接群落との相互の位置関係は模式的にFlg．14のように示される。ヤブコウ

ジースダジイ群集とは気候的により温暖でしかも地質的にはロームの堆積のほとんどない地域に

生育するヤブコウジースダジィ群集のアカガシ亜群集に隣接する。また適糊地ではシラカシ群集

のケヤキ亜群集はより温暖で海岸側に生育するイノデータブ群集と隣接する。沖積低地では広域

的な残存自然林分はきわめて少い。したがってシラカシ群集域とイノデータブ群集域との区分覇

定は庭園の植栽樹や屋敷林の構成種などによって行われた。その境界線は気候的には寒さの指数

がほぼ0。の線上に相墨している。また地形の上からは自然堤防上はシラカシ群集域，後背湿地

上はイノデータブ群集域と判定された。シラカシ群集のケヤキ亜群集は内陸部では河川が運搬し

たロームの二次的堆積物上の湿潤地に生育するコクサギーケヤキ群集と隣接する。やや下流部や

谷頭部ではさらに湿1間な立地上のクヌギーハンノキ群落と隣りあっている。また山地部で海抜

高が約150m以上の河谷でV字渓谷の急傾斜地ではタマアジサイーフサザクラ群集と隣接する。さ

らに低湿地で淳滞水位が10cm以内の場所に生育するハンノキ群落とも隣接して生育している。
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　　　・．擁撫職・蛇．・

　　へ．ぷ、懲鷺舷＝ξ：．．．．1逗詐∵．　　　　一

Phot．19　シラカシ群集域の大規模な宅地造成　（横浜南緑区）

　　　GroBraumigeBauste豆le　im　Gebiet　des　Q　u　e　r　c　e　t　u　m

　　　Midori－ku　in　Yokohama
myrsinaefoliae

　シラカシ群集のモミ亜群集および典型亜群集はより高海抜地のアラカシーウラジロガシ群落と

隣接する。アラカシーウラジロガシ群落はモミ亜群集域に比べてローム層の堆積がな少く，しか

も基盤は周結した安山岩や泥岩などからなる。したがって基盤の風化はおそく，土壌の形成もよ

くない立地である。

　　5）　シラカシ群集の潜在植生域

　シラカシ群集の潜在自然植生域は比較的内陸部にあるが海爆からの距離はそれぞれの地域にお

いて一様ではない。下末吉台地でロームの厚い台地が東京湾に面している横浜市神奈川区では海

岸線から3，8kmほど内陸側ですでにシラカシ群集ケヤキll｝i群集域がみとめられる。相模川の右

岸の沖積地では海岸から16kmの内陸側でイノデータブ群集域からシラカシ群集の典型亜群集

域に移行する。海抜高度からみると多摩川沖積低地では海抜10mの自然堤防一ヒに植生域がみられ

る。相模川の沖積低地ではllmの地点にケヤキ亜群集が，17mの段丘面には典型亜群集域がみら

れる。高海抜地のシラカシ群集潜在自然植生域は県の北西部にあり世附川上織部で海抜500mの

地域にみられる。

　県下全体の潜在植生自然域としては多摩沖積地の北西部および多摩丘陵，相模台地，秦野盆地，

酒匂川流域が主にあげられる。丹沢山地，箱根火山および三浦半島には潜在自然植生域が少ない，

その主な原因は三浦半島では・一ム1曹の欠如および沿岸性立地により，丹沢山地や箱根火山では

ロームの欠如，基盤の岩石，｛票高度などによってシラカシ群集が生育できない立地と判定される。

　　6）　シラカシ群集の代償植生

　シラカシ群集域は古くから人間の生活域として利用されたためにその植生はあらゆる種類の人
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為的影響を受けている。各種の人為的影響と様々な代償群落とのかかわりあいはFig．16の図式

に示されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤間）

　6．　シキミーモミ群集

　　Illicio－Abietum　firmaeSuz．一Tok1961（Tab．16）
　丹沢札掛付近（海抜750m）や箱根外輪山の白銀山（931　m）あるいは天照山神社（650磁）付

近では高木層にモミが優占する林分が塊状に残されている。

　一般に常緑広葉樹林（ヤブツバキクラス）から夏緑広葉樹林（ブナクラス〉にかけての両クラ

ス域境界付近の土壌の浅い急斜面や尾根部には，モミ，ツガ，カヤなどの針葉樹が優占している

群落が帯状にみられる。このモミ林は種組成の相違からヤブツバキクラスに所属するシキミーモ

ミ群集とブナクラスに所属するイヌブナーブナ群集（告岡1954）及びヤマボウシーブナ群集のモ

ミ駆群集に大別される。相観的にはシキミーモミ群集は針葉樹が優占する場合と常緑広葉樹のア

カガシ，ウラジロガシが優占する場合がある（宮脇・藤原・原田1976）。これは土壌堆積に関連

して，土壌堆積の良好な適湿地に常緑広葉樹が優録すると判定される。

　神奈川梁では札掛付近の高海抜域ではモミ，カヤなどの常緑針葉樹が優歯し，ツガ，コカソス

ゲなどの貧養地指標種をもつツガ煙群集が区分される。さらに箱根外輪山の金時山山麓ではウラ

ジロガシが優毒し，同様に白銀山付近や天照山ではモミが優恭しているが特別な区分種をもたな

い典型亜群集が区分される。

　シキミーモミ群集は水平的あるいは乗直的にもやブツバキクラスの北限あるいは上限に位置し

ている。日本海岸側ではモミ林の分布が見られず，シキミーモミ群集に対応してヒメアオキーウ

ラジロガシ群集がみとめられる。ヒメアオキーウラジロガシ群集は最：初太平洋岸のヒイラギーウ

ラジロガシ群集に対応するウラジロガシ林として報告された（佐々木1958）。その後各地の既発

表資料，未発表資料の比較検討によリヒイラギーウラジロガシ群集は，シキミーモミ群集のウラ

ジロガシ優占林分として，さらにヤブコウジースダジイ群集のアカガシ亜群集に分割された（宮

脇・藤原・原田・擁・奥田197D。最近の資料ではウラジロガシ，ツクバネガシ，アラカシなど

常緑カシ類が優占する特別な区分種をもたない植分が各地で調査されている（神奈川県：宮脇他

1973　p．正8，福島県：藤原・原田未発表資料，長野県：宮脇他未発表資料他）。特別な標質種及

び区：分種をもたないこのような町分はどのように位置づけるかは別として，モミ，シキミ，アセビ，

ヤブムラサキ，ミヤマシキミなどで区：分される林分は一応シキミーモミ群集としてまとめられる。

　　1）典型亜群集　Typische　Subass．
　箱根外輪山の外側の斜面は細い尾根と谷が帯状に接しあい入り組んだ地形を形成している。尾

根は急峻で狭い面積がつづき貧養乾燥のため，種組成の貧化が激しい。したがって海抜500～650

mのやせ尾根では典型亜群集が生育する。

　典型亜群集が線状に発達する地域では一度破壊されると土砂崩壊が山麓部まで影響を及ぼしや

すい。したがってシキミーモミ群集典型亜群集地域では道路建設や施設の建造に対し細心な注意

が必要とされる。原則的にはシキミーモミ群集の立地は開発を回避することが望まれる。

　　2）　ツガ亜群集　Subass．　von　Tsuga　sieboldii
　丹沢札掛付近は海抜700m前後で，樹高20～35mの高さのモミ，ツガ，カヤなどの常緑針葉樹
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Tab．16　アラカシーウラジロガシ群落及びシキミーモミ群集

　　　　Qαercu58‘α御。α一Queγc復s　5α菖。ぬα一GeseHschaft　und

　　　　IIIicio聯Abietum　firmae

Nr．〔L　Stetigkeitstabellen； 総合常在度表番号 1 2 3

Zahi　d．　AufnaLmen： 調査四川 4 5 8

Mittiere　Artenzah1＝ Σ1互均出現種数 26 43 62

Trennarten　d．　Geseilschaft： 群落区分種
ゆ・一5

Quercus　glauca アラカシ 4 ・ ，

＋一1

Ophiopogon｝aponicus ジャノヒゲ 4 ゆ ，

÷一3

Zelkova　serrata ケヤキ 3

Nandina　domestica ナンテン 9

Kenn－u．　Trennartenδ．　Ass．：

　　Abies　firma

　　Callicarpa　mollis

　　Skimmia　laponica

　　Osmanthus　heterophy｝ius

Trennarten　d．1∫駐tereinhelten：

　　Quercus　acuta

　　王iex　crenata

　　Pieris　japORica

　　Ainsliaea　apicuiata

　　Meliosma　tenuis

　　Hydrangea　petiolaris

　　Mellosma　myriantha

　　Astilbe　thunbergil

　　Tsuga　sleboldii

　　Carex　reinii

　　Vio三a　bissetii

Ke艮n－　u．　Trennarten　d．　L6Leren　Einheiten：

群集標徴種及び区分種

　　モミ

　　ヤブムラサキ

　　ミヤマシキミ

　　ヒイラギ

下｛立群落琵ζ分種

　　アカガシ

　　イヌツゲ

　　アセビ

　　キツコウハグマ

　　ミヤマハハソ

　　ツルアジサイ

　　アワブキ

　　アカショウマ

　　ツガ

　　コカン．スゲ

　　　ナガバノスミレサイシン　・

上級単位の標置種及び区分種

　1　「叶．：

・　：IH；・
　：＋＿ll
・　1］Vl・
　：＋＿2；

・　：！Vl・
　：→．＿1：

・　・III・・
　の　　　　いり　リマコ
　ドロロヒロヨ　　　かロ

・・
奄魔

　　　l＋｝翼：
・　　・　：V：
　　　i壷皿i：
・　　・　：V：
　　　：＋＿2；

・・
奄魔

　　　：＋脅匡・
・　　・　：w「1
　　　：　小：
　　　の　　　　　コ
・　　・．・N：
　　　：　＋1
　　。　；Nl

　　Quercus　salicina

　　Ilhc沁m　religiosum

　　Torreya　nucifera

　　Camellia　laponica

　　TraCLelOSpermUm　aSiatiCUm

　　Ardisia　japonica

　　Cepha韮otaxus　harringtonia

　　Eurya　jagonica

　　Cymbid沁m　goeri轟gii

　　Hedera　rhombea

　　NeOlitSea　SeriCea

　　Cinnamomum　japonicum

　　Aucuba　japonica

Begleiter：

　　Lindera　umbeUata

　　Acer　palmatum

　　Vibumum　erosum

　　Akebia　trifoliata

　　ウラジロガシ

　　シキミ

　　カヤ

　　ヤプツバキ

　　テイカカズラ

　　ヤブコウジ

　　イヌガヤ

　　ヒサカキ

　　ンユノブノ

　　キヅタ

　　シロダモ

　　ヤブニッケイ

　　アオキ

随伴種

　　クロモジ

　　イロハモミジ

　　コバノガマズミ

　　ミツバアケビ
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4　　11　m
3＋ @玉V＋　Wや

　ト　コ　　ナ　ヨ　か　　
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　や　　　　ナ　　　　チ

2　　1　11
十｝1　→・一韮　　　　拳

3　　11　　1
・曼一↓「『刷裁

3．｝，琵㌧i

lill藍i
　ト　　　コ　トへ　ロ

41m；　L曽酬醜曽禮

　ト　　　　　ト　か　　

1　W　　V
を　 か　　　かイを

1　　m　　V
　　＋　＋一ε
・　　I　　V
1＋ hf』ぺ

調査地Fund・rte　L　M・r・buchi，　A・ne，　Hak・ne－Miyagin・，　FluβNaka£sugawa

　　　　　　　　　（K。Ohno，　Y．　Sasaki，　u．　H．　Harada，　A．　Miyawaki　et　aL）

　　　　　　　　　諸淵，青根，箱根寓城野，中津川

　　　　　　　　2：｝｛aヒone　Shiroga駐eyama箱根白銀日」　（｝｛．　Harada）

　　　　　　　　3：Berg　Tanzawa丹沢札掛（A．酸iyawaki，　T．　Ohba　u．　N．

　　　　　　　　　Murase　1964）
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Phot．20　シキミーモミ群集典型亜群集（大山）。

　　　　Physiognomieder　Typischen
　　　　flrmae（Ohyamaca，7001n臼。M．）

Subass．　des　Illicio－Abietuln



97

Phot　21シキミーモミ禍難。大山の原生林。」一難が貧化しているためか哀退木がめだっている。

　　　Physlognomleder　llllclo－Abletum　flrmaeaufdemBergsOhyama
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の優属する林分がみられる。亜高木層にはイロハモミジ，アワブキ，アプラチャン，ケヤキなど

の落葉広葉樹がめだつ。林床は関東ロームが厚く被覆したところではスズタケが優占し，岩礫の

多い立地ではスズタケは全く欠いているか，あっても生活力が低下している。林内にはウラジロ

ガシ，ヤブツバキ，ヒイラギ，ヤブコウジ，テイカカズラなどヤブッバキクラスの標三種が生育

しており，ヤマボウシーブナ群集モミ亜群集や他のブナ林の下位単位と区分される。

　このように高海抜域のモミ林はツガ亜群集として区分された。シキミーモミ群集ツガ亜群集も

　典型亜群集と同様に開発にはきわめて不適であり，十分な保護が望まれる。

　7．　アラカシーウラジロガシ群落

　　Q％8r6π5　gZ砺。α一Q瑠πz655α露‘∫7zα一Gesel至schaft（Tab．16）

　神奈川県北西部の海抜400～500m付近の渓谷沿いの斜面では岩角地の安定した斜面に常緑のア

ラカシ，ウラジロガシ，アカガシ，ツクバネガシが島状に生育しているのがみられる。隣接する

甲状斜面にはフサザクラ，イロハモミジ，ミズナラ，コナラ，ヤシャブシなど不安定な立地に生

育する夏緑広葉樹林が生育している。海抜高度がさらに低く安定した立地であればスダジイを伴

う林分が発達し，関東ロームの影響を受けている台地や丘陵地ではシラカシが高木層に優慰する

林分が発達する。アラカシーウラジロガシ群落はヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集やシ

ラカシ群集よりも内陸部でシキミーモミ群集およびヤマボウシーブナ群集に接する地域にわずか

に生育している。このようなアラカシ，ウラジロガシ，ツクバネガシ，アカガシが相観的に優占

する塊り状の群落は神奈川県では丹沢山麓の渓谷沿いの岩角地，あるいは箱根外輪山の南斜面な

どに一部みられる。

　常緑広葉樹林から夏緑広葉樹林のブナクラスへ移行する地域では，このように高木層に常緑の

カシ類が優了し，構成種は特別な区分種をもたず，ブナ（クラス）林下部まで生育する常緑植物

のヤブコウジ，ジャノヒゲ，シュンラン，テイカカズラなどを構成種とする常緑広葉樹林が点々

と続く。すなわち常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集の太平洋側の北限地の福島県付近で

はシキミーモミ群集の標徴種や区分種とされるモミ，ミヤマシキミ，シキミ，カヤ，アセビなどを

もたないウラジロガシ，アカガシ優占群落が調査されている（藤原・原田他未発表資料）。長野

県では天竜川，伊那川沿いにアラカシ優占群落がみられる（宮脇他1976　印刷中）。日本海側

では新潟県で日本海側に分布するヒメアオキーウラジロガシ群集の標徴種を欠くウラジロガシ優

占群落が調査されている（宮脇他未発表資料）。このようにきわめて単純な種組成の群落（すなわ

ちヤブコウジースダジイ群団の群団主部を構成する種の組みあわせによる群落）は内陸部に発達

すること，きびしい立地条件下に生育することなどにより種組成の単純化がみられる。特別な標

徴種及び区分種をもたないこのような二分は群集として決定してよいかどうかは，さらに今後の

群集定義の明確化と資料の検討に待ちたい。

　植生図上に示されたアラカシーウラジロガシ群落はやや拡大されて描かれている。実際には渓

谷沿いの岩角地や，やや安定した斜面に生育するが，二二斜面のタマアジサイーフサザクラ群集

やアブラチャソーイヌシデ群落との区分が現在明確でないこともあって，両群落とも幾分拡大

され図化されている。
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嚢霧下

職濤 識i 鰭…1

Phot．22　アラカシーウラジロガシ群落。常緑広葉樹林の垂禮分布域上限付近などにも部分的に生育する

　　　（箱根）。

　　　Qz‘θノ℃π5　gZσzκα一Qz’6rα‘55αZ‘o‘72α一Gesellschaft（Hakone）．

　8．　イロハモミジーケヤキ群集

　　Acero－Zelkovetum　Miyawa痘etK．Fujiwara1969（Tab．！7）
　三浦半島基部の逗子甫，横浜市，鎌倉市の一部には池子火砕岩層が分布している。この池子火

砕岩層上に堆積した土壌と，深く入り組んだ小渓谷はケヤキ，イロハモミジ，ムクノキなどの落

葉樹の生育を可能にしている。これらの落葉樹は適湿地を好み，逗子市池子弾薬癒周辺から鎌倉

市，横浜市にかけた地域はやや内陸的で海の影響を受けていないため，夏緑広葉樹林に類似した

林分の相観をもつ。林内にはアオキ，イヌガヤ，シロダモなどの常緑広葉樹が多く，オオバジャ

ノヒゲ，クマワラビ，ヤブランなど常緑草本植物が目立つ。箱根の須雲川，蛇骨川周辺における

イロハモミジーケヤキ群集，湯河原のイロハモミジーケヤキ群集も海抜100～3σOm付近まで分布

する。海抜約300m以上の地域では現存植生でイヌシデーケヤキ群落でまとめられた林分をアブ

ラチャソーイヌシデ群落として別項に扱われ図化された。

　日本全域でみるとイロハモミジーケヤキ群集の分布は比較的少なく，関東地：方の一部と関西地

方一大阪府箕面渓谷や和泉葛城付近にみとめられている。　　　　　　　　　　　　　　（藤原）
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Tab．17　イロハモミジーケヤキ群集

　　　　　　　Acero－Zelkovetum

Nr．　d．　Stetigkeitstabellen　l

Zahl　d．　Auf蹴ahmen：

Mittlere　Artenzah1：

総合常在度表番号

調査区数

平均出現種数

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　　　Acer　palmatum

　　　Zelkova　serrata

　　　Cepha董otaxus　harr三ngtonia

　　　Osmanthus　heterophyl董us

　　　Quercus　salicina

　　　Aphanan之he　aspera

　　　Dryopter量s　lacera

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　　　Trachycarpus　fortunei

　　　Arund圭naria　chino

　　　Ficus　erecta

　　　R｝10dodendron蓑aempferi

　　　Pertya　scandens

　　　Machilus　thunberg玉i

　　　Ilex三ntegra

　　　Pterls　cretica

　　　L量gustrum　japOBicum

　　　Actinodaphne　lancifolia

　　　Quercus　myrsinae£o韮ia

　　　Sapium　japonicum

　　　Po董ystichum　tsus－simense

　　　Ilex　latifolia

　　　Carex　reinii

Kenn－u．　Trennarten　d，　h6heren　Einheiten：

Op｝1三〇pogon　laponicus

Cinnamom“m　japonicum

Cyrto漁ium董or£une圭
　　　　．き．も

Dryo湛eris　ery出rosora

NeOlitSea　SeriCea

Camellia　laponica

Liriope　platyphylla

Castaロopsis　cuspidata　var．　siebold量i

Aucuba　japonica

Trachelospermum　aslatlcum

Hedera　rhombea

Oph圭opogon　planiscapus

群集標徴種及び区分種

　　　イロハモミジ

　　　ケヤキ

　　　イヌガヤ

　　　ヒイラギ

　　　ウラジロガシ

　　　ムクノキ

　　　　クマワラビ

下位単位区分種

　　　　ヘ　　　ンユロ

　　　アズマネザサ

　　　イヌビワ

　　　ヤマツツジ

　　　　コウヤボウキ

　　　　タブノキ

　　　モチノキ

　　　オオバノィノモトソウ

　　　ネズミモチ

　　　カゴノキ

　　　シラカシ

　　　シラキ

　　　　ヒメカナワラビ

　　　　タラヨウ

　　　　コカンスゲ

上級単位の標徴種及び区分種

　　　　ジャノヒゲ

　　　ヤブニッケイ

　　　　　　ウ　　　　　　　ヘ
　　　ヤフソアツ

　　　ベニシダ

　　　　シロダモ

　　　ヤブツバキ

　　　ヤブラン

　　　．スダジイ

　　　アオキ

　　　テイカカズラ

　　　　キヅタ

　　　　オオバジャノヒゲ
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Begle圭ter：

　　Callicarpa　japonica

　　Wisteria　f正orlbunda

　　A麹ebia　tr圭foliata

u．　a．

随伴種

　　ムラサキシキブ

　　フジ

　　ミツバアケビ

　　以下略

　ト　　i一一3

V　　】V
　ナ　　　　　ヒし

V　　III
　ひ　　　　キ

IV　　W

　モ　　を　　　　　う

V　　II　m
　ト　　　ユ　　　　モ　

】V　　m　　王1

　イ　　　　　を　　　　　う　

［II　　I　　王1

調査地Fundorte：1，3：Zushi（A．　MiyawaRi　et　al．1971）逗子市．

2

3

4

：Zushi　u．　YoRohama（A．　M三yawaki　et　al．1971，　u．　A．　Miyawa藪i，

H．Tohma　u．　a．1972）逗子市，横浜布．

＝Minoo（A．　Miyawakl　u．　K．　Fujlwara　1970）大阪府箕面．

：Izumi－Katsuragi（A．　Miyawakl，　K．　Fujiwara，　M．　Furuya　u．　a、1971）

和歌山県和泉葛城．

Phot．23イロハモミジーケヤキ群集。三浦半島や高麗丘陵の一部などに高木層にイロハモミジ，ケヤキな

　　　　どの夏緑広葉樹が優占する林分が渓谷沿いに分布する（平塚市〉。

　　　　Bestand　des　Acero－Zelkovetum，　das　inden　T譲lern　auf　der　Halbinsel
　　　Miura　und　auf　dem　P王ateau　Kloma　verbreitet　ist（Stadt　Hiratsuka＞．
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　9．　コクサギーケヤキ群集

　　Orixa　laponica－Zelkova　serrata－Ass．Miyawaki
　　et　Tohnla　I975　（Tal〕．　18）

　コクサギーケヤキ群集が最初に報告されたのは宮脇・大場1966（第13回日本生態学会大阪大会）

による関東平野の潜在自然埴生である。宮脇らは，関東ローム台地の潜在自然植生をシラカシ群

集とし，この群集に接した適外地型の植生単位としてコクサギーケヤキ群集を提案した。両者の

関係は，ちょうど，ヤブコウジースダジイ群集とイノデータブ群集，ウラジロガシ群落とイロハ

モミジーケヤキ群集の関係に対応している。シラカシ群集には適潤中型としてケヤキ亜群集があ

るが，コクサギーケヤキ群集の立地はこれよりさらに湿性である。コクサギーヶヤキ群集は…方

でより湿潤地生のクヌギーハンノキ群落と隣接する。

　宮脇・大場によるこれらの提唱は，講演要旨に群集の内容をうらづける種組成が提示されてい

なかったために，仮称とされながら最近までその実体は明らかではなかった。事実，ローム層地

帯は過去長い年月の間人為的な影響を強く受けているために残存林はきわめてとぼしいか，現存

していても不完全なものであった。

　今回の県下の潜在自然穂生の調査において不完全ではあるがコクサギーケヤキ群集の植分の調

査資料が得られた。同時に多摩丘陵においても藤間正975により調査され，組成表が提示された

（宮月務。藤間　 1975）。

　コクサ二一ケヤキ群集は群落高が25m内外に達する夏緑広葉樹林である。高木層は夏緑広葉樹

が優下するが，低木層は常緑広葉樹でしめられるのが一般的である。高木層はケヤキが多く，ム

クノキ，ミズキ，低木層にコクサギ，ヤマグワ，アオキ，シロダモなどがみられる。草本層には

春季に開花結実するいわゆる春植物，地中植物（Geophyten）とよばれるニリンソウ，イチリン

ソウ，ジロボウエンゴサクが見られるのがこの群集の特徴である。春季に春植物が林床をおおい

夏から秋にかけて他の森林植物と交代する季観（ASpekt）現象は，ヤチダモ一曲ルニレ林など

の湿生林でも顕著に見られる。コクサギーケヤキ群集の立地をみると，地形的には火山灰土壌の

堆積した台地または平地が，浸食によって凹状となり，即行土が堆積した肥沃地である。水条件

は適潤で，しかも排水がよい。傾斜角は20～30。で表土は常に不安定である。したがって安定地

に生育する帯解広葉樹は低木層より上に伸長することは少ない。

　コクサギーヶヤキ群集の代償植生は，伐採によってアプラチャン，エゴノキなどの二次低木林

となり，伐採の強度が増すとクズのマント群落となる。植林ではスギ，モウソウチクが植えられ

ている。とくにモウソウチクの生育は良好である。この他に耕作地や埋立て宅地として利用され

ている。

　神奈川県下でのコクサギーケヤキ群集の分布は，鶴見川や多摩川などのローム台地を刻む河川

の流域に見られ，台地斜面の下端に細く帯状に分布する。立地はシラカシ群集のケヤキ亜群集よ

りも不安定で，しぼしばコンクリートなどの構築材料で人工的に補強されることが多い。



Tab．18． コクサギーケヤキ群集

Ubers玉chtstabelle　d．　O　r　i　x　a laponica－Zelkova serrata－Ass．

Zahl　d．　Aufn．：

Mittl．　Artenzahl：

Kenn・u．　Trennarten　d。　Ass．：

　　　Zel衰ova　serra£a

　　　Anemone　flacciδa

　　　Orixa　∫apo蹴ica

　　　Anemone　Rikoensis

　　　Cornus　controversa

　　　Chamaele　decumbens

　　　Coryda茎is　incisa

　　　Coryda韮is　decumbe罰s

Kenn。疑．　Tre職narten　d，　Came

調査区数 4

平均心外 37

一蕊　　　　　　　群集美心種および区分種：

ケヤキ 41…3

ニリンソウ 41㎜5

コクサギ 4÷一4

イチリンソウ 3ト1
ミズキ 4＋…1

セントウソウ 3＋

ムラサキケマン 3『ト2

ジロボウエンゴサク 2＋

llie£ea　japOniCae

　　　Hedera　rhombea

　　　Trachycarpus　for臓nei

　　　Oph圭opogon　japonicus

　　　A慧cuba　jaρonica

　　　Dryopteris　uniformis

　　　O茎）h圭opogon　planiscapus

　　　Dryopteris　bissetiana

　　　Lir圭ope　platyphylla

　　　Quercus　myrsinaefo圭圭a

　　　Neolitsea　sericea

Begleiter：

　　　Arundinarla　chino

　　　Styrax　laponica

　　　Diospyros　kaki

　　　Morus　bombycis

　　　Cryptomerla　laponica

　　　Akebia　q疑lna£a

　　　Samb登cus　slebo圭dianus

　　　Glechoma　hederacea　var．　grandls

　　　EqU至SetUm　arVenSe　Var．　bOreale

　　　Gynostemma　pentaphyl孟um

　　　Galium　sp縦rium　var，　echinospermon

　　　HOUttUynia　COrdata

　　　Rosa　multiflora

　　　Clema£is　japonica

　　　Polygonum　fili｛orme

　　　Ast三lbe　thunbergii

　　　Carpinus　tschonoskii

　　　Pourthiaea　villosa　var．　laevis

　　　Cimicif犠ga　laponica

　　　Cryptotaenia　japonica

　　　Athyrium　conilii

：ヤブツバキクラスの．種

　キ・ヅタ

　ヘ　ンユロ

　ジャノヒゲ

アオキ

　オクマワラビ

　オオバジャノヒゲ

ヤマイタチシダ
　　　　や　　　ヤフ・フン

　シラカシ

　シロダモ

随伴種
　　　アズマネザサ

　　　エゴノキ

　　　カキノキ

　　　ヤマグワ

　　　．スギ

　　　アケビ

　　　ニワトコ

　　　　カキドオシ

　　　　スギナ

　　　アマチャヅル

　　　ヤエムグラ

　　　　ドクダミ

　　　　ノイバラ

　　　ハンショウツ“ル

　　　　ミズヒキ

　　　アカショウマ

　　　　イヌシデ

　　　　カマツカ

　　　　イヌショウマ

　　　　ミツバ

　　　　ホソバシケシダ

4＋…1

3＋一1

3＋『1

3胸ト…2

2＋

2＋一1

2＋

2÷

2’1…1

2＋

3→－

2rト1

22一3
3『曇…1

3弓』1

3’…’

3時．’

2＋
2’…『

2¶｝．’

2＋
2T…－

2’｝’

2’｝’

2』｝一

2’多丁

21
2÷一ユ

2÷
2一｝7

2＋一ユ

aus　A．　Miyawaki縫．｝至．　Tohma　1975
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Phot．24　コクサギーケヤキ群集の林床に生育するイチリンソウ

　　　　Aπθηzoフ～6漉々08刀5f5　in　der　Bodenschichtdes　Orixa　　japonica－ZeIkova

　　　　serrata－Ass．　（Tama・ku，Kawasaki90m．む．M）．

B

Fig．16　ローム台地の斜懸部における

　　　　椎確k齎己分模式図

　　　　　A．ハンノキ群落

　　　　　B．コクサギーケヤキ群集

　　　　Verteilungsschema　der　Vegeta－

　　　　tion　am　FuB　des　Abhangs　des

　　　　Lehm－Plateaus．

　　　　A．／1Z7π‘5ゴαρoπ惚α一Gesellschaft

　　　　B．Orixa　japonica－

　　　　　　Zelkova　serrata－
　　　　　　Ass．

A
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　10．　タマアジサイーフサザクラ群集

　　Hydrangea　involucrata－Euptelea　polyandra－
　　Ass．　Miyawaki，　Ohba　et　Murase　I964（Tab．19）

　タマアジサイーフサザクラ群集は，山地帯の崩壊斜面や河辺の氾らん原に生育する，落葉亜高

木林である。この群集記載ははじめ，宮脇・大場・村瀬1964によって丹沢および大山の山地の河

辺ぞいの穂分について行なわれた。丹沢山地はV字状の渓谷が発達しているが，関東大震災時の

土砂心誤によって礫質の河原となり，ずい所にフサザクラ，ヤマハンノキを主とする夏油性の広

葉樹が自然の先駆植生を形成している。群集記載が行なわれた植分は簿沢上流や藤熊川などで，

海抜400m～1200mにわたって分布している。丹沢山地に隣接する箱根地域にも同様の群集

（2Aufnahme）が記録された。同地域では台ケ岳から早川沿いに広く分布していることが明かに

されている（宮脇・大場・村瀬ig69）。

　タマアジサイーフサザクラ群集の植生調査資料はその後箱根地域における，海抜605～685mの

地域で大野らによって得られ，報告されている（宮脇終編：ネ申奈川県の現存植生p．198－199）。

　タマアジサイーフサザクラ群集は一般に高さ6～12mの亜高木林である。群落階1蕾は3層から

成りたっているが，高木層の高さや被度は立地の安定度に応じて変化する。高木層の主要構成種

はフサザクラ，ヤマハンノキなどの生長の早い夏緑性の広葉樹である。群落の構成恒数は，立地が

不安定であるために，38～64種とかなり幅がある。低木層は，タマアジサイ，ウツギ，ニシキウツ

ギ，ヤマアジサイ，コアカソ，キブシなど互いに生活形のよく似た低木植物で構成されるが，このう

ちタマアジサイが常に優弔する。草本層ではムカゴイラクサ，ミズヒキ，タチツボスミレ，イタド

リ，フキ，チヂミザサ，ボタンヅル，バライチゴ，イヌワラビ，テソニンソウ，ノコンギク，ヤマカ

モジグサなどの常在度が高い。これらの植物は，一一般に根茎の発達した崩壊地生の種群である。

　群集標章種，区分種は群集名に用いられた両種の他にミズヒキ，ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，

フキ，ヤマアジサイなどである。これらの中には崩壊地生草本植物群落と共通し，この群集では区

分種となっているものもある。2つの亜群集が報告されている。ミヤマハハソ彌群集はミヤマハハ

ソ，オオモミジ，イヌトウバナ，ツタウルシなどで区分される。この亜群集は妾初アカシデ亜群集と

して報告されたものである。ミヤマハハソ亜群集は，海抜800～1300mのブナクラス域に分布す

る。ミヤマハハソ亜群集はさらにムカゴネコノメ，ツヤナシイノデ，ウチワチ窪ウチソゴケなどの

陰湿地生の植物で区分されるムカゴネコノ仁恩群集と，特別な区分種をもたない典型変群集に区

分される。前者はもっとも安定した湿性立地に生育し，ミヤマクマワラビーシオジ群集に近い。

　一方ヤブツバキクラス域の海抜300～450mの範囲にはシラネセソキュウ，タチツボスミレ，コ

ゴメウツギ，トボシガラ，ウワバミソウなどで区分されるシラネセンキュウ亜群集が分布してい

る。群落の形態はミヤマハハソ亜群集と大差はないが，送本層がひかくてき発達することから，

土壌条件はより不安定で富栄養であることが言える。シラネセソキュウ亜群集は，さらにエンコ

ウカエデ変群集，典型変群集，コゴメヤナギ変群集に下位区分される。エンコウカエデ変群集と

典型変群集は箱根の海抜600～700mで記録された。コゴメヤナギ変群集は丹沢の海抜450～600m

の不安定な士官地や河辺に生青している。とくにヤマハンノキが優腐する植分は次に考察される

ヤマハンノキ群落に含められる。
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　タマアジサイーフサザクラ群集の群落体系上の位置は，まだ不明の点が多いが，クロモジ，ケ

ヤキ，クマシデ，サワシバ，アカシデ，ミツバウツギ，アワブキなどによってイヌシデーコナラ

群団に所属される可能性が強い。

　タマアジサイーフサザクラ群集の生育地は山地の河川や渓谷にそって帯状に分布する。しかも

水位の変動によって乾湿をくり返し林床はたび重なる増水や洪水によって中蒔や砂が堆積してい

る。流水縁の最も不安定地はしばしばシバヤナギ群落でふちどられる。一方，安定地は低海抜地

でヤマハンノキ林やコゴメヤナギ群集に，高海抜地ではシオジ林に接する。

　タマアジサイーフサザクラ群集の立地は，人為的な破壊を受けるとヤナギ類の低木林やフジア

ザミーヤマホタルブクロ群集などの崩壊地草本植生に置き換わり，立地の安定度は低下する。タ

マアジサイーフサザクラ群集は元来，自然の持続的な先駆植生であるから，隣接のヤマハンノキ

林，ケヤキ林，シオジ林などの人為的な影響の結果生ずる代償植生として生育する場合もありうる。

　タマアジサイーフサザクラ群集の分布は，丹沢山地や，箱根地区を中心に，関東北部（埼玉県

内陸部や群馬県）など表日本に見られる。

　賃．　ハンノキ群落

　　孟Z7zz‘5ブ砂02z♂6α一Gesellschaft

　ハンノキ群落はハンノキが高さ15m内外に達する湿生林である。河川が形成した沖積地の内で

はとくに後背低湿地に生膏する。林床は常に停滞水によっておおわれている。

　神奈川県下においては駄馬植生のハンノキ群落はごく稀で，現存林分は皆無と言っても過言で

はない。多摩川，相模川などの主要河川の形成した沖積低地にはかつてハンノキ・林が広く生育し

ていたと考えられる。現在その立地は水田として稲作が行なわれ，また都市近郊では埋立によっ

て消滅している。

　ハンノキの生育はわが国では一般に北方地方で優勢である。したがってハンノキ群落も北海道

や菓北地方などの寒冷地に多い。これはハンノキ林が未分解の有機物の堆積による泥炭を形成す

ることからも判断される。しかし常緑広葉樹林域であっても花崩岩や蛇紋岩などの貧養な母岩地

域ではハンノキ林の成立が可能である。

　県下の常緑広葉樹林域に，ハンノキ林の残存自然林分は未報告であるために，自然植生として

のハンノキ林（群落）の組成や構造はまだ十分に明らかにされていない。隣接地域を関東平野まで

拡大させると，今まで発表されている植生学的なデーターは，多摩ニュータウン地域（宮脇ほか

正969），筑波学園都市（横山・チi二手・宮脇1967），千葉県茂原（宮脇ほか1974）および埼玉県荒川付

近（鈴木ほか1972）などがある。いずれの場合も，河辺または谷戸などに残存する小林分であり，群

落込も10m内外のもので，十分発達したものとはいいがたい。共通して出現する植物にはイボタ

ノキ，ノイバラ，クマヤナギ，オニスゲ，ノハナシ。ウブなどがある。出現頻度が少ないがハン

ノキ林に適合度の高い種にコムラサキ，コバノカモメヅルなどがある。群落の命名は，ハンノキ

群落を広く解釈する場合にはイボタノキーハンノキ群落の名を用い，千葉県茂原の資料のような

貧養地に生じ立地要求のせまいハンノキ群落をコムラサキーハソノキ群落として区別している。

埼玉県下の荒川の河川敷のゴマギーハンノキ群落（宮脇ほか1975）は，當栄養立地で種構成が異

なる。これは，クヌギーハンノキ群落に相当するものといえる。
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　ハンノキ林の立地における現存植生の代表的な群落はウリカワーコナギ群集である。水田の耕

作管理が停止されると，この水田雑草群落はただちにミゾソバーアシボソ群落となり，次いで，

アゼスゲやチゴザサが侵入し，ヨシクラスの植生となる。立地が常に10cm以上の停滞ガ（であれ

ば，ヨシクラスで存続するが，水深0～2cm内外の場合はハンノキ群落の成立が考えられる。水

田は結局は人工地形であり，湛・排水も人為的に行なわれるため，自然の地形に応じた地下水位の

変化に対応したヨシクラスからケヤキ群落までの各種の潜在自然埴生が考えられることになる。

ρ朗．
ρ

いII　　　　　l
λ

　’
”！　偽　　　　　，

　　　　　　　A　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　C　　　　　　D

Fig．　i7　低地河辺林の植生配分模式図

　　　A。ハンノキ群落　B．クヌギーハンノキ群落　C．アカメヤナギ群落やイヌコリヤナギ群集

　　　D。セリークサヨシ群集。
　　　Verteilungsschema　der　Auenwalder－Gesellschaften　am　Unterlauf　des　Flusses．

　　　A．A♂ηπ5ノαρo／2言αz－Gesellschaft．

　　　B．　Qπθκ邸5αα‘あ55‘窺α一・4伽π5ゴσρo漉04－Gesellschaft．

　　　C．　3α♂謡。加θπoηzθZo∫4θ5－Gesellschaftund　Salicetum　　integrae．

　　　D．Oenantho－Phalaridetum　 arund三naceae．

　枢．　クヌギーハンノキ群落

　　Q％θプα’5αoπ6ガ∬カ73α一AZ7z％5ブ岬）02z露α一Gesellschaft　（Tab・20）

　クヌギーハンノキ群落は河辺の沖積低地に生育する夏緑広葉樹林である。高木層にクヌギ，ハ

ンノキが混生し，群落高は15～20mである。低木層にはノイバラ，ゴマギ，ニワトコなどの低木

類が疎生し，草本層はクサヨシ，ヤブラン，ヤガミスゲ，チ鴛ウジソウ，ノカンゾウ，コチヂミ

ザサ，ノウルシなどが密生する。同じハンノキの優占する森林でも前述のハンノキ群落とは種組

成の豊富な点で区分される。

　クヌギーハソノキ群落は，関菓平野中部の低地に存在することが宮脇・大場1966によって報告

されている。この報告では種組成表は明らかにされていない。宮脇らQ975）は埼玉県南東部の

植生の調査報告で荒川の河川敷にゴマギーハンノキ群落を明らかにしている。このゴマキーハン

ノキ群落はクヌギの被度が高く，立地条件を考慮すると，すでに報告されていたクヌギーハンノ

キ群落に相当する。ただし，ゴマギーハンノキ群落の命名は，クヌギが植林されたものであると

の考えから他の特徴的な植物名を採用したものである。

　クヌギーハンノキ群落の立地は河川が運搬した肥沃な粘質土壌を主体とし，地下水位は常に30
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Tab．20 クヌギーハンノキ群落

Q物cγc祝sαc翻3sど況α一駕η｛巴5ノαpoπ∫cα一GeseHschaft

Nr．　d．　Stetigkeitstabellen：

Zahl　d．　Aufnahmen：

Mittl．　Artenzahl：

’濡狛三1愛表二一岩一

五胡潅剤ヌ＝数

灘冗均呂4現種数

τrennarten　d．　Gese1｝schaft＝

　　　Alnus｝aponica

　　　Quercus　acutissima

　　　Viburn疑m　siebo韮dii

　　　Ligustrum　obtusifolium

　　　Carex　maackii

　　　Amsonia　e1｝iptica

Trennar亡en　d．　Untereinheiten：

　　　Carex　dispalata

　　　Oenanthe　javanica

　　　Desmodium　oxyphyllum

　　　Euonym賢s　sieboldianus

　　　Gynostemma　pen毛aphyllum

　　　Agropyron　tsukush圭ense　var，　transiens

　　　Ampelopsis　brevipedunculata

　　　Circaea　mollis

　　　Carex　transversa

　　　C董ematis　terni至lora

　　　Fes加ca　parvigluma

　　　｝｛edera　rhombea

　　　Stellaria　aquaもica

　　　Rubia　akane

　　　Houttuyn圭a　cordata

　　　Artemisia　princeps

Beg韮eiter＝

Celtis　s量nensis　var．　japonica

Rosa　mul£if圭ora

Humulus　japonicus

Commellna　communis

Phalaris　arundinacea

LiriOpe　spicata

Po圭ygonum　thunbergii

導診落区づ｝ピ種

　　　ハンノキ

　　　　クヌギ

　　　　ゴマキ・

　　　　イボタノキ・

　　　ヤガミスゲ

　　　　チョウジソウ

ユぐf立：糟門真区二分種

　　　　カサスゲ

　　　セリ

　　　　ヌスビトハギ

　　　マユ、
　　　　　　　、

　　　アマチャヅル

　　　　カモジグサ

　　　　ノブドウ

　　　　ミズタマソウ

　　　ヤワラスゲ

　　　　セン．ニンソウ

　　　　トボシガラ

　　　　キヅタ

　　　　ウシハコベ

　　　　アカネ

　　　　ドクダミ

　　　　ヨモギ

1陰豊イ半重乗

　　　エノキ

　　　　．ノイバラ

　　　　カナムグラ

　　　　ツユクサ

　　　　クサヨシ

　　　　　　　　　　　　　　　　コヤフフン

　　　　ミゾソバ

1　2

2　6
33　37

　　　　　ヨ　　　　ひ　　　　る

2　　V
　　　　　　ら　　　　　ひ　　　　る

2　　V
　　　　　　ヒ　　　　ヨ

2　　V
1　．．．．．2　　　．噸．．．．．．2

2　　V
1　．．．．．3　　　．．曲．．一　3

2　　V
　　ヨ　　　　キ　　ア　コ

1　　V

「’… c置

i2
幽”　苧　一　－　尼　雨

　・

　8

　・

　・

　・

　●

　o

　．

　o

　o

　o

　o

　．

　o

　●

ナヰヨ

　2

　　1

　2

1－3
　2
う　ユ

　2

2－3
　2
　　1

　2
ヤ　ヨ

　2

：　・

「．．；．二．．7iπ

：V
：．毫．．．．．．．．．正

iv
：．．モ．．．．．．五

：V
：．，．．．．．．2

iv
：．彰＿3

：V
：　陸内

iIv
：　　略．

：】V
：→＿1

iN
：　　．卜．

：】V
：　．←．

iIII

：　　＋

：III
：．舜．．一1

iIII

：　　．．i．．

：IH
l．、．．．．．蓋

im
：　　．垂、

：III
L．．一．，

．を．．．．．．　1

　V
m．．．．　ヨ

　V
ﾜ．胃．．　2

　V
　．曾．ゴゴ・．ユ

　V
　．．憂．．．．．．．3

　V
　．｝．．．．．．．　3

　V
　．．｝．．．．．．2

下沓地F継ndorte：Hanekura－BrUcke，　Akigase－BrUcke，　Urawa－Stadt　浦和市，

羽根倉橋～秋ヶ瀬橋

調査年月日　Datum　d．　A“£nahme：’72，7．3～9．18

aus　A．　Miyawaki，　S．Okuda　u．　K．Inoue　1975
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cm内外で全般的に湿っている。雨期にはとくに多湿状態となる。河川低地以外ではローム台地

から谷戸状に開析した湿生地もクヌギーハンノキ群落の立地と考えられる。

　クヌギーハンノキ群落の立地は人為植生のウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）の他にカラ

スビシャクーニシキソウ群集（耕作畑地雑草群落），メダケ群落，モウソウチク植林などにおき

変えられている。ケヤキの多い農家の屋敷林の立地に接し，より湿生地である。

　神奈川県内にはクヌギーハンノキ群落の現存林分は現在までまだ報告されていない。しかしそ

の潜在立地は，多摩川，相模川，酒匂川下流の沖積低地に点在する。その多くは，水田に利用さ

れており，現存植生では冬季は乾田状態でノミノフスマーケキツネノボタソ群集となる。

　13．　ヤマハンノキ群落

　　．4Z制5んか5％彦α一Gese茎lschaft

　壮年期の山地帯の崩壊地や洪水によって堆積された河川ぞいの角礫の多い砂礫地には，ヤマハ

ンノキが先駆植物として侵入し，一斉林を形成する。ヤマハンノキはハンノキ！窪伽螂属の一種

として，貧養立地でも生長が早く，また根粒菌の共生によって土壌を富栄養化する。

　河辺におけるヤマハンノキ林はタマアジサィーフサザクラ群集ときわめて類似した種組成をも

っている。宮脇ら（1972）によるタマアジサィーフサザクラ群集にはヤマハンノキの優占林分も含

められる。群落高は10m未満で60％内外の今度をもち，草本層はひかくてき密で，イタドリ，モ

ミジイチゴ，アカシ。ウマ，フキ，テンニンソウ，バライチゴなど多数の植物が生育している。

土壌はひかくてき乾性で，乾燥期には強く乾燥する。そのため，ススキ，ノコンギクなどのスス

キクラスの種群も見られる。

　河辺の段丘に発達するヤマハンノキ林は，洪水による冠水や増水条件下に持続し，突発的な大

洪水によって破壊され。したがって林床の植生は場所によってかなり様子を異にすることがある。

洪水の影響が弱まるにつれて，群落は発達し，ミヤマクマワラビーシオジ林に移行し，一方流水

の機械的作用が強まるとオノエヤナギ，コゴメヤナギなどによる河辺のヤナギ群落となる。

　ヤマハンノキ群落は他の河辺植生とともに河川環境の維持・安定に寄与している。

　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　B

Fig．18渓谷林の植生配分模式図
　　　A。ヤマハンノキ群落　B。タマアジサイーフサザクラ群集。
　　　Verteilungsschema　der　Vegetation　ia　den　engen　Talem．

　　　A．κπあ5肋一5漉α一Gesel玉schaft．

　　　B，Hydrangea　involucrata－Euptelea　polyandra－Ass．
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　哲。　ヤシャブシ群落

　　ノ1Z2zz‘5ノ〃ノηα一Gesellschaft　（Tab．21）

　箱根外輪山の白銀山南面は地形が急峻で糧岩が露出しているところがみられる。表層土は流さ

れやすく，ヤシャブシ，ニシキウツギなどの低木や亜高木性の樹木が岩角地に畢生化して生育し

ている。また中川のユウシソ休泊所付近の立地不安定地においても同様にヤシャブシ，ニシキウ

ツギを主体とする林分がみられる。林床にタマアジサイ，コアカソ，コアジサイなどを伴ないタ

マアジサイーフサザクラ群集と類似した予料であるが，海抜高度が600～900mと高く，岩盤が露

出した立地に生育している。

　また岩礫崩壊地と同様な立地を示す河辺部や河床部にもヒメノガリヤスやヤシャブシの生育す

る類似群落が発達する。しかし面積が狭いため神奈川県の潜在自然植生図でぱ示されていない。

醸醜〆
認

　　　　Fig．19　ヤシャブシ群落　．4Z7zz’∫躍プ77zα一Gesellschaft

　大湧谷の硫気孔周辺はヒメノガリヤスーススキ群落の草本植物群落によって占められている。

硫気孔から離れるにしたがいヤシャブシ，ニシキウツギ，ノリウツギ，アセビ，タソナサワフタギ

等の低木オ：本植物が侵入し，ヒメノガリヤス，ハリガネワラビ，ミヤマニソジソ，イトスゲ等の

草本植物と二層群落を形成するようになる。ヒメノガリヤスーヤシャブシ群落は硫化水素のため

植生が衰退した崩壊地植生であるため出現種数も20～27種と種組成はきわめて貧弱である。

　ヒメノガリヤスーヤシャブシ群落のうちニシキウツギの優被する林分はアセビーリョウブ群落

の林縁群落を形成して崩壊地と接している。したがって，周辺群落の構成種と共通するものが多

く生育している。

　硫気孔が活動を停止したところは安定した館岩地となりヒメノガリヤスーヤシャブシ群落の構

成種による低木疎林が形成されている（Taり．2D。

　15，　ヤナギ林（イヌコリヤナギ群集他）

　　5α伽一Geb廿scheu．一Walder（Salicetumintegraeu．a）．（Tab．22＞
　河辺環境は雨期には増水や突発的な洪水による土砂の移動と冠水の影響を受け，盛夏の減水時

には強く乾燥するなど，きわめてきびしい立地条件下にある。神奈川県下では，丹沢山塊や箱根

山地などの壮年期の山地が，太平洋岸に接して位置するため，一般に河床部の発達は悪い。県下

の主要河川は北より多摩川，相模川，酒匂川などがあるが，北に向かうほど沖積地の発達がよ

く，氾濫原は広くなる。しかし，その多くは現在，堤防によって人工的に護岸工事が行なわれて

いるため，河辺生のヤナギ林の立地はきわめてせまい。

　河辺の不安定地に生育する低木林は，一般にヤナギ類である。神奈川県下では，高木性のヤナ



Tab．21 ヒメノガリヤスーヤシャブシ群落

Cα♂αηα8γ03廊んαん。πeη5ゴ5－A伽5 μγ魏α一Gesellschaft

Nr．　d．　Stetlgkeitstabelle：　　　　　　　　総合常ネ1三度表番号 1

M圭£t韮ere　Arもenzahl：　　　　　　　　　　　　　　∫f乙均種数 27

Zahl　d．　Aufnahlnen：　　　　　　　　　　　　調査区数 3

Trennarten　d，　Gesellschafξ：　　　　　　群落区分種

A｝nus　f圭rma　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤシャブシ 31

Calamagrostis　hakonensis　　　　　　　　　　　　　ヒメノガリヤス 33㎝4

Osterlcum　flore聡tl　　　　　　　　　　　ミヤマニンジン 3嗜‘

Welgela　deCQra　　　　　　　　　　　　　ニシキ・ウツギ 24

A耽end．Fagetea　crenatae：　ブナクラスの種
Carex麦ernaldiana　　　　　　　　　　　　イトスゲ 3『ト2

Rhodoδendron　wadanum　　　　　　　　　　　　　トウゴクミツバツツジ 3恒1

Symplocos　coreana　　　　　　　　　　　タンナサワフタギ 3．季…1

Enkianthus　campanulatus　　　　　　　　サラサドウダン 2’蒼1

Stewartia　monaδelpha　　　　　　　　　　　　ヒメシャラ 21

Cirsium　effusu狙　　　　　　　　　　　　ホソエノアザミ 2＋

So臓s£ige　Arten：　　　　　　　　　　　　　その他の種

Hy（irangea　paniculata　　　　　　　　　　　　　　ノリウツギ 31…2

Lastrea　japonica　　　　　　　　　　　　　　　ハリが匹ネワラビ 3「ト2

Pieris　lapORica　　　　　　　　　　　　　　　アセビ 3÷吊｝1

践ydra轟gea　hirta　　　　　　　　　　　　　コアジサイ 3÷

D圭spo猟m　sessile　　　　　　　　　　　　　ホウチャクソウ 2．ト

As亡ilbe掛unbergii　var．　fujisanensis　　　　フジアカショウマ 2．卜

Solidago　virga．aurea　var．　asiatica　　　　　アキノキリンソウ 2→“

Carex　oxyandra　　　　　　　　　　　　ヒメスゲ 2”壬幽

Deutzla　scabra　　　　　　　　　　　　　　マルバウツギ 2’量’

Miscan£hus　sinensis　　　　　　　　　　　　　ススキ 2．÷

Struth沁pter圭s継pon圭ca　　　　　　　　　　　シシガシラ 2＋

Moose　u．　Flechten　l　　　　　　　　　　蘇苔地衣類

1sopterygium　pobliaecarpum　　　　　　　　アカイチイゴケ 2＋一ユ

Dlcranodo親tium　denudatu田　　　　　　　　　ユミゴケ 2＋

Dicrane董la　henoni三 2＋

und　weitere　Arten

出現1回の種は省略

調査地Fundort：Berg　Hakone OhwaRidani箱根大涌谷
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Tab、22 ヤナギ林総舎常在度表

Ubersichtstabelle　d．　Salix－Walder

1．　Sα‘砒8記g如ηα一Gesellschaft　カワヤナギ群落

2～5．Salicetum　integrae　イヌコリヤナギ群．集

Nr．　d．　Einheiten： 群落番号 1 2 3 4 5
f

Zah茎d．　Aufnahmen： 調査区数 2 4 5 6 2

Mi£tl．　H6he　d．　Vegeもation（m）： 一平均植生同 4 2・1 1・8 2・0 2・5

Mi£tl．　Artenzahi： 平均種数 19 12 11 19 18

Salix　gilgiana カワヤナギ
4－5
@2 ● 曾

　3
P ・

Calystegia　毒aponica ヒルガオ
．←一1

@2 ● 曾 ● ・

Salix　subfragilis タチヤナギ
．卜．．．．1

@2 ● 曾 ・ ．

レ．．．5 3一．．一5

i…4 3一．一5

Sal重x　integra

ralix　sachalinensis

イヌコリヤナギ

Iノエヤナギ

oo
Vo V　lI 2・

Salix　gracilisty董a ネコヤナギ ．

ヨー一4

R o ● ．

Festuca　my継ros ナギナタガヤ ・ ・ o

唖．一．1

u 尋

Bromus　pauciflorus キツネガヤ ・ ・ o

．炉．．・．4

u o

Lolium　multiflorum ネズミムギ ・ ・ o

m．．・．．．1

匿

Erigero簸　caaadensis ヒメムカシヨモギ ． ・ ●

　．．←．

匿

Chenopodiu田album シロザ ・ ● ・ ・

．←．．．．1

@2

Oe聡othera　erythrocepala オオマツヨイグサ ・ ● ． o

　．垂．

Q
p． p・ p．．．一2 ．卜．．．．．2

Artemisia　princeps ヨモギ 1 2 Iv V 2
ｩ． ＋一2

Equisetum　arvense スギナ 2 ．
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ギではコゴメヤナギ，カワヤナギ，オノエヤナギが見られ，低木性のものにはイヌコリヤナギ，

ネコヤナギ，タチヤナギ，シバヤナギなどがある。現在まで県下で報告されているヤナギ群落に

はカワヤナギ群落とイヌコリヤナギ群集とが知られている。

　イヌコリヤナギ群集は多摩川において記録された（A．Miyawaki　et　S．　Okuda　1972）。同群

集はイヌコリヤナギで標徴されるが，低木層にイヌコリヤナギの他オノエヤナギ，ネコヤナギが

共存する。草本層は隣接するセリークサヨシ群集，ツルヨシ群集，オギ群集などの構成種が侵入

している。したがってヤナギ群落は河水の流れに対してもっとも前衛的な位置をしめる，木本群

落で，各河川の中流部に広く潜在立地が認められる。

　一方カワヤナギ群落は，高木性のカワヤナギが区分種となっているが，樹冠の形成は不十分で

ある。カワヤナギは，高木性ではあるが低木状の形態を示すことがしぼしぼ観察される。土壌条

件は前記のイヌコリヤナギ群集よりも粘土質土壌の堆積が多いことで，より安定立地にあること

が言える。群落の分布は現存植生としては酒匂川下流に見られるが，潜在的には多摩川，相模

川，酒匂川などの各河川の下流部に分布しているものと考えられる。

　コゴメヤナギ群集はブナクラス域の，表日本側に分布する河畔林であるが，大場らによって箱

根山地に生育することが知られている。山地を流下する河川の氾濫原は，一般に砂質土壌で大礫

や中礫の散在する不安定地が多いが，ここにはコゴメヤナギの高木林が十分発達すれば高さ20m

にまで達する可能性がある。低木林のシバヤナギ群落は丹沢地区の渓流ぞいや崩壊地に多い。

　これらの様々のヤナギ林の立地は，互いにわずかずつ異なるが，共通する条件としては，常に

PhQt．25多摩川中流域のイヌコリヤナギ群集

　　　Salicetum　i真tegr吾eamMittellauf　desTama－Flusses．
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流水の影響を受け，とくに林床部が不安定であることである。したがって，一見定住したヤナギ

林は，河川の流れが止まらない限り，より安定立地の植生への遷移は行なわれない。すなわち，

自然状態における持続群落として存続しつづける。反面河川改修，例えば，砂防えんてい，護

岸工事，低水化工事などの人為的な破壊や改変が行なわれたヤナギ林の生育立地は，ただちに変

形し，消滅する。わが国ではもはや護岸工事の行なわれない河川は見i当らない程河川の改修は進

行している。とくに下流の沖積低地では大規模な低水化工事によって，ほとんどヤナギ林の立地

は失なわれている。

　ヤナギ群落の代償植生にはオギ，ツルヨシ，クサヨシなどの高宮の多年生草本植物群落が生育す

る。乾生立地ではメドハギ類も生育する。したがって，これらの植物による現存の群落から種の

組み合せによって，ヤナギ林の潜在立地の判定が可能であるが，この点についてはまだ十分資料

の検討が行なわれていない。したがって，今回の潜在自然植生の調査では，点在するヤナギによ

ってその分布域を決定する方法がとられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田）

　16．　ハマグルマーコウボウムギ群集他（砂丘草原）

　　Wedelio－Caricetum　kobomugi　u．a．（DUnen－Rasen）（Tab．23＞
　砂の移動の激しい海岸砂浜には，汀線側から内陸に向かい砂の安定度に対応して，砂丘草原の

ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケカモノハシ群集，ハマグルマーオニシバ群集が

帯状に配列する（Ohba，　Miyawaki　u．先天en　I973）。コウボウムギ，ハマヒルガオ，ハマグル

マ，ハマボウフウ，ケカモノハシなど砂丘草原の構成種は砂の移動に対して，地下部では強い複

雑な根系を維持し，地上部では常に茎を上に伸ばして葉をいっぱいにひろげて生育する。また強

い日ざしと乾燥しやすい砂浜でのきびしい立地条件に対しては，植物全体が水分蒸散を極度にお

さえるよう革質化したり，体内に水分を貯蔵して多肉化したり，地下の深い所から水が得られる

よう長い地下茎や根を持つなど，たくみな適応がみられる。

　　1）　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　Wedello－Car玉cetum　kobomugiOhba，MiyawakletR．Tx．
　　　1973　（Fig．20）

　コウボウムギ，ハマヒルガオを標徴種とするハマグルマーコウボウムギ群集は，砂の移動の最

も激しい湯壷生地に他の群落に先がけて成立する先駆砂丘植物群落である。その構成種は，コウ

ボウムギ，ハマヒルガオなど根系や地下茎の良く発達した砂丘形成植物である。特に砂の移動の

激しい所では，コウボウムギが単独で優占し，移動の弱まる所ではハマヒルガオがこれに加お

る。飛砂や潮風に対しては抵抗性のある植物群落であるが，一度裸地化した所への侵：入は非常に

困難であるため，現存する鳥指はこれを更に拡大させるよう努めたい。

　　2）　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　Wedelio－lschaemetum　anthephoroides　Ohba，
　　　Mlyawaki　e宅R！rx．1973（Fig．21）

　前線のハマグルマーコウボウムギ群集により形成された砂丘で，砂の移動が弱まると，腐植量

や水分容量などの変化に伴ない土壌化が進む。このような立地では，コウボウムギの生活力は低

下し，ケカモノハシが優占するハマグルマーケカモノハシ群集が発達する。海水浴場として利用
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されることによって，踏圧を受けたり有機質が供給されたりすると，メヒシバ，コウボウシバを

区分種とするコウボウシバ群落（Tab．23　B－b’）が代償植生として形成される。

Tab，23 海岸砂丘植生総合常在度表
コ　　の

Ubersichtstabelle　der　DUnenvegetation

AWedeho－Caricetum　kobomugi
・｛臨購読1、乱1：，1、農emetumanthepho「o圭des

・｛：’翻。繍あ済蕊鵡ll、1、1，lumm…ostachyae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　b’

Zahl　d．　Aufnahmen：　　　　　　　調査区立　　　　　　11　　9　　15
Mittlere　Artenzahl　l　　　　　　　　平均溶血　　　　　　　　　3　　6　　6

C

4

7

C
C

5

4

Kenn・u．　Trennarten　d．　Ass．：

　　　Calystegia　soldane董la

　　　Carex　kobo溢ug圭

　　　Wedella　prostraもa

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　　　Zoys圭a　macrostachya

　　　Ischaemum　anthephoroldes

TrennarteR　d．　Gesellschaf£：

　　　D圭gitaria　adscendens

　　　Carex　pumila

Kenn。　u．　Trennar乞en　d．　Ass．＝

　　　1xer藍s　repeRS

　　　Fimbris毛y益s　sericea

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　　　Cyperus　rotu薮dus

　　　Cynodon　da（三tylon

　　　Chenopodium　album

Trennarten　d．　h6heren　E圭nheiten

　　　Glehnia　litもoralis

　　　Cnidium　lapon圭。篭m

　　　Raphanus　sativus　var．　hortens圭s

　　　Tetragonia　tetragonoides

Begleiter　：

　　　Oenothera　lacin圭ata

　　　Rosa　w｛churalana

　　　Oenothera　odorata

　　　Lotus　cornicula織s

　　　Lysimach圭a　maurit圭ana

　　　Lolium　perenne

　　　Rumex　japonicus

　　　Sonchus　olerace疑s

　　　u．a．

群集の標徴種及び区分種

　　　ハマヒルガオ

　　　　コウボウムギ

　　　ハマグルマ

群集の標徴種及び区分種

　　　オニシバ

　　　ケカモノハシ

群落の区分種

　　　メヒシバ

　　　　コウボウシバ

群集の標下種及び区分種
　　　ハマニガナ

　　　ビロウドテンツキ

群落の区分種

　　　ハマスゲ

　　　ギョウギシバ

　　　シロザ

上級単位の区分種

　　　ハマボウフウ
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　　　ハマダイコン
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Fig．20　ハマグルマーコウボウムギ群集
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響
。紬墾胤羅 謹蟹髪罐i

Phot　26　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　穂をつけているのがコウボウムギ，後方左の砂丘には，ケカモノハシがみえる（辻堂海岸）。

　　Wedeho－Carlcetum　kobomugl　anderKustebelSchonanm
　　Chlgasak1（王nternatlonale　Exkurslon　der　Intern。　Verelnigung　fur　Vegetationskunde　am

　　27．　Ma1　1964）．
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　　3）　ハマグルマーオニシバ群集

　　　Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae　Ohba，
　　　Miyawaki　et　R　Tx．1973（Fig．22）

　ハマグルマーケカモノハシ群集の砂丘後背地には，コウボウムギ，オニシバ，ハマニガナ，ビ

ロウドテソツキを標三種または区分種とするハマグルマーオニシバ群集が生育する。前述の2群

集に比して，砂の移動も土壌化もかなり進んでいるため，木本植物や好窒素性植物の侵入もみら

れる。代償植生としては，メヒシバ，ハマスゲ，ギョウギシバ，シロザを区分種とするギョウギ

シバ群落（Tab．23　C－C’）が認められる。

　砂丘草原としての以上3群集は飛砂防止，砂丘の安定や防風機能を持ち，海岸砂丘の立地保全

上重要な植生である。現存する植分を足がかりにして，現在裸地化している地域の植生を潜在自

然植生に応じて復元し，海岸砂浜地域の自然環境保全の積極的な促進に利用がのぞまれる。

｝

1 2 3 4

1．　コウボウムギ

2，　ハマニガナ

3．　ビロウドテンツキ

4．　オニシバ

Cαr6躍た0602ノ耀gf

劫8ノ’‘5プ8カ8π5

F勿zう7・癖ツz‘5387一‘‘8α

ZOIy5痂？7zα‘ノη5如。ゐツα

Fig．22　ハマグルマーオニシバ群集

　　　Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae

　17．　チガヤーハマゴウ群集（砂丘低木群落）

　　Imperato　cylindricae－Vitecetum　rotundifoliae
　　Ohba，　Miyawaki　et　R．　Tx．1973（D廿nen－GebUsch）（Tab．23）

　砂丘草原の後背地には，風に強く長い伏臥枝で地表をはいまわる砂丘低木のハマゴウ，テリハ

ノイバラが優占するチガヤーハマゴウ群集が発達する。砂丘草原の立地に比較して，砂の移動も

弱まり，腐植量が増加して土壌化が進んだ安定立地で（Ohba，　Miyawaki　u．　Tux鋤1973）

あるため，砂の移動に対しては弱いチガヤ，オニシバなども区分種として取り上げられる。階層

構造は低木層と草本層の二層構造で（F圭g．23），低木層にハマゴウ，テリハノイバラ，草本帯に

チガヤ，・・チジ。ウススキなどが優占する。風の強い地域では植生高50～60cmであるが，前線
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Tab．24チガヤーハマゴウ群集

　　　　　Imperatocy｝indr lcae－Vitece£umrotund量foliae
Zahl　d．　Aufnahmen：

Mittlere　Artenzah｝：

調査口数

平均種数

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass、：

　　　Vitex　rotundifo壼ia

　　　Rosa　wichuraiana

　　　Impera毛a　cy難ndrica　var．　koenig三i

Trennarten　d．　ミJ罰tere量nheiten：

　　　Peucedan糠m　japon藍cum

　　　Seもaria　viridis　var。　pachystachys

　　　Tori玉is　japonica

　　　MiSCan之｝luS　COndenSatUS

　　　Polygonum　sen毛icosum

　　　Wlsteria　floribunda

　　　Ange鼓ca　ke圭ske｛

　　　£rigeron　bonariensis

　　　PiBus　th登nbergii

　　　Carex　pu翻a

　　　Alnus　siebo玉diana

　　　Ligustrum　obtusifoli謎m

　　　Oenothera　laciniata

Beg韮eiter：

Artem量sia　princeps

Rumex　japo臓icus

Sonchus　oleraceus

Lathyrus　japonicus

Calystegia　so韮danella

Carex　kobomugi

Digitaria　adscendens

Paederia　scandens　var．　mairei

．群集の標徴種及び区分種

　　　　ハマゴウ

　　　　テリハノイバラ

　　　　チガヤ

下位単．位の区分種

　　　　ボタンボウフウ

　　　　ハマエ．ノコロ

　　　　ヤブジラミ

　　　　ハチジョウススキ

　　　　ママコノシリヌグイ

　　　　フジ

　　　　アシタバ

　　　　アレチノギク

　　　　クロマツ

　　　　コウボウシバ

　　　　オオバヤシャブシ

　　　　イボタノキ・

　　　　コマツヨイ

随伴種

AgropyronとsukushieRse　var．亡ransiens

Lespedeza　cuneata

Commelina　communis

王schaemum　anthephoroides

Oxalis　corn董。饗圭a£a

Erigeron　suma鋤ensis

Lactuca　i臓dica　var．　lac量niata

Atrip茎ex　subcordata

Elaeagnus　umbe1圭a£a

Vicia　h量rsuta

Erigeron　ph呈la（圭elphicus

Pru職s　lannesiana．．var，　speci6sa

ヨモギ

ギシギシ

ノゲシ

ハマエンドウ

ハマヒル．ガォ

コウボウムギ

メヒシバ

ヘクソカズラ

カモジグサ

メドハギ

ツユクサ

ケカモノハシ

カタバミ

ォォアレチノギク

アキノノゲシ

ハマアカザ

アキグミ

スズメノエンドウ

ハルジオン

オオシマザクラ
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に砂丘が高く形成されている所では約lmまで生育する。より内陸に生育するシイータブ林やク

ロマツ林のマント群落的な役割を果たしているため，この群集を無視して砂丘後背地に森林の復

元を試みても困難を伴う。きびしい環境条件下の単純な二層構造群落の存続は，人の踏圧や刈取

りなどで容易に阻止されて，裸地化する。海岸砂丘の防風帯や砂防帯形成の好適種には優占種の

チガヤ，ハマゴウ，テリハノイバラ，コウボウシバが考えられる。

　チガヤーハマゴウ群集域の各種の土地利用は行なわず，むしろチガヤーハマゴウ群集の植分が

失われているところでは積極的に復元して，海岸砂丘植生帯を発達させ，より内陸部の安定した

環境を形成・保全させることが必要である。

　チガヤーハマゴウ群集は県内で湘南海岸大磯，三浦半島長浜に残存植分が認められる。潜在自

然植生分布域は，広くヤブツバキクラス域の砂丘草原後背地である。　　　　　　　　（川村）

墨

‘　　　　3曾・。・

1

1．　ハマゴウ

2．　チガヤ

3．　テリハノイバラ

2
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1卿βノ協α‘ツ伽z47ゴ。αvar．た007～瘤∫

Ro詔　τ師0加’ゾα如刀α

3

Fig．23　チガヤーハマゴウ群集（砂丘低木群落）

　　Imperato　cylindricae－Vitecetum　rotundifoliae（D負nen－Gebtisch）

　総．　ウラギククラス他（塩沼地植生）

　　Asteretea　tripoliiu．a．（SalzwieseR－Gesellschaften＞

　ウラギククラスをはじめとする塩沼地植生は1日に2回定期的に潮が干満する内湾や河口の砂

泥地が生育地である。内湾や河口部は波浪の影響も受けず基盤の泥土もある程度安定した立地で

ある。神奈川県の塩沼地植生は4クラス6群集7群落が知られている（宮脇他1972，神奈川雌の

現存植生）。これらの群落はそれぞれの基盤の土の性状，浸る海水や汽水の塩分濃度あるいはそ

れに浸る時間の長短などの環境条件に対応して生育している．

　　の　塩沼地植生の代償植生

　県内の塩沼地は人口密集地区内や，または観光地にあって，厳密な自然立地は見当らず，大な

り小なり人為的影響を受ける立地である。しばしば水辺の散歩道となったり，釣人の通り道とな

り，あるいはゴカイ堀りのために堀り起されたりしている。ホソバノハマアカザーウラギク群落

は特に人為的影響を強く受けた群落とみられる。

　また東京湾の夢ノ島および鴛津の埋立地で土壌に塩分を含む地域からは塩断植物群落のウラジ
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Phot．27　三浦半島のハママツナーホソバノ・・マアカザ群落

　　　＆6αβ4α2παr励ノzα一A孟ザfμ躍g〃顧漉一Gesellschaft　auf　dem　Strand　der　Halbinsel　Miura．

ロアカザ群落が報告されている（門脇・奥田・鈴木1975）。神奈川県内でも同様なウラジPアカザ

群落がまとめられた（Tab．25）。横浜市の富岡海岸の埋立地は，1972年から沖あいに外壁をめぐ

らせ，海底の砂泥をサンドポンプで吹きあげる工法によって陸化された。埋立地内で道路は山砂な

どを搬入して盛土を行い，やや高くなっている。道路以外の場所は低湿で降雨時には水が停滞し

乾燥するとひびわれができる。吹きあげられた砂嚢は主として三浦層群の泥岩を主材とする砂に

貝殻などが混じったもので排水はよくない。砂泥に含まれる塩分は爾水1ことけて低い場所へたま

る傾向を示す。

　ウラジロアカザ群落はこのような埋立地の鱗地に点々と生育している。ウラジロアカザをはじ

めとして耐塩生のホコガタアカザ，ウスベニツメクサも生育し，その他にシロザ，ノボロギク，ホ

ウキギクなどの一年生草本植物からなる草本植物群落である。ウラジロアカザは海岸砂地や港湾

の荒地に生育し多肉の耐塩生植物である。群落全体の植被率は低く出現騒騒も少なく荒原または

草漂状を示す。東京湾の他の埋立地では土地造成後7～8年にわたってウラジロアカザ群落が持

続している。一般に山砂など他からの土の搬入がない海底砂泥を主とした埋立地では一面にウラ

ジロアカザ群落が生育することが知られている。

　　2）塩沼地植生の分布域

　多摩川河「＝1部，江奈湾から毘沙門海岸にかけての塩沼地および扇島，富岡，夏島などの新しい

埋立地がウラギククラスの潜在自然植生域とされた。

　神奈川県は321kmにおよぶ海岸線をもつにもかかわらず塩沼地植物群落の潜在自然植生域は
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きわめて僅かである。砂丘海岸や岩石海岸の多いことにもよるが主な理由は人工的な海岸線の増

加や河日部の改変にある。神奈川県の海岸延長321．1kmのうち202．6kmは人工的なセメントの防

壁で囲まれている。このような人工海岸にあっては最前線の草本植生の発達は望むべくもない。そ

の他にも築港や海岸道路の建設などによって三三地は姿を消してしまった。また河q部では堤防

の構築，土砂の採取，しゅんせつあるいは防潮堤やグラウンドの建設によって塩沼地は大きく変化

Tab．25 ウラジロアカザ群落

Cんeπopo（1地㎜8如駕。％飢一Gesel丑schaft

Nr．　d．　Aufnahme： 植生調査番号 1 2　3　4　5
Gr6βe　d．　Probe蛋lac｝1e　（m2）： 調査面積 6 3　6　2515
H6he　d．　Vegeta£ion　（cm）： 植生高 30　20　25　30　60

Dec装ung　d．　Vegetation　（％）＝ 植被率 30　20　30　15　70

Artenzahl： 種　数 5 6　6　8　15

Chenopodium　glaucum ウラジロアカザ 牽 1・2÷1・21・2

Atriplex　hastata ホコガタアカザ 3・3 ・2・3・1・2

Chenopodium　a藍bum シロザ ， 2・3・2・2十

Senecio　vu｝garis ノボロギク ， ＋・2　・　十　＋・2

Setaria　viridis エノコログサ 十・2 ・　十・2十・2　・

Aster　subulatus ホウキギク 十 十　十　・　・

Polypogon｛賎gax ヒエガエリ 十 ÷・2十　・　・

Sonchus　o孟eraceus ノゲシ ・ 十　・　・　＋・2

Polygonum　polyneuron アキ・ノミチヤナギ ・ ・　・1・2＋・2

Spergular圭a　rubra ウスベニツメクサ ・ ・1・2　・　・

Lolium　temulentum ドクムギ ， ・　・　十　・

Tri蛋olium　repens シロツメクサ ウ 。　・　十・2　・

Setaria　faberi アキノエノコログサ ・ ・　・　十　・

Echi玖och孟oa　crus・gal蚕i イヌビエ ． …　　　　2・2

Polygonum　long圭setum イヌタデ ． …　　　　1・2

Bidens　frondosa アメllカセンダングサ 岨 …　　　　H

Bromus　catharticus イヌムギ 6 …　　　　十

CheRopodium　ambrosio至des． ケアリタソウ ● …　　　　1・2

Solanum　nigrum イヌホオズキ ． …　　　　　　十・2

Chenopodium　ficifo圭圭um コアカザ ・ …　　　　　÷

E蓋e縫si訂e　indica オヒシバ ・ …　　　　1・2

Tetragonia£etragonoides ツルナ 5 …　　　　十

調査場所Ort．窟岡埋立地Tomioka－Landgewinnungsflache

調査年月日Dat．　d。　A疑fnahme：13，　Juれi，1975
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Phot．28　シオクグ群集（三浦半島江奈湾）

　　　Caricetum　scabrifoliaeanderEna－Bucht（Miura－Halbinsel）．

　　　　　　　Tab．26多摩川下流域塩沼地の主な水質条件

　　　　　　　　　　Wichtige　Angaben　der　Wasser－Qualitat　des　Salzsumpfes　an　der

　　　　　　　　　　M鼓ndung　des　Tama－Flusses．

’孟熊詳ここ～Jahし1971「・97§……「19731「9・・
P籔
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nach　Kawasaki　City　Govemment　Pollution　Bureau（重972－1975）
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している。県下の塩沼植生は生育立地の大帳な変化のほかに群落全体がi日に2回ずつ定期的に

浸る水の質の問題がある。

　多摩川河口部の塩沼地における水質調査の結果はTab．26に示されている（川崎市公害局）。潮

の影響によっていく分緩和されるとはいえ，自然の水質より大幅な変化がみられている。いま，

一切の人間の影響が植生に及ぼされなくなった時点では，水質は浄化され，しかも土砂の堆積が

すすむことによって砂泥地が拡大することが予想される。

　　3）塩沼植生域の保全について

　水生植物が水質浄化作用をもつことはヨーロッパではすでに砺究が進められている。5如ψ鰐

Zαα65師∫，」1‘7Zα‘5のγセ‘∫Z‘∫，」．7／3α漉加鰐，50ん087ZOμε6魏∫Zαα‘5彦プガ∫，　AZ7ZZ‘59♂Z加ZO5α，・航57ηα

μαπ如go，ヨシなどの水質改善浄化作用についてはSeidel（1973，1974＞によって報告されてい

る。また宮脇は水質浄化，安定のために河辺や河口の植生の果たす機能に言及し，河辺の保全と

植生図化の提案をした（lntemational　Confere鷺ce　on　Biological　Water　Quality　Impro－

vement　Altema毛ives　in　University　of　Pe鍛nsylvania　March正975）。ウラギククラスをはじ

めとする塩沼地植物群落を構成する植物についても同様な機能をもつことは十分考えられる。ま

た，われわれの生存環境の重要な要素である水質汚濁の指標としても利用できる。神奈川鼎にお

けると同様に，全国的に塩沼地植物群落の生育地は年々狭められている。相観的にはきわめて貧

弱でしかも面積もせまいこれらの塩沼草原ではあるがその生育立地の持続的な保全が強くのぞま

れる。

　水辺については産業，交通，防災，景観保持，文化施設など種々の諸問題が交さくして立地保

Phot．29　ホソバノハマアカザーウラギク群落（多摩川河口付近）

　　　・4‘ノ¶ψ♂躍g7／zoZ襯ゴーA5‘6ノ層彦プψoZた〃3－Gesellschaft　an　der　M甑dung　des　Tama－Flusses．
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全の保証がむずかしくなる。人購の密集した市街地では特にその傾向が著しい。川崎布川崎区の

中瀬から大師河原に至る多摩川河口部のウラギククラス域の立地でも1969年から1975年に至る7

年閾に以下に挙げられているような立地の改変があった。

　　D　沿岸にある鉄工所への運河開さく。底土のしゅんせつ。コンクリート護岸の増強。水門

　の黒風など。

　　2）地域住民からのグラウンド新設の要請があり，河川敷の約25aの土地に盛土をして運動

　場が建設された。流水辺のウスベニツメクサ群落，アイアシ群集の消滅。

　　3）防潮堤の基礎工事が約300mにわたって行なわれる。アイアシおよびシオクグを移植し，

　同時に近接したホソバノハマアカザーウラギク群落内への工事用車輔，器材，人の立ち入りを

　禁止して工事をすすめる。

　　4）　ウスベニツメクサ群落の生育地となっていたグラウンドは整地してかさあげをされた。

　ブルドーザーで表土を均らし，約50cm高くなったので塩沼地植物群落は消滅した。

　市街地からはずれた三浦半島の毘沙門海岸では，塩沼地に流入する小川の谷頭がゴミ処理場と

して計画され整地された。その後工事は進行していないが一度貯められて有機質に富んだ腐水が

塩沼地に流入しているG975年現在）。その影響はまだ不明であるが塩沼地の保全には立地の保証

と共に水質保全も同時に考えられなければならない。

　多摩川河口部で物理化学的に測定された汚染状況はTab．26に示されている。川崎市の資料

では現在幾分浄化の傾向がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤間）

　19．　イソギクーハチジョウススキ群集（海岸断崖地植生）

　　Chrysanthemo－Miscanthetum　condensat三〇hba
　　l971（KUstenfels－Vegetation）（Tab．27）

　県内の岩石海岸にみられる断崖風衝地には，乾燥や潮風に抵抗性のある植物で構成されるイソ

ギクーハチジ。ウススキ群集が生育する。立地には砂礫を多く含む褐色土壌が，崖中のテラスや

崖錐上セこ堆積している（大場197D。階層構造は，草本暦のみの単層群落であるが，土壌堆積の

厚い所では，優毒するハチジ。ウススキの中に木本植物の幼木も生育する。傾斜のゆるやかな立

地では隣接するマサキートベラ群集の構成種マサキ，トベラ，マルバノシャリソバイを区分種とす

るマルバノシャリンバイ亜群集，また岩の隙間などで，わずかに土壌が堆積し，しかも海水のしぶ

きを受けるような海に突出した立地では，ラセイタソウ，オニヤブソテツを区：分種とするラセイタ

ソウ亜群集が下位区分される。海岸のきびしい気候条件と不安定な土地条件下に成立する群集の

ため破壊を受けて消失すると土壌崩壊や好くずれを起して黒地となり，内陸につづくマサキート

ベラ群集の立地崩壊も誘発する。したがって，無理な開発は避けて現状のままを保護されることが

望ましい。風衝草原として成立しているために植生高は，斜面の向ぎや周辺の地形によって決定

される風向きと風力に微妙な反応を示している。風力の弱いところでは群落高1～2mまでに生

育するが，強いところでは30～60cmで安定する。群集構成種にはススキ草漂の種類を多く含む。

　県内では岩石海岸を形成している真鶴，江の島，三浦半島長老ケ崎，荒崎，油壷，城ケ島，江

奈，観音崎などの断崖地に現存植生として生育している。

　ヤブツバキクラス域では，関東地方，伊豆諸島が潜在自然穂生分布域である。　　　（川村）
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Tab，27 イソギクーハチジョウススキ群集

Ubersichtstabelled．Chrysanthemo－Mi

a：Subass．vonRaphiolepis
　　マ．ルバノシャリンバイ亜群集

b：TypischeSubass．典型亜群集
。：S穏bass．vonBoehmeriabi

scantheturn　condensatus

umbellatavar．integerrima

lobaラセイタソウ亜群集
a b C

Zahl　d．　Aufnahmen： 調査区数 7 26 18

Mlttlere　Artenzah1： 平均1種数 16 9 12

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．： オ洋集の標徴牽嚢及び区二分・種

Chrysanthemum　pacificum イソギク Vr舎1 1Vr←…3 V「←…3

Miscanthus　conde厩satus ハチジョウススキ Vレ．．4 IV使．ゴ．．5 V’1．．ゴ曲5

Peucedanum∫aponicum ボタンボウフウ
V『’．．．．1 V．←．．．．1 IV尋．．一2

Hemerocallis　littorea ハマカン．ゾウ 【II．，．．．．1
o

II．1．．．．．－1

Cynanchum　japonicum イヨカズラ
1．’．

・

II．．…．

Trennarten　d．　Subass．： ．i熱群集の八分種

Raph三〇lepis　umbe11ata　var．　integerrima マルバノシャリンパイ
1．マ．

P三毛tosporum　tobira トベラ
．iV．｝．．．一1；rレ　　．し

u

1．9．

Euonymus　japonicus マサキ
｝　●

F
1．勉

Cyrtom沁m　falcatum
　　　　　　“　　　　　　　一

Iニヤフソアツ
1．←．

●

e　　　　　　　　　　　　　　　」

FIV「セ…1：：　　　　　ト

Boehmeria　b｛loba ラセイ．タソウ 1．1 ，

　　　　　卜奄hV’9．一3i

Kenn・斌．　Trennarten　d．　Verbandes： ：岱占卜月の回書和壼及びレく劣・長駆

Dianthus　japonicus ノ・マナデシコ HI．’． 1．ト．．．裏 II．重．

Farfugium　japonlcu醗 ツワブキ m．．←’．4 　lr

IP曲．1

Carex　oahuensis ヒゲスゲ
1．←． H倭．．．．．1 II．’．．．』2

Asparagus　cochinchinensis クサスギカズラ m．’
，

1．’．

Sedum　oryzifoまiu！n タイトゴメ 「

II．←．．．．．．4 1．’．

Kenn－u．笈’rennarten　d．　Ordnung　u．　Klasse：

　　　Brachypod｛um　sylvaticum

　　　LHium　maculatum

　　　Lyslmachia　maurltiana

Beg至e三七er：

　　　Elaeagnus　umbellata　var．　rotundifolia

　　　Rosa　wichuraiana

　　　Paederia　scandens　var．　ma｛rei

　　　Lonicera　laponica

　　　Agropyron　tsukushiense　var．　transiens

　　　Lathyrus　japonicus

　　　Carex　brevicu1期is　var．　fibriilosa

　　　Dianthus　superb鞭s　var．10ngicalycinus

　　　Artemisia　momiyamae

　　　Ampelopsis　brevipedunculata

　　　Oxalls　corniculata

　　　Lotus　corn｛cuiatUS

　　　Setaria　viridis　var．　pachystachys

オーダー，

　　　ヤマカモジグサ

　　　ス．カシユリ

　　　ハマボッス
紛皇1半測互

　　　マルバアキグミ

　　　テリハノイバラ

　　　ヘクソカズラ

　　　スイカズラ

　　　カモジグサ

　　　ハマエンドウ

　　　ハマアオスゲ

　　　カワラナデシコ

　　　ユキヨモギ

　　　ノブドウ

　　　カタバミ

　　　ミヤコグサ

　　　ハマエノコロ

クラスのオ票1致重疸及びトレ〈ウ〉不重

u．a．

調査地Fundorte：Miura－Halbinsel，

及び江の島

W．｝．．．．．2　11．憂．．．．．．2　III．←．Wml

rゾ．，．．．l　I　．←．　　III．÷．「．『1

1　．｝．　　III．←．．．．．2　11．←．

m．？

1．季．

m．1．

Iii→．

III．う．

11

r．

II÷．．．－l

II．？．．．．．l

II．’．

，

常在度1以下，頻度1のもの省略

11．’．．．．．r…

IH．÷．．．．『…

r　．卜．

r　．マ．

1　．．｝．T．．　i

II．ら．『．．．3

1．奪．．

1．憂．

1．…．．

II．，…2

11．サ．．rr．1

1．←．

II．←．

II．弓．．

1．を．

1．．’．

1．．l

II．郵

1．？．

1．毫．

1．卜

II．．←．

o

●

Manazuru－Halbinsel　und　Enosわima三浦半酷，；真鶴半醐
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Phot　30　イソキクーハチノヨウススキ群集

　手前にイソギク，その奥にラセイタソウ，ハチショウススキが見られる（長者ケ崎〉。

　Chrysa且themo－Mlscanthetum　condensatl　aufden
　Kustenfelsen　bel　ChoJagasakl　auf　der　Mlura－Halblnse1．
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F三g．24　イソギクーハチジョウススキ群集

ハマボツス

ハチジョウススキ

イソギク

ボタンボウフウ

ツワブキ

ゐツ55刀zσoん∫α27zα麗ノゴ’5〃zα

ハ4‘50απ疏π500π48π5碗Z‘5

c加ツ5αフz云ゐθη醐3μo碗。ε〃π

P8z‘68磁アzπ那ブ＠07z言oz侃

勘が諺8’ゴz〃3ノ＠oπ蜘斧3

Chrysa蔦themo－Miscanthetum　co鳳densati

　20．セリークサヨシ群集およびツルヨシ群集

　　Oenantho－Pha圭aridetum　aru鷺di登aceae　M圭yawak三
　　etOkuda1972，　Phragmitetum　japonicaeMiyawakietOkuda
　　1972（F王uB－ROhr圭chte）

　河辺の冠水地では自然条件の下で流水の機械的な作用に対応していくつかの植生単位が認めら

れる。冠水河辺植生のもっとも代表的な草本植生はセリークサヨシ群集とツルヨシ群集である。

　セリークサヨシ群集はクサヨシの優占する草本植物群落であり，常に河辺の流水辺に生育す

る。クサヨシは，開花期の6～7月には高さ1。2m内外に達する。クサヨシの根茎は横走するが

ひかくてき短かく，むしろ株全体が叢生する状態となる。群落構成種にはセリ，コヌカグサ，ス

ギナなどが生育し，出現種数はひかくてき少ない。流水側にはギシギシ群落が接するため，ギシ

ギシ，エゾノギシギシ，オヘビイチゴなどが侵入することがある。

　セリークサヨシ群集の立地条件は，河川勾配がひかくてきゆるやかで細砂や粘土が堆積し，し

かも年間数園の冠水によって，上流からの栄養塩類の供給を受ける。群落の分布は，河川の上流
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から下流までまんべんなく分布するが，土壌条件の関係から下流に多い。しかし，クサヨシの分

布は冷温帯に中心をおくため，ブナクラス域で，一般に流れのゆるやかな河辺，みぞなどの冠水

地に生育する。

　ツルヨシ群集はセリークサヨシ群集と同様にわが国の河川にはもっとも普還的に見られる植生

単位である。ツルヨシ群集の構成種はきわめて少なく，一般的にツルヨシの優占植分が多い。ツ

ルヨシのもっとも特徴的な性質は地上のほふく枝が発達していることである。ツルヨシのほふく

枝は洪水によって変えられた河川の裸地にすばやく4～5皿も伸長し，節から発根して，群落発

達のあしがかりをつくる。群落の立地は，ひかくてき流れの急な河川の水辺にあり，礫の多い場

所から粗砂の堆積する場所までひかくてき範圏が広い。多雨期には流水の冠水を受けるが，かっ

水期の夏季および冬季には強く乾燥する。ツルヨシはこのような立地条件の変化にきわめて強い

抵抗力をもっている。

　ツルヨシは日本を中心とする東アジアの急流河川域に特徴的な分布を示すヨーロッパなどに対

応群落の見られないツルヨシ群集を形成している。

　河辺におけるこれらの草本植生は，河川環境を安全に保つ役割を果すが，現在の河川敷の多く

は，グラウンドや人工構築物による過度な護岸によって，これらの植生が消滅されている。火入

れ，刈取り，放牧などによっても，冠水多年生草本群落は，不安定な1年生草本群落に退行する。

　神奈川県内では多摩川，相模川，酒匂川などの各流域に広くその潜在自然植生域が分布する。

　21．　オギーヨシ群団

　　Misca亘tho－PhragmitlonMiyawakietOkuda1972
　オギーヨシ群団は，ヨシクラスに所属する植生単位であり，河畔沖積低地に生じ定期的冠水の

影響下に存続する草本植物群落のいくつかをまとめたものである。所属する植生単位にはオギ

群集Miscanthetum　sacchariflori，カサスゲ群集Caricetum
dispa圭atae，アゼスゲ群集　Caricetum　thunbergii，サヤヌカグサ群落な
どのいわゆるスゲ型の植生を主体とする。低湿地にはさらに，ウキヤガラーマコモ群集，アィア

シ群集，シオクグ群集などが存在するが，これらは他の凡例で扱かわれている。

　オギーヨシ群団に共通する生態的な特徴は，一般に密生して優冒し，構成種は少なく，クラス

標徴種のヨシはきわめて劣勢である。土壌は，肥沃な泥土を主に細砂から微砂を含み，季節的な

水位の変動がある。すなわち雨期には冠水し，多湿となるが乾期には乾そうする。とくにオギ群

集はもっとも乾生地に分布し，河川の流水辺にも生じるが，一般に流動水域よりも停滞水域に分

布する。

　オギ群集は県内の各河川の中流から下流の砂質土壌の堆積地に生育する。群落の高さは開花期

の秋季には2mを越え，花穂の密生した状態は中生立地に生育するススキ草原の様相を示す。

　地下茎はとくに発達し，強じんで地中を長く横走する。群落構成種は場所によって異なり，中

流部の砂粒のあらい乾生地ではつる植物の混生が多いが，下流の肥沃地では群落内にスミレ属，

シソ科植物などの地中植物の被度が高くなる。地下水位が高くなるに従ってヨシ混生の度合が増

してくる。

　カサスゲ群集もオギ群集と同様に，河辺の沖積低地に生育するが，土壌条件はより粘度質分の
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割合が高く湿生で保水力が高い。カサスゲが一般に優伸し，密生した草原状態となる。ヨシはま

れであるが，ヨシ群落との接点ではヨシを第一1蕾に二層群落を形成することがある。

　アゼスゲ群集は，前二老よりはわずかに貧養条件下に生育する。すなわち，河辺の堆積地より

はむしろ，湖沼の岸辺などやゆるく流れる小河川ぞいなどに分布の中心がある。

　神奈川県におけるオギーヨシ群団の立地は多摩川，相模川，酒匂川などの下流三角州を中心

に点在している。土壌の水分条件はハンノキ群落に類似するが，オギーヨシ群団の場合は常に河

川に運搬される肥沃土の影響を受ける範囲にある。人工堤防内ではヤナギ群落の場合と同様に，

グラウンドや他の遊技施設の造成，低水化工事による護岸その他によって群落域が狭められつつ

ある。また堤防外地においては，埋立によって工場地化，宅地化が起り，クヌギーハソノキ群集

やシラカシ轡集の潜在自然無生域に変わりつつある。

醗繍鰯 d擬雪襲；劉鑛翼慧i獲麟 難解1毒

Phot．31獺模川河口付近の砂礫地に生育しているミズガヤツリ（平塚）

　　　Durch　Hochwasser　niedergedrUckterαyヵθ1’z’5561’o彦fノ躍5－Bestand　im　Sand－und　kiesigen

　　　FluBbett　des　Sagami－Flusses（Hiratuka）．

　22．　ウキヤガラーマコモ群集

　　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifoliae　Miyawakiet
　　Okuda　1972

　ウキヤガラーマコモ群集は，河川の下流部の流水辺や湖，池，沼などの岸辺に生育する抽水植

物よりなる水辺植物群落単位である。王水植物の多くは泥中を横走する根茎によって群落を発達

させている。

　ウキヤガラーマコモ群集は，はじめ利根川下流の水辺の泥湿地に生育する植分によって記録さ
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れた（Miyawaki　et　Okuda　I972）。水深10～30cm内外の立地にはウキヤガラがしばしば出現

し，ときにヨシと混生することがある。マコモは両種と共存するが，ふつう水深のより深い場所

で優嫁する傾向がある。構成種は一般に少なく，2～5種の範囲である。これらの他にフトイ，

シ。ウブ，カンガレイ，サンカクィなどが混生する程度である。

　群落の立地は，沖積の富栄養な泥湿地であり，日射にめぐまれ，水位の変動が少なく，しかも

流水の機械的影響が少ないという条件をもっている。水位が浅い場合にはカサスゲ群集に移行

し，水深が50～80cm以上になるとガマ群落の生育域となり，さらに沈水植物群落のヒルムシロ

クラス域となる。

　神奈川県下では相模川下流の河川敷や海岸線にそって残存する沼地に点在している。しかし，そ

の残存植分はきわめて少ない。立地の一部は水田として利用され，夏季イネの栽培期間中はウリヵ

ワーコナギ群集が生育する。潜在自然植生の立地がウキヤガラーマコモ群集域の水田土壌はきわ

めて軟らがく，とくにコナギの被度が高い。さらにミズオオバコなどが出現することで識別される。

　23．ウキクサクラス及びヒルムシロクラス（開放水域植物群落）

　　LemneteaW．KochetR，Tx．1954inTx．1955und　Potamogetonetea
　　R．Tx．　et　Prsg．1942（Wasserli琵se鍛一u．　Schwimmblattgesellschafte難）

　ウキクサクラスは，水面に浮遊しながら生育するウキクサ類によって構成されるきわめて単調

な植物群落である。生育地は池や灌曲用の貯水池，広大な沼やゆるく流れる川の岸辺などである

が，水膨および水田地帯を流れる排水溝や一時的にできた水溜りなどにもしぼしぼ観察される。

　一方ヒルムシロクラスは，水深約80cm以上の深さをもつ湖沼，貯水池，沼，またはゆるく流

れる川などに生育する浮葉および沈水性の植物で構成される群落である。底質の種類および水質

の違いによって，そこに生育する植物の種類は異なっている。

　神奈川県下における潜在自然植生図作成に用いられた凡例では上記の植物群落を含めて開放水

域植物群落として扱かわれた。

　ウキクサクラスに含められる群落は，神奈川県内ではアオウキクサーサソショウモ群集Lem－

neto－Salvi鍛ietum　natantis　があげられる。この群集はサンショウモを標
知足とし，アオウキクサを群団標微種，上級単位標歯種にウキクサをもっている。群落の出現種

数は2～5であり，他のウキクサ群落同様，種組成，群落構造共に単純な植物群落である。

　ウキクサ群落の生育地の条件は，水が停止または移動が少ないこと，日照が十分であること，

水中に栄養塩類を多く含んでいることなどがあげられる。実際これらの条件を満たす水田には，

ウキクサが一面に生育しているのが観察される。水田では過窒素化が進むに従ってウキクサの繁

茂がいちじるしい。反面，大形の池沼や，水流がはげしかったり，常に波立っている水面ではウ

キクサ群落の生育は悪い。

　群落構成種の中でアオウキクサ，ウキクサの常在度がひかくてき高く，サンシ。ウモ，オォァ

カウキクサ，イチ。ウウキゴケなどは，これに反し常在度が低い。

　わが国ではヒルムシロクラスに所属する植物群落で，正式に群集記載された植生単位はきわめ

て少ない。沈水植物の植生調査には，種の同定や野外調査が困難であることと同時に，沈水植物

群落の生育地が少ないことなどが大きな原茸と考えられる。神奈川県内では箱根芦ノ湖をのぞい
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てはヒルムシロクラスの生育域は少ない。

　芦ノ湖の水生植物群落（松浦1970）はすでに現存植生でのべられているように，ホザキノフサ

モ，エビモ，セソニソモ，ヒロバノエビモ，イバラモ，クロモ，セキショウモ，ササエビモなどが

高い常在度で生育している。これらの種群は多かれ少なかれ富栄養湖に生育する種群である。一

般の農耕地域に見られるため池や用水溝には，エビモ，クロモ，ホザキノフサモが多く，時にヤ

ナギモが加わる。浮葉植物のヒシ，ヒツジグサなどは0．5～5mの水深のある大形の湖沼に生育

するが，本県下ではそのような生育地はほとんど見当らない。

　開放水域の自然植生であるウキクサクラス，ヒルムシロクラスは種組成が単調であることか

ら，自然植生から代償植生への変化は，森林植生や他の植生におけるような明確な差としては現

われにくい。人為的影響による代償植生化は，これらの水生植物群落では，水質の変化，底質の

変化，水位や水深の変化，およびコンクリートによる護岸や人間を含めた生物による直接的破壊

が考えられる。中でも過窒素化を主とした水質汚染は，沈水植物の繁茂をひき起し，連鎖反応的

に水位や水の透明度に変化をもたらす。過窒素化によって種構成の複雑な植生が単調になり，

クロモ，ホザキノフサモ，エビモなどある特定の種が繁茂する例がしばしば観察される。またウ

キクサクラスの場合も過窒素化によってよく似た変化が起る。このような事実から，開放水域植

生の場合も群落構成種の移り変りによって立地の質的変化の判定が可能である。　　　（奥田）

〔8〕　ブナクラス域　Fagetea　crenatae－Gebiet

　箱根，丹沢山地の海抜700～800m以上の山地帯は，春5～6月頃に新緑の若葉をつけ，夏には

濃緑葉となり，秋に紅葉や黄葉し，冬には落葉するという一連のサイクルを形成する夏緑広葉樹

林（落葉広葉樹林）でおおわれる。夏緑広葉樹林は海岸～低山帯に広く生育するスダジイ林，タブ

林，シラカシ林，ウラジロガシ林など冬も緑の常緑広葉樹林に対応する名称である。気候的制約

により常緑広葉樹林と生活形態の全く異なる夏緑広葉樹林はブナ林（Fαg％50r822α彦α一W削der）

によって代表されるため，夏緑広葉樹林帯はブナクラス域（Fagetea　crenatae－

Gebiet）と名づけられている（宮脇・大場・村瀬正964，宮脇他1972）。ブナクラスはわが国の冷

温帯夏緑広葉樹林の中心で，ヨーロッパのQuerco－Fageteaに対応するものである。

　ブナクラス域は低海抜地では常緑広葉樹林のヤブツバキクラス域と，上限は海抜1800m以上

の亜高山針葉樹林帯（コケモモートウヒクラス域）と接続する。神奈川県では最高地が丹沢山地

蛭ケ岳のi673mであるからブナクラス域が上限となり，亜高山針葉樹林を欠いている。

　1．　オオモミジガサーブナ群集

　　Miricacalio－Fagetum　crenatae　Miyawaki，Ohbaet
　　Murase　1964（Tab．28）

　夏緑広葉樹林帯（ブナクラス域）を代表するブナ林はかつて箱根，丹沢山域を広範におおって

いたと考えられるが，人為的干渉が進むにつれ木材的価値の低いブナ林は破壊消滅され，脱臼で

は限られた地域にその残存林分が認められるにすぎなくなった。

　神奈川県下のブナ林は標高的，地形的綱限からも箱根山域と丹沢山地にその分布が限られてい

る。これら山地帯のブナ林は海抜1300～1400mを境界に相観的にも，種組成的にも稲違した二



133

Phot．32丹沢由のオオモミジガサーブナ群集のイトスゲ亜群集

　　　BestanddesMiricacalio－Fagetum　crenatae，　Subass．
　　　von　Carex　fernaldiana　aufdemBerg孚anzawa（1500m負。M。〉．
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つのタイプの森林に区分される。

　高海抜地のブナ林は霧や雲の発生しやすい空中湿度の高い湿潤環境地に生育している。そこで

は地形的に緩傾斜の広い尾根が連続する準平原を形成しているため風衝作用が比較的強く，高木

層を構成する樹種一ブナ，オオイタヤメィゲツ，イタヤカエデなど一は樹冠が多岐した枝で上向杯

状を示している林分が多く見られる。林床にササ類を混生しないブナ林は臼本ではきわめてめず

らしい存在である。林内にはササに代ってキク科やキンポウゲ科の草本植物が高被度，高常在度

に出現している点も他地域のブナ林と栢違している。このように表日本型気候域一特に神奈川県

と山梨県一の山地帯湿潤地のブナ林は他地域のブナ林と組成的にまったく異なったオオモミジガ

サーブナ群集として区分されている（宮脇・大場・村瀬1964，宮脇他：山梨県未発表資料）。

　オオモミジガサーブナ群集の標微種や区分種となっているコウモリソウ，オオバショウマ，ツ

ルシ真竹ネソウ，マルバダケブキ，オオモミジガサ等はいずれも適潤～湿潤の立地で優占する種

群である。

　オオモミジガサーブナ群集の典型部はイトスゲ，ヘビノネゴザ，テンニソソウ，オシダ，クワ

ガタソウなどを区分種とするイトスゲ亜群集としてまとめられている。丹沢山から蛭ケ岳への主

脈山稜の北北東斜面は風背地となり樹高20mのブナ林が生育している。この林分はバイケイソウ

変群集として区分された。一方，不動峯～蛭ケ岳の稜線付近のブナ林は風衝のため樹高の低いヒ

カゲミツバ変群集としてまとめられた（宮脇・大場・村瀬1964）。

　姪ケ岳から原小屋山荘への稜線沿いや北西斜面には直立した幹に枝を水平に開出した独特な形

態を示したウラジロモミの優弔する林分が認められる。この林分は樹冠を占めるブナの緯度が低

く，低木層や草本層の植被率は5～10％と少ない。また，平均出現粋事も29種といちじるしく減

少している。この林分はウラジロモミ亜群集として区分されている（宮脇他1964）。

　曝露モミジガサーブナ群集は神奈川県下では箱根山域には認められず，蛭ケ岳，桧睾丸，丹沢

山，大室山など丹沢山地にしか認められない（宮脇他1964，1969，1972）。これは生育地が海抜

1400m以上の山地帯であるという垂直的制限と，夏季に雲霧によって土壌表層が湿潤となる透

：水性や通気性の良好な粗粒な火山灰から形成される立地に限られるのが原因と考えられる。

　潜在自然植生のオオモミジガサーブナ群集域は現存植生と大部分一致している。一部，塔ケ岳

～蟻ヶ岳でアブラチャンークロモジ群落やカワラマツバーススキ群落に置き換えられている。丹

沢山や塔ケ岳山頂は登山者の踏圧によりオオバコ群落に後退・貧化している。オオモミジガサー

ブナ群集の隣接群落はヤマボウシーブナ群集が広域を占めている。これは同じブナ林が標高的に

住み分けていることに起因している。

　2．　ヤマボウシーブナ群集

　　Corno－Fagetum　crenatae　Miyawaki，OhbaetMuraseI964（Tab．29）
　ヤマボウシーブナ群集は霧の影響の少ない乾燥型のブナ林である。丹沢山地ではオオモミジガ

サーブナ群集に隣接して海抜1400m以下の地域に広く分布する。西丹沢では海抜1！00m以下で

はイヌブナと混生している。イヌブナは表日本型気候域の山地帯にブナと共存したり，ブナ林下部

に分布域を形成するがいつれも乾性褐色森林土壌や礫を含んだ表層土の浅い立地などブナ林より

も生育条件の悪い立地に生育している。ハリモミやウラジロモミを混生する林分は地理的に近い
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にもかかわらず箱根山地では見られず，相観的にも差が認められる。丹沢山地の現存植生として

のヤマボウシーブナ群集は塔ケ岳から蛭ケ岳へかけての南西面に発達している。ヤマボウシーブ

ナ群集は尾根筋ではシキミーモミ群集やニシキウツギーヤマボウシ群落，山腹斜面ではアラカシ

ーウラジロガシ群落やアブラチャソーイヌシデ群落，渓谷沿いではタマアジサイーフサザクラ群

集やミヤマクマワラビーシオジ群集と接している。

　箱根山域のブナ林は人為的影響を受けた林分が多く，面積も狭く，丹沢山地ほど発達した群落

は認められない。駒ケ岳北面，神山西面，台ケ岳，小塚山，金時山北面など卓越風の風背地側に

残存している。ヤマボウシーブナ群集の林床はスズタケが密生している林分が多いが，神山中腹

の風陰地のブナ林は林床にミヤマクマザサ，トクガワザサなどミヤコザサ型のササ類が侵入して

いる。これは風の透入に伴い樹雨により林床が多湿化するのが原因と考えられる。これらササ類

の下にはミヤマハコベ，ヒメウワバミソウ，ミヤマタニソバ，クラマゴケ等の小形草本植物が高

常在度で生育していることからも理解できる。また，箱根地域の特徴である大鰻谷周辺に代表さ

れる硫化水素の影響は大きい。ブナのように中性立地に生育する種群の減少に反比例してアセ

ビ，リ。ウブ，サラサドウダン，ノリウツギ，コアジサイ，シシガシラなど酸性立地に生育する

種類が増加している。隣接群落は丹沢山地と相違し，アラカシーウラジロガシ群落の占める割合

がきわめて狭くなっている。これは本地域が海に近く海洋性的気候が強く作用するためヤブコウ

ジースダジイ群集のアカガシ亜群集が海抜700mまで上昇しているからである。駒ケ岳，神山，

冠ケ岳などの中央火口丘のヤマボウシーブナ群集はイトスゲーリ翌ウブ群集，アセビーリョウブ

灘i

Phot．34北西ドイツのブナ林（スズメノヤジーブナ群集〉．　Phot，33と比較して，森林植生が貧弱である。

　　Luzulo－Fagetum　im　Weser心ebirge　bei　Todenmann　220m廿．M．（NWのeutschland）

　　（ZumVergleichmitdem　Corno－Fagetum　crenatae　Phot．33）．
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群落，イワナンテンーヤマグルマ群集等と接続する。火山に起陣する硫気孔という外的条件が植

生に決定的な馬鐸を与えるため，丹沢山地とは著しい隣接群落を形成している。

　ヤマボウシーブナ群集の立地は急傾斜地であるため土壌が浅い所が多く，母岩の露出地もあ

る。さらに一部には降雨時に流水によって侵蝕を受けた立地もみられる。丹沢山地では母岩の露

出した急斜面や尾根にツガ，ヒノキ，コキンレイカなどを混生した貧養なブナ林が成立している。

　ヤマボウシーブナ群集は丹沢，箱根山地のブナクラス域でもっとも広い面積を占める潜在自然

植生である。下限付近ではモミ，アカガシ，ウラジμガシ，シキミなどの常緑植物や，イヌシデ，

イヌブナなどいわゆる中間温帯林とよばれる構成種と，また高海抜地ではウラジロモミと混生し

ている。今回，イヌブナが問題となったが調査資料も少なく，さらに県内のイヌブナが大部分ブ

ナと共存していたため一つの独立した単位はもうけずにヤマボウシーブナ群集に包含された。

　3．　ニシキウツギーヤマボウシ群落

　　τ兀／βゴ96Zα　6Z8coブα一Coプ2zz65　んoz65α一Gesellschaft　（丁段b．　30）

　箱根外輪山は急峻な山容と深いしわ状の谷が，内輪山のなめらかな山肌と対照的である。内輪

山のゆるやかな斜面は安定した立地でブナが高木層に優占する林分を形成しているのに対し，外

輪山では急傾斜，急峻な尾根と谷が入りくんでいるためブナ優占林を維持することができない。

外輪山の内壁は現在二次的にミズナラ群落，ニシキウツギーヤマボウシ群落，ハコネダケ群落，

スギ植林におきかえられているが，地形，土壌的にはブナ林（ヤマボウシーブナ群集）をささえ

ることができることよリニシキウッギーヤマボウシ群落が潜在自然植生と考えられる。一部蛇骨

川付近の斜面でニシキウッギーヤマボウシ群落が潜在自然植生と考えられる立地がみられるが，

モザイク状で示されにくいためヤマボウシーブナ群集に含めて図化された。

　ニシキウツギーヤマボウシ群落はイトスゲーリ。ウブ群集と種組成が類似しているがり。ウブ，

ツクバネウツギ，トウゴクミツバツツジ，アセビ，ニシキウツギ，サラサドウダン，ヤマボウシ

など喚鐘・乾性に耐える植物が多く生育している。したがって箱根外輪山外壁のような急峻な山

地の潜在自然植生と考えられる。また風衝が強いため樹高4～10mと低い。土壌は浅く降雨時の

雨水は一時；期に急速に流れさり乾燥しやすい。

　4．　アブラチャンーイヌシデ群落

　　pσαう62z驚。頭芋）rαθoo詔＿Cαψ〃z％∫診50乃。π03ん琵一Gesellschaft（Tab．31）

　丹沢山地や箱根山地の海抜400～700mの渓谷に面した斜面にはケヤキ，イヌシデ，ミズナラ等

を主体とするアブラチャンーイヌシデ群落が発達する。ヤブッバキクラス域の渓谷部に生育する

イロハモミジーケヤキ群集と相観的にも類似している。大きな栢違点はアブラチャンーイヌシデ

群落の：方が高海抜地に生育することと，林内に常緑植物が少ないことである。

　箱根山地のアブラチャソーイヌシデ群落は早川流域ぞいではイロハモミジーケヤキ群集とヤマ

ボウシーブナ群集との間に沢や渓谷に沿って樹枝状に錯綜している。大観山，白銀山などの外輪

山の南面および東面ではやブコウジースダジイ群集のアカガシ亜群集と接続している。アブラチ

ャンーイヌシデ群落は常緑広葉樹林とブナ林との中間を占めることになっている。金時山から明

神ケ岳，明麗ケ岳へと続く北部外i温温の北斜而でも同様である。また，仙石原のやや湿性平坦地

や緩斜面および強羅周辺ではアブラチャソーイヌシデ群落が広域を占めていると考えられる。
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Tab．31 アブラチャンーイヌシデ群落
Pαγαδeπ2・ぬPγαecOκ一CαγP燃S オ5cん。π05んπ一Gesellschaft

Nr．　d．　Stetigke呈tstabel茎en：　　　　　　　　　　　　宰誇在度表番号 1　　2　　3
Mi£tlere　Artenzahl：　　　　　　　　　　　平均出現忌数 43　　51　　41

Zahl　d．　Aufnah獄en：　　　　　　　　　　　調査区数 5　　　8　　　7

Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　群落区分種

Zelkova　serrata　　　　　　　　　　　　　　　　ケヤキ V軒3　V→＿3　V＋＿3

Acer　mono　f．　dissectum　　　　　　　　　　　　　エンコウカエデ V＋＿2V憧．＿21V＋＿…

parabenzoin　praecox　　　　　　　　　　　　　アプラチャン 1V÷＿I　V＋＿2　V→＿3

Staphylea　bu灘a圭da　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバウツギ V÷　　V．＋．＿2正ILト

Zanthoxylu磁plperitum　　　　　　　　　　　サンショウ 亙V苧．　　IILト　　V．←、

Carpinus　tschonoskii　　　　　　　　　　　　　イヌシデ W→．＿2　W．←＿3　HI．←一．．4

Lindera　umbella£a　　　　　　　　　　　　　　　クロモジ 1王．卜．　　W．÷．．．一2　W．．ト．．一1

Acer　mono　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタヤカエデ W→．一．3　11＋＿…　HI．←．

Quercus　mongolica　var，　grosseserrata　　　　ミズナラ 1王1．一2　11．匝3　V．｝＿3

Viola　eizanensis　　　　　　　　　　　　　エイザンスミレ II＋　　　1正1．←　　　IIL多．

Trennarten　d．　Unterelnhelt：　　　　　　　下位単位区分種

Disporu磁sessile　　　　　　　　　　　　　　　ホウチャクソウ
　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
h．ト　：1V．←　　Vう＿1：　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Prunus　incisa　　　　　　　　　　　　　マメザクラ
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
E　　：正1正．←＿2　V．…．＿2：　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Stewa「t圭a　monade1Pha　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシャラ
　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
E　　　　：N．多．　　III÷＿11　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

Cornus　controversa　　　　　　　　　　　　　ミズキ
　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱
E　　　　：W硬＿3　111．，＿3：　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Cle：na嫉s　laponica　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンショウツ“ル
　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
E　　　　：II［．｝．　　w→．　　l　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箏

Ga孟ium　japonicum　　　　　　　　　　　　　　クルマムグラ
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
E　　　　：III→．　　1H→．＿1：　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

Arten　d．　Querceεa翌ia　serrato－grosseserra亡ae： コナラーミ

　イロハモミジ

　ガマズミ

　ツリバナ

　カマツカ

　ハナイカダ

　フジ

　　　　　ヘ　マユ、　　　　　、

ズナラオーダーの種
　　　Acer　pa王matum

　　　Viburnum　dilata£um

　　　Euony鵜us　oxyphyllus

　　　Pourthiaea　viまlosa　var．　1歌evis

　　　夏｛elwing圭a　｝aponica

　　　、Vistaria　floribunda

　　　Euonymus　sieboldianus

Arten　d。　Fagetea　crenatae：

　　　Cornus　kousa

　　　Acer　palmatum　var．　amoenu擶

　　　Sasa　borealis

　　　Ligustrum　tschonoskli

　　　Acer　palma£um　var．　matsumurae

　　　Viola　bissetii

Sons匙ige　Arten；

　　　Ilex　crenata

　　　Dloscorea　tokoro

　　　Polygonum　filiforme

　　　Rosa㎜ultiflora

　　　Athyrium　niponicum

ブナクラスの種

　　　ヤマボウシ

　　　オオモミジ

　　　スズタケ

　　　　ミヤマイボタ

　　　ヤマモミジ

　　　ナガバノスミレサイシン

その他の種

　　　イヌツゲ

　　　　トコロ

　　　　ミズヒキ

　　　ノイバラ

　　　イヌワラビ

V．←＿2

111．．｝．．

IV→．

IV．｝、

w→．

iv＋

1．÷．

　　1

L．

1→．

15

1L
Il

L．

III÷

Ill．1．

IV→＿2

1V→．

IL．

V＋＿2W．÷．

V．＋．．　V．1．．．．．1

11L、　IV曇、

H．÷　w．．⊆．、

正正正　．…＿一一　1　　 111　感．．．．．　l

HL．　IL．
V．卜　III．．雪．．＿2

罫1．←一1HI．，．一1

亙1＋＿2N．．．．．．．．2

1V．ト41．←．

II．｝“　II．←、

・　　　　　V．｛．．．．．2

1．｝．．　IIL．

V．←．．．．1

夏V、．

照．＋．

II．1．

IV→．

IV．｝．．．．．．1

玉V．．←ヒ

HI．←一一1

正IL．

V．｝＿．一1

』常在度の低いものは省略　Sonstige　Arten　sind　fortgelassen

Funδor£e調査地：Berg正｛akone（Miyawaki　et　al．1969～1971），箱根
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　丹沢山地のアブラチャンーイヌシデ群落は他の森林群落に比較して占める面積は狭い。これは

渓谷沿いでも岩盤のしっかりした安定地では常緑広葉樹林のアラカシーウラジロガシ群落が生育

するからである。さらに崩壊性の不安定立地ではタマアジサイーフサザクラ群集やヤマハンノキ

群落が侵入してくる。西丹沢では渓谷ぞいの不安定斜面は特にこの傾向が著しい。また，瞬丹沢

地区の一部では斜面に生育するアラカシーウラジロガシ群落と，尾根筋のニシキウツギーヤマボ

ウシ群落との間に成立すると考えられるアブラチャンーイヌシデ群落が存在する。種組成的にぱ

乾性要素の種群が多くなり若干相違することも考えられるが，残存する現存植生が少ない群落の

ため，今回の調査では同一凡例で描かれている。

　5．　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　Dryopterio－Fraxinetum　spaethianaeSuz．一Tok．1952（Tab．32）
　ブナクラス域の斜面は褐色森林土壌におおわれブナ林が発達し，羅根部や急斜面の土壌の浅い

乾性立地には針葉樹の優占林分が生育している。谷ぞいや谷頭の嚢状地は湿性褐色森林土壌が分

布し，シオジ，サワグルミ，オビ。ウ，チドリノキ等を主体とした渓谷湿性林が谷あいに帯状に

発達する。ミヤマクワラビーシオジ群集は扇状地形を形成する流水ぞいや谷頭の湿潤地に生育す

るが，停滞水のある所では生育困難である。

　丹沢山地は関東大震災により崩壊流出土砂でシオジ林の生育地は狭くなり，現存植生では箒杉

沢，三又沢上流，三峯東南山腹の堂平など一部に限られている。難平のシオジ林は将沢を代表する

林分であろうと考えられる。自然生のシオジ林は数少なく小面積ではあるが，二次的に復元しつ

霧
携謹、

Phot．35　ミヤマクマワラビーシオジ群集の林床（西丹沢）

　　　Bodenschichtdes　　Dryo　pterio－Fraxinetu　m　　spa　eth　iana
　　　（W－Tanzawa　1200　m　U。　M）．
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つある遷移途上の林分は沢ぞいに認められる。大又沢上流の砂礫地に芽ばえたシオジは2×3m2

の枠内に46本，サワグルミ23本が算：定された。

　丹沢のミヤマクマワラビーシオジ冠註は堂平，桧洞丸，蛭ケ岳など谷頭部の凹状地に発達する

林分と，桐谷の堆積索出に生育する林分とがある。前者はオオイタヤメイゲッ，ミヤマナミキや

ナガバチ。ウチソゴケ，トヤマシノブゴケ，ヤノネゴケ等の蘇苔類によって区分される。後者は

テソニソソウ，ヒメノガリヤス，ニシキウツギ，ウツギ，ヤマハンノキ等好陽性の種群で特徴づ

レナられる。

　箱根中央火口丘は急峻で開析が進みにくい地形のため渓谷湿性林の発達は不良である。現存植

生ではシオジを欠きサワグルミも少ない。それに対してチドリノキが優乱する林分が多い。これ

は人為的破壊による二次的林分であることに起因している。二子山の礫の多い沢部の林分はムカ

ゴネコノメ，ハコネシケチシダ，マルバコンロソソウ等により区分されている。

　ミヤマクマワラビーシオジ群集の主要構成種であるシオジとサワグルミの葉は奇数羽状複葉の

形態を示している。また，樹幹は直幹であるが縦に皮目がはいっている。中性立地に生育するブ

ナの葉が倒卵形で平滑な幹であるのに対し湿潤地のシオジやサワグルミは対称的な形態を示して

いる。

　6．　イトスゲーリョウブ群集

　　Carici－Clethretum　barbi鍛ervis　Miyawaki，Ohbaet
　　Murase　1964（Tab．33）

　箱根中央火口丘の神山，駒ケ岳，1325m1際の中腹以高は樹高4～8mの低木林や亜高木林で

広くおおわれている。風衝作用が強いためリ。ウブ，オオイタヤメイゲツ，ヒメシャラなど高木

性の樹木とタンナサワフタギ，トウゴクミツバツツジ，アセビ，マユミ等低木性の樹木とが並立

して密な樹幹を形成している。林床にはイトスゲ，ヘビノネゴザ，シモツケソウ，イヌトウバナ

などの草本植物が高い植被率で生育している。特にヒメウワバミソウ，シコクスミレ，イヌヤマ

ハッカ，シロバナネコノメ，ムカゴイラクサなどの湿性肥沃地を指標する多数の種群が高湿度，

高常硬度で出現しているのが特徴である。

　中央火口丘の火山灰を母材料とした黒色で膨軟な土壌に生育するイトスゲーリョウブ群集は夏

季の霧による多湿環境と，強い風衝がブナ林の成立を阻害しているため低木林～亜高木林という

群落形態で持続群落を形成している。

　イトスゲーリョウブ群集は風衝作用が弱まった立地ではヤマボウシ，オオモミジ，ミズナラな

どブナ林構成種が侵入して移行的な組成を示す林分が生育している。この林分はヤマボウシ亜群

集に区：分されているが面積は狭い。また，風衝草原であるフジアカシ。ウマーシモッケソウ群集

に接する林分は群落高が減少し，木本植物の密生した風衝低木群落を形成しているが組成的には

区分できない。

　表日本山岳一特に火山一は夏に雲霧帯が出現し，急峻な地形と風衝の影響によりブナを欠く落

葉低木～亜高木林が発達する。県下ではニシキウツギーヤマボウシ群落やイトスゲーり。ウブ群

集がこれにあたる。箱根山地に分布が限られているイトスゲーリョウブ群集は箱根の策観を特徴

づけるとともに種組成，群落形態の特異性を兼ねそなえた貴重な植生といえる。　　　（原田）
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籔継馬

蔭籔熱弁顯羅霧
Phot．36　箱根神山のイトスゲーリョウブ群集

　　　Physiognomiedes　Caric圭一Clethretum　 barbinervis　aufdem
　　　Berg　Kamiyama　im　Nationalpark　Hakone（1438　m費、　M．）．

　7．　クサレダマーハンノキ群落

　　ゐ：y5ゼフ73α6痂α洲♂8・αr∫5　var．4α微プガ。α一A伽π5ブ吻》o癖‘α一Gesellschaft（Tab．34）

　河川の後背湿地や池畔などの地下水位の高い低地に生育する森林の一つにハンノキ林がある。

ハンノキはわが国ではブナクラス域を中心に全国に分布しているが一部はヤブッバキクラス域に

も見られる。神奈川県内では，ブナクラス域に含まれる地域は丹沢，箱根地区であるが，ハンノ

キの生える低湿地は箱根山地の仙石原湿原周辺一帯に限られている。

　仙石原湿原には現存植生で明らかにされているようにオニスゲーゴウソ群落，マアザミーミズ

オトギリ群落，カサスゲ群落，ミヤコアザミーコウヤワラビ群落などの湿原植生が生育している。

これらの中にはマアザミーミズオトギリ群落などのように自然植生として天然記念物に指定保護

されているものもあるが，中には自然植生の代償植生とみなされるものもある。ミヤコアザミー

コウヤワラビ群落はススキ草原要素とヨシ湿原要素が混在したものであるが，その生育地の周辺

にはハンノキの残存林分がわずかに見られる。この付近のハンノキは最近まで存続していたもの

であるが，伐採，火入れ，埋立てなどによって強く退行させられてしまっている。

　ハンノキの小林分が残存する付近にはマアザミ，サワシロギク，ヨシ，ミズオトギリ，ヒメシ

ダ，カサスゲ，チダヶサシ，ヒメナミキなどの，マアザミーミズオトギリ群落と共通な種群が多

く見られる。さらに，ハコネカモメヅル，クサレダマなどの草本植物に加え，局所的にズミ，イ

ヌツゲ，メギなどの湿性地生の低木類も見られる。

　現存植生からの推定では，紬石原のハンノキ群落は，種組成もすでに報告されている多摩丘陵
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のハンノキ群落に近い（宮脇他1969）。すなわち，マアザミ，ヒメシダ，サワギキ。ウなど多く

の共通性をもっている。仙石原の位置が海抜650m付近でヤブツバキクラスの上限付近にあるた

め，当然ブナクラス域，とくに太平洋側のハンノキ林との比較が望まれるが，この点に関しては

まだきわめて資料が乏しい。

　ハンノキ林の立地の特徴は沖積土壌を基盤とし地下水位の高い，平坦な泥湿地であり，周辺部

から無機栄養の供給がなく，したがって曙染立地である。低温気候下では落葉や園生は未分解の

まま堆積し，地表付近に泥炭が形成される。

　ハンノキ林の立地は，低地では古くから水田に利用されているが，高冷地ではむしろ利用しに

くい場所として，排水等によって土地を乾燥化が進み，スギーヒノキなどの植林地と化している。

ハンノキ林の立地はきわめて特殊な立地条件をそなえ，まれな種類も多く学術上きわめて貴重な

存在である。

　8。オ：ニスゲーゴウソ群落およびマアザミーミズオトギリ群落他

　　Cαr6詔4ぎ。々諮だ一Cαプ礁フ7zα読〃30厩ご戯一Gesellschaft，αアー5如η5∫θ60Z四一Trゴα46π膨3

　　ブα4》o短α〃π一Gesellschaft．

　箱根地域は，現在なお硫気噴気孔が活動する火山地形を主体としているが，火口湖の芦ノ湖の

東方に位置している仙石原地区は，周辺の山稜によって形成されるすりばち状の低地となってお

り，地下水位の高い低湿地が広がっており，海抜650m内外にある。この低湿地には，湿原が発

達し，湿原中には個体数の少ない稀な湿生植物が遺存的に生育している。湿原の中でも特に発達

した自然状態の植分は国の天然記念物に指定され，管理されている。

　湿原の植生は全般的にアゼスゲ，チゴザサ，ヒメシダ，クサレダマなどが多く，ヨシの個体数

はひかくてき少ない。立地のちがいによって大きく以下の2つの群落域に区分される。

　a．オニスゲーゴウソ群落

　湿原中を流れる水流ぞいに生育する群落でオニスゲ，ゴウソによって区分される。さらに，チ

ゴザサ，マツカサススキなどがひかくてき高い被度で出現するが，出現種類は少なく6～10種で

構成される。オニスゲーゴウソ群落の立地は流水ぎわの泥湿地で水深0～5cmあり，時に約10cm

湛水する場所にも見られる。

　オニスゲは一般にハンノキ林内またはそれに近い立地に生育する。またゴウソ，チゴザサなど

は分布や生育範囲が広いが，貧養の低湿地に多く見られる種である。したがって，オニスゲーゴ

ウソ群落は，ハンノキ林（クサレダマ一腰ソノキ群落）域に接した流水辺の自然草原であると言

える。さらにブナクラス域に限らず，ヤブツバキクラス域にも分布の可能性もある。

　b．マアザミーミズオトギリ群落

　仙石原湿原の大部分をしめる群落単位はマアザミ，ミズオトギリ，サワシロギク，ノハナショ

ウブ，サワギキ。ウなどで識別されるマアザミーミズオトギリ群落である。この群落はきわめて

多くの種類で構成される。植生高は50～70cm内外で，上記種群に加えてヒメシダ，アゼスゲな

どの種種がほぼ平均した被度で出現している。水深はほとんどOcmに近く，また一般に流動水

の影響を受けない。

　マアザミーミズオトギリ群落は，立地のわずかな差異に応じていくつかの下位単位が認められ
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Phot．37　国指定天然記念物仙石原湿原植物群落

　　Vom　K：ultusministerium∫apans　qualifiziertes翼aturdenkmal　mit　Moor－Pflanzengesellschaften

　　im　Sengokubara　in　Hakone（650　m貢．　M．），

る。アイバソウ下位単位はアイバソウ，ヌマハリイ，カサスゲなどによって区分され，水深2～

3cmのやや人為的な影響による富養泥土上に生育している。チゴザサの被度が他の区分より高

いのが特徴的である。生育地は保護区域の外にあり，無機水の供給があるものと考えられる。

　チダケサシ，イヌスギナ，ハリスゲの一種で区分される下位単位は25～50cm内外のひかくて

き草丈の低い群落である。ヒメシダの被度が高い他は局所的にアゼスゲ，イなどの高被度の植分

がある。しかし，モウセンゴケ，トキソウやミズゴケ類（ウロコミズゴヶ，オオミズゴケ）など

の中間圏原性の植物が生育することは，神奈川夢勲こも中間湿原の存在の可能性があることの証明

となる。

　マアザミーミズオトギリ群落の構成種の多くはヨシクラスに所属する種群で特徴づけられる。

したがって，これらの群落はヨシクラスに所属される。とくにマアザミ，サワシロギク，マツカ

サススキなどの種群は本州～九州のヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけての貧養な山地

湿漂に爽通して出現する種群でもある。

　以上の植物群落の他に，仙石原湿原の付近には寓栄養立地にヨシの優占植分やカサスゲ群集も

生育しているが，その生育面積はせまい。

　9。　ヌマハリイ群落他（湖沼植物群落）

　　E♂ωc加万5η3α規認α孟αvar．¢γcZooαψα一Gese圭lschaft　u，　a．

　ブナクラス域に位置する湖沼は本県では稀であるが，箱根火山地域に芦ノ湖の他にごく小面積

の湖沼がみられる。この湖沼の水源は周辺の山地よりは，むしろ降水に頼るため，雨季，乾季に

水位の変動がある。したがって富栄養詰物の種類に乏しく，植生はあまり発達しない。湖岸にそ
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って高さ50cm内外のヌマハリイが純群落を形成し，時にヤナギタデ，ヤノネグサなどの湿生一

年生植物が随伴する。

　また湖岸の泥湿地には秋季の減水時にホシクサの一種による短期一年生植物群落が見られる。

　ヌマハリイ群落の分布は箱根山地にある小形の湖沼で，通称お玉が池と精進湖の湖岸に生育し

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田）

　10．　アセビーリョウプ舞落

　　Pぽθ万5ブ妙。勉。α一CZθ彦んrα6αrう沈θプ悦3－Gese圭1schaft（Tab．35）

　箱根大涌谷周辺は硫気孔から多量：に噴出される硫化水素の影響を受けるためブナ林のような高

木林は生育できず，樹幹を屈曲させた低木～璽高木林が発達している。この林分は常縁広葉樹の

アセビが優蔑し，相観を特徴づけている。林冠はアセビのほかリョウブ，ヒメシャラ，トウゴク

ミツバツツジ，タンナサワフタギ，ナナカマド，サラサドウダン等の貧養性木本植物が数種類で

占めている。樹高は4～10mと低く，硫気孔に近づくにつれて媛生化が著しい。硫気孔からの植

生配分は裸地→ヒメノガリヤスーススキ群落→ヒメノガリヤスーヤシャブシ群落→アセビーリョ

ウブ群落→イトスゲーリョウブ群集と配列されている。これは活動中の硫気孔が停止した後の遷

移系列と同一である。

　アセビーり。ウブ群落の立地は酸性土壌となっている。これは未分解のアセビの落葉が堆積す

ることと，空気中の硫化水素が降雨により酸性雨となることが原因と考えられる。したがって，

鍵螺，

蕪適

適雌器凝灘

　　絶孟鯵
　、F羅、
　　　蹄響嚢

饗麩馨
Phot．38アセビーリョウブ群落。低木層にはコアジサイが優占している（箱根）

　　　P∫8ノ・∫5ゴ妙。漉‘α一α8‘んプα6αプう∫π8ノ・ηf5－Gesellschaft　auf　dem　Berg　Hakone．　In　der

　　　Strauchschicht　dominiert　1咳y4プα2z8・8αゐ彦πα（Hakone）．



Tab．35 アセビーリョウプ群落

P’eγf5ノαpoπ’cα一C’e置1呂γαδαrゐ’πe7切5－Gesellschaft

1．Untereinheit　von雌scαπ伽5　s1πeπsピ5　ススキ下位主擁立

2．Untereinheit　von　Sんゴ例π認αノαpoπ∫cαva「・’π’e「πLαおα｛・「ePεηs ツルシキミ下位．単イ立

Nr．　d．　Stetjgkeitstabellen：

Mittlere　Artenzahl＝

Zahl　d．　Aufnah竃nen：

総合常在度表番号

平均外数

調査掃手

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　　Pieris　laponica

　　Clethra　barbinervis

　　Lastrea　japonica

　　Enkianthus　ca田panuiatus

　　Vacciniu獅hirtum

　　Shortia　soヨdanelloides　var．　i嚢lcifolia

Trennarten　d。　Untereinheiten＝

　　Miscanthus　sinensis

　　Leucothoe　grayana　var．　venosa

　　Acanthopanax　sc量adoPhyi正oides

　　Skimmia　japonica　var．　intermedia　f．　repens

　　Fmxinus　lanug藍nosa

　　Rhus　ambigua

　　Carex　fernaldiana

　　Struthiopteris　niponica

　　Acer　micranthum

　　縫ydrangea　hirta

　　Pogonatum　contortu獅

　　Dicranum　japonicum

　　Pourthiaea　villosa　var，　Iaevis

Kenn願u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　　Rhododendron　wadanu田

　　Symplocos　coreana

　　Stewartia　monadelpha

　　Lindera　umbellata

　　Sasa　borea皇is

　　f｛ydrangea　petio皇aris

　　Acer　shlrasawanum

　　Sch量zophragma　hydrangeoides

Begleiter＝

　　Sorbus　commixta

　　Ilex　crenata

　　Calamagrostis　hakonensis

　　Hydrangea　paniculata

　　Tripterospermum　japonicum

　　Styrax　japonica

　　Vibumu田dilatatum

　　Rubus　palmatus　var，　coptophylius

Moose　u．　Flechten：

Calypogeia　tosana

Dicranelia　heteromalla

Brotherella為emonii

Cladonia　 sp噛

Plagiothec沁m　splendens

群落区分種

　　アセビ

　　リョウブ

　　ハリガネワラビ

　　サラサドウダン

　　ウスノキ

　　ヒメイワカガミ

下位単位区分種

　　ススキ

ノ＼コネノ、ナヒリノキ・

コシアプラ

ツルシキミ

アオ．ダモ

ツタウルシ

イトスゲ

シシガシラ

コミネカエデ

コアジサイ

コセイタカスギゴケ

シッポゴケ

カマツカ

上級単位の標徴種と区分種

　　トウゴクミツバツツジ

　　タンナサワフタギ

　　ヒメシャフ

　　クロモジ

　　スズタケ

　　ツルアジサイ

　　オオイタヤメイゲツ

　　イワガラミ

1籏伴種

　　ナナカマド

　　イヌツゲ

　　ヒメノガリヤス

　　．ノリウツギ

　　ツルリンドウ

　　エゴノキ

　　ガマ．ズミ

　　モミジイチゴ

蘇苔類および地衣類

　　トサホラゴケモドキ

　　ススキゴケ

　　カガミゴケ

　　ハナゴケ属の一種

　　オオサナダゴケモドキ

1　　2

22　30
3　　5

3テ．曲3V．←　3

31－3Vト3
3←』2N壁…L

21　2W塵炉3

2＋　II．卜

2＋弾312

：3．←．い

i3郵．ゴLi・

i3．・．　i・

・　　iV．レ3：

・　　：V．←一．監：

・　ilV．壷．…董i

・　　：IV．←一．3i

・　ilV．・　i

・　　：w÷　：

1．←．　1Iv栖31

・　W例i
・　ilu＋．　i

・　　：IHl　l

3　1一2　V÷一蓋

31　Vう1一2

2→．一2W監一’2

1＋「　W曇．

1略．　II　1－3

11　1＋
　　H＋一l

　　II＋

3浄　W．＋…1

2＋　V＋

3＋　　IIP－1

3　1㎜2　 11十｝1

・　　II＋

・　　II栖1

・　　II＋

・　　H1卜

3＋　III墜

3十糊2　1王十「”1

2乎一1韮K＋

3＋騰31÷

・　　II＋

畠現1餓の種は省略　Sonstige　Arten　sind　fortgelassen

調査地Fund・rte：Berg　Ka組呈yama箱根神山
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林床植物の発達は悪く，ハリガネワラビ，ヒメノガリヤス，ヒメイワカガミなどが低植被率で出

現しているにすぎない。一方，硫気孔からの蒸気で空中湿度は比較的高く，トサホラゴケモドキ・，

コセイタカスギゴケ，シッポゴケなどの癬苔類の発達をうながしている。

　箱根山地の硫気孔周辺群落には硫気孔という特殊環境にのみ生育する種はユオウゴケ以外には

認められない。アセビーリ。ウブ群落は硫化水素に対し抵抗力の強い種群が種組成を貧化させ

て生育している森林植生である。隣接群落のイトスゲーリ。ウブ群集やヤマボウシープナ群集の

構成種を含んでいることからも考えられる。

　11．　イワナンテンーヤマグルマ群集

　　LeucothetQ－TrochodendretumM童yawaki，OhbaetMurase1964（Tab．36）
　箱根大涌谷上部の冠ケ岳や神山および駒ケ岳，上二子山など中央火口丘の急峻な岩角地や露岩

地にはイワナンテン，アセビ，ヤマダルマなどの常緑植物と，ムラサキツリガネツツジ，トウゴ

クミツバツツジ，サラサドウダンなどのツツジ科植物によって特徴づけられるイワナソテソーヤ

マグルマ群集が生育している。イワナソテンーヤマグルマ群集は露岩地や岩塊乱積地という環境

条件のきびしい貧養立地に生育しているため，群落構成樹種はいずれも競争力が弱く，種の生態

的生育域が生理的最適域からはずれている種群が多くみられる。

　神山の海抜1200～1250mの崖錐上に生育するイワナソテソーヤマグルマ群集はヤマダルマを

欠きリ。ウブとアセビによって樹冠が形成され，相観的にはイトスゲーり。ウブ群集に類似した

林分が認められる。この林分は典型亜群集として区分された。海抜1160m以下の神山，冠ケ岳，

上二子山の岩角地にはヤマダルマ，アオハダ，ナナカマド，フジハイゴケなどを区分種としたヤ

マダルマ亜群集が生育している。このヤマダルマ亜群集がイワナソテソーヤマグルマ群集の中核

部を形成しているものと考えられる。

　イワナソテンーヤマグルマ群集は今日まで宮脇ら（1969）の箱根山での報告以来，神奈川県は

もとより他地域からの発表資料もない。イワナンテンを伴った岩角地のヒノキ型森林は我々によ

って奥多摩や紀伊半島で確認されているが，いずれも樹冠はツガ，コメツガ，トガサワラ等の常

緑針葉樹から構成されている。

　標徴種のイワナンテンはウラバグサ，コイワザクラ，ハコネランと共に窟士火山帯と紀伊半島

に分布の中心が見られる（木原編1971）。したがって，紀伊半島にもイワナソテソーヤマグルマ群

集に類似した群落の存在が考えられるが，箱根地域特有のムラサキツリガネツツジを重視し，さ

らに岩角貧養地における夏緑広葉樹林の特異性や種類組成を考慮するならぽイワナソテソーヤマ

グルマ群集は地域群集としての独立性が強いといえる。

　イワナソテソーヤマグルマ群集は現存植生と潜在自然植生との生育域が一致している土地的終

局群落である。

　紐．　ヒメノガリヤスーススキ群落

　　Cα♂α窺α8705間脳ん02z82z5∫5＿M∫50α7π加55ガπ6π5∫5－Gesellschaft（Tab．37）

　箱根には，古くからの硫気噴出の影響を受けて，大涌谷，早雲地獄，硫黄地獄の三つの硫気荒原が

発達している。なかでも大涌谷はその規模が最大で，その硫気孔周辺という特異な状況のもとで広

大な硫気荒原植物群落を形成している。硫気孔のごく近くは，高い地温と酸性土壌の影響で植生
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Tab。37 ヒメノガリヤスーススキ群落

Cα‘α魏α8ゲos置’3んαん。πeπs∫s一ム4∫scαη読拐s　5ぬeπsどs－Gese1韮scha｛t

Nr．　d．　Stetl帥e｛£stabellen：　　　　　総合常在度表番号 1　　2
Mittlere　Ar匙eRzahl＝　　　　　　　　平均種数 8　　　7

Zahl　d．　Aufnahmen：　　　　　　　　　　調査区議 5　　　9

Trennarten　d．　Gesellschaf毛：　　　　　群落区分種

Mlsca煎hus　sineRsls　　　　　　　　　　　ススキ・ V3～5　V＋一5

Calamagros乞is　hakonensis　　　　　　　ヒメノガリヤス V2｝31Vト4

Trennarten　d．　Untereinheiten　l　　　　下位単位区分種

Jungermannla　thermamm　　　　　　　　チャツボミゴケ

bladon圭a£he沁phlla　　　　　　　　　　　ユオウゴケ

　　一　　　　一　　　■　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　■

@　「　　　　　　　　　　　　　　1
E　　IV略…3；　　：　　　　；

o　ilV牽…4i　　脚炉　曹　”　胃　曹　”　簡　曽　凹，

Krautpflanzen　　　　　　　　　　　　草本植物

Pdygonun】cuspjdat装m　　　　　　　　　　　　イタドリ V．ト2111＋『3

Lastrea　laponica　　　　　　　　　　　ハリガネワラビ lII＋　II＋皿1

Carex　lanceolata　　　　　　　　　　ヒカゲスゲ III　1垂』2　・

Baum凶a職zen　　　　　　　　　　　　木本植物

Hydrangea　paniculata　　　　　　　　　　　ノリウツギ V．ト21111－3

Cl蕊hra　barbinervis　　　　　　　　　　　　リョウブ 1王＋　W＋一2

Enki闘thus　perulatus　　　　　　　　　ドウダンツツジ II→．　II　1－2

Pieris　japonica　　　　　　　　　　　　アセビ 玉．季巾　1王＋…！

Rhododendron　wadanum　　　　　　　　　　i・ウゴクミツバツツジ F凹　IF－1

Vaccini疑m　small量i　var，　glabrum　　　　　　スノキ 1＋　王P－2

Symplocos　coreana　　　　　　　　　　タンナサワフタギ ・　　II＋㎜1

A】nus　siebo］diana　　　　　　　　　　　オオバヤシャブシ 至1　　11

コ口ucothoe　grayaRa　var．　venosa　　　　ハコネハナヒリノキ 王墜　　1＋

常在度の低いものは省略　Sonstige　Arten　sind　fortgelassen

調査地Fundor£e：｝｛akone　Ohwakidani箱根大涌谷

は見られず，裸地となっているが，その周辺はススキ，ヒメノガリヤスを主体とした群落によっ

て占められている。硫気にもっとも強い耐性を持つススキは，なかでも硫気孔にいちぼん接近し

て見られ，現在活動中の硫気孔周辺では，ほとんどススキのみの群落となっている。少し離れる

と，ススキの他にヒメノガリヤス，フジイタドリ，ハリガネワラビなどの草本植物や，リ。ウ

ブ，ノリウツギ，アセビなどの木本植物が見られるようになり，硫気の影響から遠ざかるにした

がい，生育する種数は増加し群落は多層化してくる。

　神山の北嶺に位置する大涌谷は，風衝をうけて低木林が発達し，硫気の影響がなけれぽ本来ブ

ナ林域におけるイトスゲーリョウブ群集が形成されると考えられる。硫気孔は短期間に移動する

ので，その活動のためほとんどススキを主とした草本植物で占められていた立地も，移動後は次

第に植生が回復し，ヒメノガリヤス，イタドリが多く見られるぶラ．になり，．リ図ウブ，ノリウッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　リギなどもかなりの大きさに生長する。硫気活動の影響が弱まるにしたがい，アゼビーリョウブ群

落におきかわり，さらにイトスゲーリ。ウブ群集に移行するものと考えられる。
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　13．オノエランーハコネコメツツジ群集

　　Orchi－Rhododendretum　tsusiophyllae　Miyawakl，
　　Ohba　et　Murase　1964（Tab．38）

　箱根山地の駒ケ岳，冠ケ岳，二子山，金時山や丹沢山地の蛭ケ岳，桧洞丸，三ツ峯等の岩壁や

露岩地にはハコネコメッッジ，ベニバナツクバネウツギ，ヒメイワカガミ，ウラバグサ，ハコネ

ギクなどから構成される風衝綾生低木群落が団塊状に生育している。特に箱根山域の二子山や駒

ケ岳で発達した植分が見られる。この群落は上記植物のほかにフジアカショウマ，キンレイカ，

オノエラン等を標徴種や区分種としてオノエラソーハコネコメッツジ群集としてまとめられてい

る（宮脇・大場・村瀬1969，宮脇他1972）。群落構成種は植物地理学上興味深い，富士・箱根

要素やフォッサ・マグナ要素の植物に富んでいる（原・金井1958，前川1949）。また，同質の群

落は寓士火山帯の愛鷹山，天城山，伊亜七島（神津島，三宅島，御蔵島）や秩父山地にも認めら

れている（松浦1966，大場1971）。

　箱根駒ケ岳のオノエランーハコネコメッツジ群集域は草原中の露岸地のためトクガワザサが侵

入している。コイワザクラ，オオバギボウシ，コタヌキラン等によりコイワザクラ亜群集として

区分される。周辺の草原はトクガワザサ型のフジアカシ。ウマーシモッケソウ群集である。

　二子山や金時山ではトウゴクミツバツツジ，リョウブ，イヌツゲ，サラサドウダンなどの木本

植物が多く生育するイヌツゲ亜群集が発達する。二子山では幅50m，長さ150m前後の大群落が

Phot，39箱根駒ケ岱のオノエランーハコネコメツツジ群集

　　　Orchi－Rhododendretum　tsusiophyllaeaufdemG三pfel
　　　des　Berges　Komagadake　in　Hakone（1350　m　U．　M）．
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風衝とつりあった持続群落を形成している。隣接群落はヤマボウシーブナ徽集やニシキウッギー

ヤマボウシ群落である。これはブナ林やイワナンテン～ヤマダルマ群集内には露岩地や岩壁があ

ると，そこに低木類を混じえたオノエラソーハコネコメツッジ群集の断片が生育しているのと同

様と考えられる。

　14，　フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　Astilbo－Filiρenduletun　mult三jugae　Miyawaki，
　　Ohba　et　Murase　1964（Tab．39）

　表日本型気候に支配されるブナクラス域には冬季雪積量が少ない山頂部や稜線沿いに風衝草原

が発達する。多雪地域では雪崩草原や雪田草原が形成されるのと同様に強風のため森林の生育が

さまたげられ，風衝作用とつりあった自然草原が局地的にみられる。丹沢，箱根山地の火山灰を

母材料とした立地にはササ類やイネ科植物を主体とした風衝草原が認められる。この草原がフジ

アカショウマーシモツヶソウ群集である。

　フジアカシ。ウマーシモッケソウ群集は風向斜面の尾根や山頂付近に典型的な植分が広がって

いる。優占種は丹沢ではヒメノガリヤス，カリヤスモドキ，カリヨセザサで，箱根ではトクガワ

ザサとミヤマクマザサである。ササ類が中心となっている草原ではササの地下茎や根群がネット

状に張りめぐり，木本植物の侵入を翻馨している。

縛
灘ぴ潜「

Phot．40箱根二子山の鳥瞳。中腹より上部はイトスゲーリョウブ群集，明色はフジアカショウマーシモツ
　　ケソウ群集。下部の暗色はスギーヒノキ植林。Blick　auf　den　Berg　Futago（1090　m廿．　M．〉．

　　AufdemGipfelwachstdas　Orci－Rhododendretum　tsusiophyllae．　Die
　　hellen｝langesindmitWiesendes　Astilbo－Filipenduletum　磁ultilugae
　　bedeckt．　Die　dun藍el鷺unteren　Hange　tragen　Aufforstungen　mitαッμηz召1・如。ゴ＠o／z盛。αund
　　C乃α22zα召。ツカαプ250み彦7’3¢。
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　丹沢山地のフジアカショウマーシモッケソウ群集は丹沢山，不動ケ峯，蛭ケ岳の主脈稜線から南

西斜面の海抜1400m以上を中心に分布している。一部，ニノ塔や鳥尾山山頂部にも成立すると考え

られる。低木を混生した草原は森林への遷移初期の群落であるが風衝作用とつりあった持続性の

ある四聖と考えられる植分はフジアカシ。ウマーシモッケソウ群集として植生図化されている。

　箱根山地では駒ケ岳山頂から酉斜面にかけての風望地，二子山，神山の風越鞍部にはミヤマク

マザサ，トクガワザサ，ハコネメダケなどが優申するミヤコザサ型のフジアカシ。ウマーシモッ

ケソウ群集が生育している。フジアカショウマーシモツケソウ群集は丹沢山地ではブナ林や崩壊

地植生のフジアザミーヤマホタルブクロ群集と接続し，箱根山地ではやマボウシーブナ群集，イ

トスゲーリ。ウブ群集，アセビーリ。ウブ群落に隣接して成立する。

　15．　フジアザミーヤマホタルブク自群集

　　Cirsio－Campanuletum　hondoensis　Miyawaki，Ohba
　　et　Murase　1964（Tab．40）

　丹沢山地，箱根外輪山および駒ケ岳や神山等の箱根中央火口丘には小面積ながら各所に砂礫崩

壊地が認められる。このような崩壊地には崩壊土砂の埋積に耐えながらフジアザミ，ヤマホタル

ブクロ，フキ，イタドリなどの多年生草本植物がきわめて低回被率で斑紋状の群落を形成してい

る。神奈川県下の海抜高500m以上の山地崩壊斜面は日本のアザミ属中最大の大きさを誇るフジ

アザミによって特徴づけられるフジアザミーヤマホタルブクロ群集としてまとめられている（宮

脇・大場・村瀬1964，1969，宮脇他1972）。

　フジアザミーヤマホタルブクロ群集域に生育する植物にとってもっとも決定的な影響を与える

のは絶えず移動する“動く基盤”である。移動がきわめてはげしい所ではいかなる植物の生膏も

困難であるが，土砂の移動が減少するにつれフジアザミーヤマホタルブクロ群集をはじめとする

崩壊地草本植物群蕩が形成されてくる。したがって，フジアザミーヤマホタルブクロ群集を構成

する植物群は崩壊土砂の二心に耐えることができるという制限要医；によって規定されている。

　関東大震災により四域各所に自然崩壊地を形成した丹沢山塊や箱根山域は震災以後も二次的崩

壊が引き続いている。このような山地崩壊地は植物の生育基盤となる土砂などの基物が移動しや

すいため木本植物は侵入できず持続群落としてフジアザミーヤマホタルブクロ群集が存続する。

また，人為的に形成された崩壊裸地でも安定化への徴候がない立地では潜在的にはフジアザミー

ヤマホタルブクロ群集しか支えることができない。

　フジアザミーヤマホタルブクロ群集のように基物の移動という絶対的なきびしい制限要因下に

生育する草本植物群落は特定な代償植生を有していない。これは一面的で極端な環境に生育する

下物群落一特に海岸砂丘植物群落，塩沼地植物群落，高山荒原植物群落など単層植物群落が主体

一では種子が散布されても，その立地で開花，結実できる種群は制限されてしまうからである。

したがって，立地の安定化が進行しない崩壊地のフジアザミーヤマホタルブクロ群集は一度自然

植生が破壊されると，再び元の草本植物群落に回復できず四丁化するか，自然植生構成種の減少

した断片的なより単純群落へと後門する。

　神奈川県下の潜在自然植生としてのフジアザミーヤマホタルブクロ群集は現存植生以外では火

山崩壊地または山地に二次的に生じた裸地にしかその生育域は認められない。　　　　　（原田）



正51

7ab．40

1

2

3

フジアザミーヤマホタルブクロ群集

Cirsi。一Campanuletum

．Subass．v
，tyPlcum
，Subass．v

hon｛圭oensis

onChrysanthemummakinoi
婁廷量型｝：H羽洋集

onAsterageratoidesvar．
Nr．　d．　Ste藍gkeitstabe韮len：

Mittlere　Artenzah1：

Zahl　d．　Aufnahmen：

総合常在度表番号・

平均回数

調査区数

1

9

9

リュウノウギク亜群集

ovatUS

2

4

9

3

11

8

ノコンギ’ク亜群集

Kenn－u。　Tren臓arten　d．　Ass．　u．　Verb．；

　　　Cirsium　purpuratum

　　　Rub慧s　hirsロtus

　　　IXeriS　StOlOnifera

　　　Campanula　puncta皇a　var．　hondoensis

　　　Pe£asites　japon呈cus

　　　Carex　satsumensis

Trennarten　d．　Subass．＝

　　　Chrysanthemum　makinoi

　　　Rubus　palmatus　var，　coptophyllus

　　　Spiraea　japon｛ca

　　　Aster　ageratoides　var．　ovat穫s

　　　Arte痛sia　princeps

　　　Youngia　den一三culata

　　　Patrinia　villosa

Sonstige　Ar£en：

　　　Polygonum　c慧spidatum

　　　Clematis　stans

　　　MiSCanthUS　SinenSiS

　　　Weigela　decora

　　　Hypericum　hakonense

　　　Boehmeria　spicata

　　　Rosa　luciae

　　　Carex　klotensis

　　　Calamagrostls　hakonensis

　　　Astilbe　thunbergii　var，　fulisanens玉s

　　　Polygara　japonica

　　　Macleaya　cordata

　　　Prenanthes　acerifolia

　　　Aralia　cor6ata

　　　Rubus　crataegifolius

　　　Boehmeria　tricuspis

　　　Viola　grypoceras

群集

　　　フジアザミ

　　　バライチゴ

　　　イワニガナ

　　　ヤマホタルブクロ

　　　フキ

　　　　　　　　　　　　　アフフシバ

亜群集区分種

　　　リュウノウギク

　　　モミジイチゴ

　　　シモツケ

　　　ノコンギク

　　　ヨモギ

　　　ヤクシソウ

　　　オトコエシ

その他の種

　　　イタドリ

　　　クサボタン

　　　ススキ

　　　ニシキウツギ

　　　コオトギリ

　　　コアカソ

　　　ヤマテリハイノバラ

　　　テキリスゲ

　　　ヒメノガリヤヌ、

　　　フジアカショウマ

　　　ヒメハギ

　　　タケニグサ

　　　フクオウソウ

　　　ウド

　　　クマイチゴ

　　　アカソ

　　　タチツボスミレ

・群団の標徴種と区分種

1二｛畳現1回の種は省略　Sonstige　Arten　sind　fortgelassen

調三査地Fundorte　l　Berg　Hakone　u，　Berg　Tanzawa箱根内．輪［⊥1，

V．卜一2　W÷一1　W・畢・一3

N．＋．｝1V母’1W1…3

V．ト2HI＋一1111．卜2

w．トー1　HI→『一’三　II．←一1

111．．トー1　・　　　　II．｝．一l

IHや『㎜1　・　　　　H＋｝1

iw．←　・

iw＋一・・

lHI’｝「　　　・

　●　　　　　　　　　　　　　　　o

　，　　　　　　　　　　　　　　　，

　o　　　　　　　　　　　　　　　■

1．ラ．．　・

HI．＋．

III＋

II．ト

II．．｝．

II．→．

II．卜．

1内卜

P．

1争

1．卜

●

o

o

●

王1．．←

o

●

陰

●

●

r←．

o

o

I＋

1＋「

●

・

・

　，

　●

　o

コ　　　　　　　　　　　　　　　　

lw愛　：
1　　　　　　　　　　　　　　　脚

ロ　　　　　　　　　　　　　コ

lw’i「…1：
酢　　　　　　　　　　　　　　　I

r　　　　　　　　　　　　　l

ぴ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：Ilrト……1
箏　　　　　　　　　　　　　　　【

ロ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

コ　　　　　　　　　　　　　や

・III＋　・
幽　　　　　　　　　　　　　　　「

IV÷｝2

1．｝．

1「卜

IP．

1．．｝』

．

6

陰

H＋

王＋

1弓』

1．拳

1＋

II＋

II』ト

1王→内

1玉＋

外．輪山および丹沢山塊



152

「，

　　　　　、　　　　　ρ

ﾌ｝凸覧
R　　●8．

　　　　　　　　　　Q

@　　　　　　　　o

@　／　●　●●
ﾌノ“　。％　σ、／・　　　　　　（’・　　　　　　　　　　　　＼

　　　’噌　　、ノ》

_卜　、

@、　L

　　　　　　　、o●o　　　　　　　●　　　　’の

@　　　　　　1　　　，
@　　　　　　”f、

O筑
6，・●，
﨣凵t　　1　♂

○

＼

Fig．25　フジアザミの分布（高橋1971）

　　Verbreitungskarte　von　C∫ノ額z〃π

　　ρzびμ‘ノη彦～〃π（nach　Takahashi　l971＞．

1

し　t

／k

の

｝〉

　、1　●

4

ワζ　ノ

　　ンく」禽・。・’亀・

、．＝ 義　●

　2　●）　．⊃濃轡
ぐ

一

。 △

▲

亀

　　　　　　　　　　　　　　ム｝　　　t

Fig，26　ヤマホタルブクロ（●〉とシマホタルブクロ

　　（▲）の分布（高橋1971）．

　　Verbreitungskarte　von　C卿ψα7zz‘♂αμ〃～o’α’α

　　var。乃・2～4・8刀5ε5（●）und　C．ρz〃～・鰯αvar．

　　ノ漉。ノη602～如（▲）（nach　Takahash至1971）．

1

　〔C〕地域別潜在自然植生　Potentiell　na轍rliche　Vegetation

　1．三　浦　半　島

　　Halbinsel　Miura

　　1）自然環境

　地形：神奈川県南東部に位置し，約20km海へ突出した三浦半島は，海抜2421nの大楠山をはじ

めとして，鷹取山（Bgm），二子山（209m），武山（202m）など丘陵性の山地がそれぞれ東西

方向に走る。また，これと平行に田越川，平作川，下山川などの河川が谷を刻んでいる。半島

北部の鎌倉では，大平山（150m）など高度約100mの山地の間を滑川が流れ低地を形成してい

る。半島南部では高度30～80mの海蝕台地（小原台，宮田台地，三崎台地〉が発達する。また海

岸線は大半が屈曲の著しい岩石海岸であるが，鎌倉，逗子，葉山，武LLi，宮田，久里浜，大津な

どには砂浜海岸がみられる。

　地質：半島中央部の二子山地，武山山地々こは，第三紀の堆積岩からなる葉山層群が帯状に分布

し，その北側の鷹取山や大楠山地には三浦層群が重なっている。また半島南部や：東部には洪積世

の宮田層，大津層の上を関東ロームが覆っている。
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　土壌：宮細台地や三崎台地には黒ボク土壌の堆積がみられるが，半島の大部分が褐色森林土壌

でおおわれている。沖積地には，グライ土壌や灰色低地土壌もみられる（経済企画庁土壌図IH，

1969）。

　気候：年平均気温が半島南端の灘崎で15．80C，横須賀で15．3QC，鎌倉では15．1。Cである。

同様に年間降水量は剣崎で1486mm，横須賀1515mm，鎌倉1689　mmである（神奈川県農政部，

統計期間1966－1970）。

　　2）　潜在自然植生概観

　黒ボク土壌が堆積し，現在畑として耕作されている台地上には残存する自然植生は皆無であ

る。畑の境界域に帯状に植栽されたわずかな樹木や，その下に生育する低木植物，草本植物から

の潜在霞然植生判定はかなり困難であった。境界木として植栽されている種類は，スダジイ，タ

ブノキ，マテバシイ，ケヤキが主であり，その林床にはイノデ，ヤマイタチシダ，ヤブコウジ，

ヤブランなどのシイータブ林要素が生育している。地形・地質的には隣接する大楠山系，武山山

系とは明らかに区分され，城ケ島まで伸びる隆起海岸とも異なる。温暖な気候下においてローム

堆積の厚い肥沃な黒ボク土壌上に，潜在自然植生としてどのような植物群落が推定されるか，十

分な検討が必要である。周辺に残存する植生から推定できる植物群落は，ヤブコウジースダジイ

群集典型亜群集及びアカガシ亜群集，イノデータブ群集，ウラジロガシーアラカシ群落，シラカシ

群集などである。まずシラカシ群集については，厚い黒ボク土壌の堆積により，土学的には可能

であっても，土地的（位置的）には，海岸性気候の圏内にあり，より暖帯性のしかも海岸性気候に

適した穂こ圧倒されると考えられる。次にウラジロガシーアラカシ群落について，ウラジロガシ

もアラカシも本来の立地要求度は高く，深層肥沃な立地で良く生育するが，工種との競争におい

ては自然林崩壊後の山地尾根部や母岩の露出した山腹斜面などに持続群落として生育し，三浦半

島台地上で潜在自然植生となりうる可能性は少ない。更にヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜

群集は，逗子市神武寺の山地尾根部に近いなだらかな斜面の比較的土壌の厚い立地に生育してい

る。起伏のゆるやかな台地ということでアカガシが優残する可能性もあるが，砂礫台地の良好な

透水性（排水性）によってより透水性を好む植生におきかわると推定される。最後にヤブコウジ

ースダジイ群集典型亜群集とイノデータブ群集について，現存する畑の境界木や屋敷林から推定

すると，そのいずれも可能性がある。大楠山系，武山山系などの尾根や凸地に生育するヤブコウ

ジースダジイ群集典型亜群集の立地は，山地の町すじや凹地に発達するイノデータブ群集のそれ

に比べてより乾冷帯養である。畑として長い間，人問の管理を受けてきた台地には，その成立時

期が約1万年前（松井1965）と考えられるイネ科植物の草原に由来した黒ボク土壌が約1磁の厚

さで堆積しており，このような立地の潜在自然植生を判定する上で重要な要因となる。内陸洪積

台地上でのシラカシとスダジイの育地の奪い合いと同様に，生理的にはスダジイが分布しえて

も，生態的に透水性の良い湿性肥沃な黒ボク土壌に適したタブノキとの競合には不利であると判

断される。したがって，一般に土壌が厚く，中空ないし，富養で，やや陰湿の日陰を好むイノデ

ータブ群集が潜在自然植生として平坦な台地に生育すると判定される。しかし，現在畑や裸地化

している台地一ヒに直接，イノデータブ群集の構成種によって潜在自然植生を顕在化するためには

種子や二軍の密植などによって，できるだけ速かに群落の安定度を高め，森林気候を保たせるこ
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とが望まれる。

　武山山系，大楠山系，二子山系，鎌倉八幡宮裏山の山地尾根部や凸地には現在も小面積ではあ

るが，ヤブコウジースダジイ群集が生育する。表土を除去して大規模造成を行なった以外の山地

斜面では，ほぼ全域ヤブコウジースダジイ群集が潜在自然植生として推定された。また山地谷部

や凹地，沖積低地を埋立てた市街地などは，タブノキ，ケヤキが優占し，イノデ，ミゾシダ等の

湿生種が生育するイノデータブ群集が推定された。地下水位の高い沖積低地水田放棄地は，クヌ

ギーハソノキ群落，現在も水田となっている地域や常に停滞水があるような低湿地はハンノキ群

落が潜在自然植生と推定された。

　　3）潜在自然植生単位と配分

　（D　ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集：現在オニシバリーコナラ群集が生育する地域の

うち，山地尾根部や山腹凸状斜面はヤブコウジースダジイ群集の潜在自然植生域である。残存す

る林分は小面積ながら大楠山，武山，神武寺，観音崎，鎌倉山，西御門，七里ケ浜，材木座，暑

瀬などにみられる。ヤブコウジースタジイ群集は高木層にスタジイが優占し，亜高木層にはスダ

ジイ，タブノキ，ヤブニッケイ，アラカシなどが生育する。低木層にはモチノキ，ヒイラギ，ア

オキなどの常緑性植物が高植被率で生育するが，草本層にはジャノヒゲ，ヤブコウジ，シュン

ランなどが低植被率でみられる。残存する植分の立地はイノデータブ群集に比べて乾性・貧養で

あるが，E体を全国的にみると海岸から内陸までの広範な地域に生育域を有する（賀来1950，

吉岡1954，Yoshioka　1962，越智1962，　Yamanaka　1962，鈴木・森1963，伊藤1968）。

Phot．4！社寺林として残存するヤブコウジースダジイ群集の風衝型（横須賀市野比＞

　　　Als　Tempelwalder　noch　erhaltene　windgeschorene　Bestande　des　Ardisio－

　　　Casta　nopsietu　m　　siebQldii　（Yokosuka，Nobi）．
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　（2）　ヤブコウジースダジイ群集アカガシ彌群集：ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の立

地よりローム堆積が浅いが表層土形成の良い地域にはアカガシ，ウラジロガシ，カンアオイなどを

区分種とするアカガシ亜群集が潜在自然植生として判定される。残存する植分は逗子市神武寺，

鎌倉市材木座，腰越にみられるが，三浦半島内にその潜在自然植生域は少ない。

　（3）　ヤブヲウジースダジイ群集（表層土が復元された場舎）：大規模な土地造成が行なわれた

所では，豊富な養分を含む表墨継が谷底に埋められ，代わって表層には母岩が露出している。特

に三浦半島や鎌倉では，宅地開発のための造成がスダジイーヤブコウジ群集潜在自然植生域で著

じるしい。このような地域では表層土を復元（客土）することによって本来の立地を回復させる。

　（4）　ホソバカナワラビースダジイ群集：ホソバカナワラビ，オオバノイノモトソウ，コモチ

シダ，ジュウモソジシダ，ベニシダなどのシダ植物が豊富に生育するホソバカナワラビースダジ

イ群集は，高木層にタブノキとスダジイが優曝し，立地的にもやブコウジースダジイ群集とイノ

データブ群集の中間的性格である。逗子市神武寺に分布域北限の植分として断片が残存する以外

には，王難半島では潜在自然植生域が認められない。ホルトノキ，フウトウカズラ，イズセソリ

。ウ，タイミソタチバナなどを標徴種および区：馬歯としている。

　（5）　イノデータブ群集ケヤキ亜群集：三浦半島のほぼ全域に分布するオニシバリーコナラ群

集生育地やスギの植林地，モウソウチク林内での凹状斜面や土壌の厚い湿性立地は，イノデータ

ブ群集ケヤキ亜群集の潜在自然植生域である。残存植分は横須賀市武山，三浦富士山，逗子市二

子山，桜山，鎌倉市菓福寺，材木座，腰越などにみられる。ケヤキ，干ノキ，ムクノキ，ミズキ

などの落葉性樹種を高木層に混生する特徴ある相観を示す。三浦半島ではイノデ，オオバジャノ

ヒゲ，キチジョウソウ，イヌガヤが識別種である。

　（6）イノデータブ群集典型亜群集：海岸沿いの沖積低地や台地の崖錐地などで土壌の厚く堆

積した湿潤な地域がイノデータブ群集典型亜群集の潜在自然植生域である。ケヤキ亜群集が多く

の落葉性歯群を混生するのに対して，典型亜群集はその構成種が常緑機種群で占められている。

　（7）　マサキートベラ群集：海岸断崖地のイソギクーハチジョウススキ群集の後背地や海岸砂

丘低木群落チガヤーハマゴウ群落の後背地は，風衝低木群落であるマサキートベラ群集の潜在分

布域と判定される。トベラ，マサキ，マルパノシャリンバイ，クロマツ，オオバイボタを標樹種

とし，より内陸に発達する海岸林のマント群落的性格をもつ。

　（8）　シラカシ群集典型亜群集：事忌ロームを厚くかぶった地域の黒ボク土壌上に生育するシ

ラカシ群集は半島部では認められないが，半島つけ根の鎌倉では，浄智寺，関谷，城廻付近の山

地に断片的に典型亜群集が残存する。シラカシ群集は，広く内陸にその分布域を持ち，海岸部で

はやブコウジースダジイ群集におきかわっている。

　（9）イロハモミジーケヤキ群集：渓谷部ぞいの斜面下部の不安定な土壌上や河辺の流域に

は，イロハモミジーケヤキ群集が潜在自然植生として判定される。高木層，亜高木層にはイロハ

モミジ，ケヤキ，ムクノキ，ミズキなどの湿生落葉樹が約20mの高さで優逸するが，低木層，草

本層には常緑性種群が生育する。

　（io）　コクサギーケヤキ群集：小河川沿いの地下水位の高い湿性立地は，高木層にケヤキ，低

木層にコクサギ，草本層にイチリンソウ，ニリンソウ，ヤマブキソウなどが生育するコクサギー
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ケヤキ群集の潜在自然植生域である．三浦半島では森戸川，前田川上流の渓谷沿い斜面下部がコ

クサギーケヤキ群集域と判定される。

　（1D　ハンノキ群落：現在水田及び水田放棄地となっている低湿地で常に停滞水がある地域

は，ハンノキ群落の潜在自然植生域である。高木層にハンノキ，低木層にイボタノキ，草本層に

ミゾソバ，チゴザサ，サワギキョウ，オモダカなどの湿生種群が生育する。

　（12＞クヌギーハソノキ群落：水田の埋め立て地，河川の高水敷などの排水不良な湿性地に

は，高木層にハンノキ，クヌギ，エノキが優占するクヌギーハソノキ群落が潜在自然植生として

判定される。ハンノキ群落の立地ほど湿性ではないが，排水が悪いためクヌギーハソノキ群落構

成種以外の植物は，根腐れを起こして生育できない。

　（13）チガヤーハマゴウ群集（砂丘低木群落〉：砂丘草原の後背地で砂の移動がおさまった地域

は，チガヤ，ハマゴウ，テリハノイバラ，オニシバなどが生育するチガヤーハマゴウ群集の潜在

自然植生域である。砂丘が安定し，腐植も増加しているため，木本植物の侵入もみられる。内陸

に発達するクロマツ林やマサキートベラ群集の立地形成に重要な役割を果たしている。三浦半島

では長浜に生育が認められる。

　（14）ハマグルマーコウボウムギ群集他（砂丘草原〉：海岸砂浜で常に砂の移動がみられる地域

には，汀線側から内陸に向かって，オカヒジキ群落，ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグル

マーケカモノハシ群集，ハマグルマーオニシバ群集の配列が潜在自然植生として判定される。各

群集は砂の移動に対して強く根系を維持する砂丘形成植物から構成されている。

　（15）　ウラギククラス他（塩沼地植生）：波の静かな入江や河口で，定期的に海水または半かん

水が侵入する砂湯地は，ウラギククラスの潜在自然槙出域である。海水に浸る時間や淡水の流入

する度合によって異なった植物群落が生育する。港湾改修や干潟埋立てなどにより，現在その潜

在自然植生域は狭められている。残存する植分は江奈湾，毘沙門海岸，天神島などにみられる。

　G6）イソギクーハチジ。ウススキ群集（海岸断崖地植生）：海岸断崖地には，強塩風や直射光

に適応した種類で構成されるイソギクーハチジ。ウススキ群集が潜在自然植生として生育する。

草本植物からなる風衝草原であるが，土壌堆積のみられる所では，マサキ，トベラ，マルバノシャリ

ソバイなどの木本種群の侵入が認められ，より内陸部のマサキートベラ群集へ移行する。岩石海

岸の多い三浦半島は，海岸線をイソギクーハチジョウススキ群集で，保全していると言えよう。

　Q7）　ウキヤガラーマコモ群集：池や沼には抽水植物群落であるウキヤガラーマコモ群集が分

布する。水深30～80cm前後の深さにヨシ，ウキヤガラ，マコモなどの高茎草本植物が高さ120

～250cmで生育する。浅い所から深い方へ，水深に対応して優占種がウキヤガラからマコモへ

と代わる。その他，ガマ，フトイ，ハソゲシ。ウなどが生育する。

　（18）　ウキクサクラスおよびヒルムシロクラス：開放水域は，ウキクサ類やヒルムシロ類など

や浮葉植物で構成されるウキクサクラス及びヒルムシロクラスが潜在自然植生である。水質の変

化や水流によって消長のはげしい群落であるため，水質汚染（有機物による）の指標ともなる。

　　4）土地利用の変遷と原植生，現存植生及び潜在自然植生

　文化衆心域において外部からの人為的τ1三1力が停止した時，現在その立地でどのような白然葡

生を支え得る潜在能力をもつを持っているかを考察し，表現したものを潜在自然植生という
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Phot．42激こはり出した埋立地と工場群（横浜市鶴見区）。

　　　Auf　dem　durch　Trockenlegu且g　gewonnenen　Neuland　stehen　dichte　Industr二eanlagen

　　　an　der　Bucht　von　Tokyo（孚urumi・ku，　YQkohama＞．

（T廿xen　1956，　Schm圭th鵬en　1961，　Braun－Blanquet　1964他）。人間の影響が土地的（地史的）に

も，気候的（大気候及び小気候）にもおよび，その結果土地的，気候的自然条件に質的な変形をも

たらすと，潜在自然植生はもはや，原植生とは一致しない，人間の自然破壊が地球表層の形質その

ものに変化を与える以前の土地利用形態では，自然界の秩序の中で自然との調和のもとに土地利

用が行なわれていた。従がって当時の潜在自然植生は自然の土地的条件をそのまま反映したもの

であったため，原植生にかなり近かった。しかし生態系の枠の中からはみ出した人間のすさまじ

い諸活動は，本来の自然立地能力を低下させ，局地的には自然の土地的条件を少しも残さない程，

環境条件を変形した。山の斜面を切りくずして急斜地につくられた造成地，自然の海岸線を埋立

てて海にはり出した人工立地など，人間の手によって形成，変形された文明景観（ZMIisations－

landscha鋤の中の自然環境（立地）把撤こは，潜在自然植生の概念が必要となってきている。

　三浦半島においても，その原植生は，山地のヤブコウジースダジイ群集とイノデータブ群集，

沖積地にはハンノキ群落，海岸断崖地にはイソギクーハチジョウススキ群集，マサキートベラ群

集，クロマツ林そしてシイータブ林までの空間的配列がみられ，海岸砂浜ではコウボウムギやハ

マヒルガオなどの生育する砂丘草原，ハマゴウ，トベラなどの砂丘低木群落，そして更に内陸に

クロマツ林が生育していたと推定される。最近までは，東京近在に生活する人々のジクリエーシ

。ンの場として，その素晴らしい1三1然景観を保っていた三浦半島も，東京，横浜のベッドタウン

としての性格が強まり，自然林の残存していた山地斜面のシイータブ林が宅地やゴルフ場として
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Phot，43山地が直接海にせまっているため，谷に沿って開発されている。残存するのはやブコウジースダ
　　　　　　ジイ群集と沼目シバリーコナラ群集（逗子）。

　　　　　　玉nden　Talem　drangen　sich　die　Wohnhauser　sehr　dicht．　Die磁gel　sind　mit　dem

　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　unddendarausher－
　　　　　　vorgegangenen　Sekundar－Waldern　des　Daphnopseudo－mezereum－
　　　　　　Quercetum　serratae　bedeckt（ZushiaufderMiura・Halbinse1＞．
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急速に開発されてしまい，現在ではシイ～タブ林の代償植生としての二次林も，残り少ない貴重

な植生となっている。また静かな入江や遠浅干潟などでは埋立てが進み塩町湿地植生の生育する

自然の海岸線が失なわれている。

　　5）将来の環境保全に対する提案

　潜在自然穂生図をもとに現状を保護するべき地域，緑地の復元を要す地域および望ましい土地

利用の形態について提案されている。

　　（1）植生の保護（現地形も含めた）が必要とされる地域。

　三浦半島全域が直接海に山地がせまっていて平野が少ないため，用地造成が現在まで無差別に

行なわれてきた。しかし崩壊しやすい第三紀層を基盤とした三浦半島では，地形が平坦な地域以

外は土地造成や植生破壊後の土壌侵食：，山地崩壊が避けられない。したがって，原則的には，山地

や海岸沿いの急斜面では開発を行なわないよう規制するべきであるが，特に絶対に保護が必要と

される地域については次のように考察される。現存する自然植生の中でも特に，単層から構成され

る構成湯沢の少ない植物群落すなわち，ハマボウフウクラス及びハマゴウクラス（海岸砂丘植物群

落〉，イソギクーハチジ。ウススキ群集とマサキートベラ群集（海岸断崖地植生），ウラギククラス

（塩沼地植生）などは～切破壊をしないで保護するべきである。これらの植生は，特殊な環境要圏に

よってその構成種が強く規制されているため，一度破壊されると再び植物の生育がみられるまで

には，かなりの期間を要する。または，立地条件が悪化して裸地となる。更にこれらの植生の消

失によって周辺立地の荒廃も誘発される。ハマボウフウクラスとハマゴウクラスの植生は，砂丘を

形成して砂の移動をおさえ，防風林形成の立地づくりをする。ウラギククラスの植生は，砂泥と豊

窟な有機物により海水浄化の機能を果たし，渡り鳥の重要な給餌場となっている干潟を支える。

イソギクーハチジ。ウススキ群集とマサキートベラ群集は，海岸断崖地の不安定な立地の保全機

能を持つ。次に，半島全域に残存する自然湿すなわち，ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブ群

集，ホソバカナワラビースダジイ群集，イPハモミジーケヤキ群集などは，崩壊しやすい第三紀層

を基盤とした山地斜面に潜在分布域を持ち，崖崩れ，山地崩壊，河川氾濫などに対して防災いる。

現在その大半が代償植生におきかわっているため，山頂の一画や桂寺林，屋敷林としてごく機能を

持って断片的に残存するにすぎない。三浦半島に生活する人々の生活活動の基盤として，また取り

戻すことのできない程著しい環境破壊を招いた最近の開発至上主義に対抗する立場からの最後の

りでとして，更に崩壊しやすい半島の環境保全の上からも残存自然植生は保護される必要がある。

　　（2）緑地の復元が必要とされる地域

　山地斜面を切りくずして画一的に造成された宅地，道路建設により削りとられた斜面，森林の

大面積一斉皆伐と大規模な地形変更を伴なうゴルフ場建設など，自然の許容能力を無視して進め

られてきた三浦半島の地域開発は，山地と谷部，海岸線とがおりなす多様な自然景観を著しく変

ぼうさせた。このような開発地域では，集中豪雨のたびに山地崩壊や土壌侵食などによる崖くず

れなどの災害が起こるのは当然とも言える。このような立地で緑地の必要性は高く，防災機能上

からも立地固有の自然植生の十分な保護が望まれる。また，甫街地における緑地や樹林地は，火

災や地震時の避難場所としてだけでなく，防災機能をもった市民の憩の場として，生活環境悪化

の指標としての役割も果たす。潜在自然植生を基礎とした緑地の形成によって，我々の生活環境
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謝
瀬爵繭『一呼糧・ ド 繁一諺一

Phot．44豪雨のたびに土砂崩れが起こる危険な造成地。両側に残存するのは，オニシパリーコナラ群集
　　　　　　（横須賀〉。

　　　　　Gefahrliche　neue　Bauste王le，　an　der　bei　staτkem　Regen　Erdrutsche　ausbrechen　k6nnen．　Auf

　　　　　deRbeidenH益ngenistdas　Daphno　pseudo－nlezereum－Quercetuπ1
　　　　　serra　t　a　e　erhalten　geblieben　（YQkosuka）．
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Phot．45急斜地に造られた空地の聞に残るイノデータブ群集は，環境保全林として多様な機能が期待され

　　　る。（横須賀）

　　　Die　auf　dem　Hang　entlang　des　Baches　erhalten　geもliebenen　Bestande（玉es　P　o　l　y　s　t　i　c　h　o－

　　　Machiletum　thunbergii　bleibenalsSchutzwalderzurVerh根tungvo頁
　　　Erdrutschen　und　anderen　Unfallen　dauemd　wirksam（Yokosuka）．

をより安全な安定したものへと近づける事が重要である。

　　（3）環境保全の立場からの開発

　第三紀層を基盤としているため半島全域が豪雨などによって崩壊しやすく，特に斜面の急な山

地の大面積一斉皆伐地や山地を削る機械的，画一的造成法によって造られた宅地は集中豪雨など

の災害に対して危険である。原則的には自然地形を生かした土地利用が行なわれることが重要で

ある。ことに山地部（ヤブコウジースダジイ群集域，ホソバカナワラビースダジイ群集域，イノ

データブ群集域）や海岸断崖地（マサキートベラ群集域，イソギクーハチジ。ウススキ群集域）

における新開発はできるだけひかえるべきである。現在残っている自然植生は極力保護し，ぎた

既に開発された地域では立地荒廃の拡大を防ぐために潜在自然植生を基礎とした郷土種による多

彩な環境保全林，保金緑地の復元につとめられるべきである。　　　　　　　　　　（川村）

　2．横　浜Yokohama

　　1）地域概況

　横浜市は神奈川県東部に位置し東京湾に面して，面積421．31km2の県内最大の都市である。

多摩丘陵から三浦半島基部にいたる市域は全県7ヒの16％を占めている。人口は2，629，548人（1976

年1月）で県内人「1の41％におよんでいる。1859年に開港されて，近代文明移入の表玄関となつ
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Phot．46横浜の概観，海岸は埋立てられて，港，産業立地化しているその背後は台地が続く。

　　　Ein　Teil　der｝｛afenstadt　Yokohama．　Im　Vordergrund：Hafen　und　Industriegebiet．

た横浜市は過去100年の間に人口はおよそ100倍にふくれあがったといわれる。特に近年の人1コ

流入が多く，西区：や南区では人1＝1密度は14，000人／km2を1越えて県内で最も過密な地域となって

いる。全市の人口密度は5，897人／kmで川崎市に次いで第2位の高い密度を示す。このような

人に1の過集中によって自然環境は大幅に改変されている。市街化地域は急速に拡大されて，低地

から台地，丘陵に至るまで住宅域が拡大されている。さらに，この地域は京浜工業地帯の南部一

帯を占め，工業による二次的廃棄物などに起因する自然環境の荒廃も著しい。

　横浜市は地形上から3つに大別される。その1つは多摩丘陵とそれをとりまく下末吉台地であ

る。丘陵地はきわめて平坦な面をもつ波状丘陵であり，小谷による侵食がすすんでいる。市の最

高地点は円海山（153m＞で海抜100m以上の地域はこの付近にわずかにあるだけである。下末古

台地は高さ30mほどで海岸にせまって崖地となっている。この崖はかなり急な斜面地であり，人

の手が加わらなかったために自然植生が温存されることになったところもある。

　第2は鶴見川，帷子川，大岡川などによって形成された沖積低地と埋立地である。これらの河

川では三角州の形成は特に著しくはなかった。現在の甫の主要部となっている低地の多くは江戸

時代以来の埋立てによる造成地とされている。埋立地は戦後さらに増大していく一方で，ついに

は横浜市から自然の海岸が姿を消す傾向にある。市の北西部瀬谷区の一部は相模台地の一角を占

めている。ここは標高70mほどで境川およびその支流が直線的に台地を開いている。．台地や丘陵

の基盤は第3紀の砂層あるいはシルト層から成り，半醒結状の地層が大部分を占めている。市南

部の野島層，金沢層などはやや古い固結したシルト岩である。その上にローム層（主として立川
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ローム層および武蔵野ロームノ謝が堆積しているが，北部では厚く南部では薄い傾向にある。

　年平均気温は16。C，年降水蚤1485mmときわめて温暖な海洋性気候を示す。横浜市測候所で

の暖かさの詣数126、2。，内織部の都田（緑区）で117．7。を記録する。

　　2）潜在自然植生の概観

　横浜市の海岸の水運はほとんどコンクリートの護岸がめぐらされていて，その潜在自然植生は

マサキー繍ベラ群集とされた。それに続く低地はイノデータブ群集域とされる。市の南部の台地

上はヤブコウジースダジイ群集と判定される。下末吉台地の急傾斜地にはヤブコウジースダジィ

群集のアカガシ亜群集が帯状に配列される。ホソバカナワラビースダジイ群集は舞岡の神社林に

認められる。多摩丘陵と下末吉台地および相模台地にはシラカシ群集域が広く分布する。沖積地

の停滞水のみられる場所はハンノキ群落域とされる。谷戸の谷頭や低湿な凹状地にはクヌギ一節

ソノキ群落域が点々と分布している。鶴見川の流路はセリークサヨシ群団の潜在自然植生域であ

る。また鶴見川里1羅部と埋立地にはウラギククラス域がみられる。このように，横浜市は広域的

にはすべてヤブツバキクラス域と判定される。

　　3）市街地の潜在自然植生

　横浜市域は広い面積が市街地いわゆる都霧である。生態学的な都衛の研究は1970年代になって

種々論じられている宮脇1972，1973，沼田1972，1974，沼田他1974）。沼田は都市生態系（urban

ecosystem）を人間を奮めて生物生態学的に扱おうとしている。

　都市生態系の主体をなす人聞や生物群集は都市化というインパクト（抑圧因）を受ける。その

主なものは人日の過集中，大気・水・土壌の汚染，道路網と大きな交通量，不透水地の拡大，水

の循環過程の変化，地盤沈下，騒音・振動，表土の剥離や1皮覆，地形の単純化，地下水位の低

下，緑地の減少，都甫独得の気候，都市土壌などがあげられる（Phot．46，47）。これらのインパ

クトにはいま，人間活動の影響が一切停止された場合にも継続的に残る場合と停止されてしまう

ものが考えられる。

　　（1）都市気候

　都市化の進行につれて気温が上昇することが知られている。特に横浜の年平均気濃は16．0。C

で横須賀や劔崎よりも高い。気温が高くなると栢対的に湿度は低くなり不透水域の拡大とあいま

って乾燥化がすすむ。都市の気混形成の要因としては市街地の地表被覆物の量と材質が考えられ

る。コンタ夢一ト，アスファルト，石，金属などは熱反射が多く，またこれらの不透水表面は降

水を一時に流失し去って土中への滲透水が少なく，蒸発量を減らす。空気中の二酸化炭素の含有

量の増大による気温の上昇も知られている。しかし潜在自然植生に関係する気候要因は現在一切

の人為的作用が停止されても藤布全域で急速に変化するとは考えられない。

　　（2）都市の土壌

　都糖化によって建造物で陰べいされた土地や舗装された地面はもとより，裸地となって露出し

ている土壌もその性状が変化している。表土の燈乱，pHの変化，地中生物相の貧化，土壌水分

の減少などによって自然の土壌とは大いに異ってくる。また産業廃棄物の堆積や盛土などによっ

て多くは人工的な未熟土壌地となっている。現在の状態では入為的作用が一切停止されてもこの

ような土壌の状態は急には回復されない。
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Phot．47市街地域では佐宅や学校などが密集し，植物砂漠化しているとみられる（川崎〉。

　　　Das　Stadtgeb三et　von　Kawasaki　ist　zu　einer　sogenannten　Zivilisationsw廿＄te　verandert

　　　worden．

　　（3）不透水地

　自然状態においては雨，雪などの降水は土壌に浸透しさらにその下の不透水性の基盤まで達し

地下水となる。しかし，都市部では地表を被う種々の建造物，舗装などによって降雨のほとんど

は土壌やその基盤をうるおすことなく，短時閾のうちに流出してしまう。この事は地下水の減少

をまねく原因ともなりさらには乾燥器に通じる。

　東京都では不透水地は日本橋地域で90。4％，中野・新宿で76．2％と報告されている（奥富他

1974）。横浜市でも横浜駅付近ではほぼこの価に近いものと考えられる。丘陵，台地，沖積地と

ぼらつきの大きい複雑な地形の地域では不透水地率は低くなっている。不透水地は現存植生図の

上からは裸地であり，現在の人為的干渉が続くかぎりそこに植生が発達することはむずかしい。

　　（4）都市の大気

　都市化によって大気中の一酸化炭素，亜硫酸ガス，炭化水素，窒素化合物，ぽい塵などの量が

増大しているが現在これらの影響を大きく受けて市街地の植物の枯死が著しいことはよく知られ

ている（奥田1972）。特に弱いのは常緑針葉樹のモミ，アカマツ，クロマツなどである。現在横

浜の市街地では自然のモミやアカマツはほとんど見ることができない。いま植生に対する人為的

影響が一切停止されたとしてもこのように一度破壊された植生の復元にはたとえ大気が浄化され

たとしてもかなり長い時間を要すると考えられる。

　ある地域で植物の絶滅によって潜在自然植生が変化した実例はまだ知られていない。しかし，
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横浜市の中部および南部ではモミがほとんど消滅しており，原畢生に対応した潜在自然植生の完

全なシラカシ群集モミ亜群集の回復セこは時間を要すると推察される。

　　（5）　地下；水位

　植物群落の成立と地下水位はきわめて深い関達をもつ場合がある。たとえぽクヌギーハソノキ

群落は地下水位が30cm内外の場所に生育することが知られている。錦帯では不透水地域の増大

による地下水供給の減少，あるいは排水路整備による，地下水源の澗かつがある。さらに地下水

の過大な汲みあげ，過利用による地下水位の低下が予想される。地下水の過利用は地盤沈下と結

びつけてその害が論じられるが都市緑化あるいは植生の生育地の大ぎな改変や立地の質的変化に

連なる問題でもある。

　　（6）都市環境と潜在自然植生

　以上のように都市部では人口の集中，工業化の進ちょくとそれに伴う種々の立地の変容が著し

い。したがって都市以外の地域では潜在自然植生を考察する場合よりさらに複雑な要素のからみ

あいが考慮されなけれぽならない。

　例えば横浜市南区：堀内では原植生はイノデータブ群集典型顕群集であったと考えられる。隅町

の宝生寺には原寮生とはやや変わった形ではあるがイノデータブ群集が残されている。しかし衛

街地はほとんど道路や建造物で被われてし一まい，地下水位も低下していると考えられる。したが

って現在一切の人為的な影響を停止したとしても，この土地に植生が回復するには種々の条件が

必要であろう。まず第一には土壌の問題があげられる。表層土壌のはく離または撹乱によって現

在のままではイノデータブ群集は成立することはかなりむずかしい。また不透水地化によって地

下水位は大幡に低下し，立地はむしろ乾燥の傾向にある。

　このような都市環境にあっては，そのすべてを総合した上で潜在自然植生を考察するだけのデ

ータはまだ得られていない。したがって市街地については残存自然植生を主とし，さらに気候と

地形などの立地条件を加わえて総合的に判定された。今回決められた潜在自然植生は表土復元な

どの最低限の立地の安定化をはかった上での緑の環境創造の処方箋の役割も果たさせる目的で，

人為影響が停止：された後，表土の復元か，それに対応する程度のある程度の時間を経て土地条件

が回復された時の自然植生と考えられる。

　　4）埋立地の潜在自然植生

　横浜市をはじめとする県内の埋立地の工法はどこでもほぼ同じである。東京湾の浅瀬をいくつ

かに分割して外壁をつくる。サンドポンプによって海底から砂土を吹きあげ流水の作用によって

土地を平らに均す。このような手法を何回も繰り返しな・がら100haを越す造成地が形成されてい

る。埋立ての進行と共に山砂とか残土，あるいは産業廃棄物などが次々に搬入，盛土されて整地

が進行し，ただちに工場用地にされる場合と，吹上げた海底の砂や堆積物がそのままに放棄され

ている場合の両方がある。その埋立手法のいかんによって潜在自然植生もちがってくる。

　吹上砂土がそのままにして放置されると，土砂に含まれる塩分は7，8年以上も土中に残り，

塩沼植生の項で述べられたようにウラジロアカザ群落などの代償植生が生育する。土中の塩分が

溶出してある限度まで塩分濃度が低下しない限り牛沼植生の生育が続く。

　土砂を盛土して造成した埋立地の潜在灘然植生は塩町植生ではなく常緑広葉樹林と判定され
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血脈議『
　塗鞍霧簑

騨灘∴《、：1

璽

Phot．今8蜜岡の埋立地。サンド・ポンプの吹上げ工法による埋立が進行している。

　　　Stand　der　neuen　Landgewinnungen　in　Tomioka　bei　Yokohama　an　der　Bucht　von　Tokyo．

る。コンクリートの外壁近くは波のひまつを浴びる立地である。このような立地はイソギクーハ

チジ。ウススキ群集あるいはマサキートベラ群集が考えられる。東京湾沿いの北西風の強くあた

る千葉県側ではこの2群集が湾内深くまで分布し，稲毛海岸にマサキートベラ群集が現存する。

東京湾の東側ではマサキートベラ群集は寓岡海岸以南，イソギクーハチジョウススキ群集は野島

以南に現存植生が分布している。コンクリート外壁の周辺では土壌の生成を除く他の立地条件か

らマサキートベラ群集域と判定され，東京湾内の奥部ではこのような海岸最前線の低木林あるい

は草原の成立は考えられない。

　盛土に使われる土砂は種々の性状をもっている。多摩丘陵付近の土木建設現場の残土はローム

を多量に含んでいる。また山砂といわれる未固結の砂層の砂礫も利用される。三浦半島の残土は

泥岩や砂岩の縫ったものである。また房総から船で運ばれた砂土もある。また一部には都市の生

活廃棄物や産業廃棄物による埋立てもある。盛土に使われる基盤の材質によって立地の土壌の質

はかなり異ったものとなる。しかも大部分は工場用地として地表は急速に建物や舗装によって被

われてしまう。地形や気候状況から埋立地は，表土の回復または復元を前提としてイノデータブ

群集域とされた。

　　5＞潜在自然植生単位とその配分

　（D　ヤブコウジースダジイ群集：ヤブコウジースダジイ群集域は横浜市の沿岸部の台地上に

広くみられる。

　台地の大部分はヤブコウジースダジイ群集典型亜群集である。典型亜群集の林分は少なくな
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Phot．49磯子区西町の八幡神社の神老ヒ林

　　　Shinto－Tempelwald　in更sogo（Yokohama）．

ってはきているが，神奈川県下の桂寺林の調査結果（宮脇・藤問・鈴木　来印欄）から磯子区の

熊野神社，晶晶神社，八幡神社，南区の宝生寺などに残されている。浅間神社のヤブコウジース

ダジイ群集は東京湾にのぞむ北東向き台地の斜面に樹高16～7mの密閉した林冠をつくっている。

高木層から草本層にいたるまでヤブツバキクラスの種が多いシイ林である。横浜の台地では斜面

の上部約2／3はスダジイ林で，下方の10mほどはイノデータブ群集ケヤキ亜群集とされる。その

好例は西町の八幡神社でみられる。社殿裏の急斜面を詳細にみるとシイ林域とタブ林域では傾斜

角度，土壌断爾が明らかにちがっている。典型亜群集の林分にはしばしぼイヌビワ，カクレミ

ノ，イタビカズラなどが混生する。

　市内のアカガシ亜群集の典型的な林分は港北区の熊野神社にみられる。社殿背後の林には胸高

直径正．2mにもなるアカガシの大径高木が生育している。高木第一層にはアカガシが優占し他に

スダジイ，ケヤキ，ヤブツバキ，モチノキなどが生育している。横浜市のアカガシ亜群集は一般

にはアカガシ，テイカカズラ，ガマズミ，ネズミモチ，ヒイラギなどで区分される（宮脇他1972）。

　鶴見区，港北区，旭区などにその潜在自然植生域があって台地の斜面に点在している。台地の

急斜面や南向きの斜面はヤブコウジースダジイ群集域であり，緩斜面や北向き斜面はシラカシ群

集域とされる。ヤブコウジースダジイ群集は横浜市で最も広い面積を占める潜在自然植生である。

　（2）潜在自然植生は表層土が復元された場合のヤブコウジースダジイ群集域：主として市の

南部金沢区にみられる。鎌倉布との市境あたりでは，山林の立木を皆伐して，その後へ火を放ち，

地上の植物はすべて焼き払われる。尾根に建設用の道路を設けて大きなブルドーザーがはいり，
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表土をすべてけずり取って宅地造成をしている。あとには基盤の三紀層が露呈しテラス化された

裸地のひな壇が並んでいる。宅地化によって表土が撹乱された後，かなりの時間を経ればヤブコ

ウジースダジイ群集の復元が可能と推定される。ヤブコウジースダジイ群集は原植生としても斜

面上部から台地，丘陵地まで広く生育していたと判定されるが，現存植生は斜面，社寺林，屋敷

林などに限られている。

　（3）ホソバカナワラビースダジイ群集：現存植生は金沢区寓岡八幡宮の社叢に生育してい

る。タブノキ，スダジイが高木層を占め林床にホソパカナワラビをはじめとするシダ類の豊富な

常緑広葉樹林である。その主要生膏地は名古屋以東，房総半島に至る沿岸域とされる。神奈川県

では現存植生も点々として，社寺林に残されている場合が多い。

　横浜市内では99の社寺林が調査されたが（宮脇，藤間，鈴木　未印刷），現存植生としては平岡

八幡以外には本群集域は認められなかった。元来，県内では潜在自然植生域もきわめて限定され

ている群落と考えられる。その上に人為的影響がわずかでも加えられると，その立地はより乾燥

した貧養のヤブコウジースダジイ群集域に変化するものと考えられる。

　（4）イノデータブ群集：横浜布薩でもイノデータブ群集の残存林はきわめて少なくなってい

る。中区西之谷町の善行寺の林分は墓地の周辺でよく保存されている。タブノキ，ミズキ，エノ

キ，シロダモ，イヌビワなどの高木層の下にはアオキ，イヌビワ，ベニシダ，シロダモ，ヤマイ

タチシダ，キヅタ，ヤツデ，イノデなどが豊かに生育している。この林分はイノデータブ群集の

ケヤキ亜群集と判定され，落葉樹種の多いことが一つの特徴とされる。単木のタブノキの大木も

数本あってこの谷間の墓地は落ちついた景観を示している。その外にも宝生寺，八幡宮，称名寺

などその他にもイノデーータブノキの残存林がみられるが，そのほとんどはケヤキ亜群集である。

　沖積低地のイノデータブ群集の資料はきわめて少ない。横浜市の沖積低地には屋敷林や社寺林

はほとんど見られず，典型亜群集の植生調査資料は得られなかったが他地域の植生調査資料や残

存木から潜在自然植生域が推定された。

　イノデータブ群集の潜在自然植生域は横浜市内沖積地のかなりの面積を占めている。特に新し

い埋立地では土壌が形成されればイノデータブ群集の典型亜群集域になると判定される。

　（5）マサキートベラ群集とイソギクーハチジ。ウススキ群集：横浜市で1970年妾時の調査結

果によれぽこの2つの植物群落は富岡以南の海岸の崖地に生育していた。元来これらの群落は海

に臨んだ海風のi当たる立地に生育するものである。かつての磯子の海岸線ぞいの断崖あたりまで

現存していたと考えられるこの2群落は海岸の埋立てによって生育立地が現在では殆ど失われ

た。富岡海岸も埋立ての進行によって現存のマサキートベラ群集は急速に衰退していきつつあ

る。横浜市の場合，海岸断崖の草本植物群落と低木群落は埋立てによって本来の立地から，軍装

的な海岸線へと前進したことになる。

　また湾内の磯子以北では潮風も弱く人工的に盛土されたコンクリート堤防が海岸線をとり閉ん

でいるために水際にはマサキートベラ群集あるいはイソギクーハチジ。ウススキ群集の立地はほ

とんどないものと考えられる。

　（6）　シラカシ群集；横浜市内のシラカシ群集の典型的な林分は港北区，緑区，瀬谷区などに

点々と残されている。緑区三保町の旧城寺の裏山の林はシラカシ群集ケヤキ亜群集と判定され
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PhQt。50　イノデが優占しているイノデータブ群集の林床（横浜市金沢区称名寺の寺林）。

　　　BodenschichtdesPolysticho－Machiletum　thunbergiimit
　　　dominierendem。PoZッ5彦‘‘加〃’ρo砂うZ8助αプ％アノz　im　Tempelwald　von　Shomyo5三（Kanazawa－ku，

　　　YokQhama）．

る。丘陵の緩やかな傾斜地あるいは微IEi状地で土壌は黙認である。土壌は黒ボクでAo層は6cm

ほどでB層も厚：い肥沃な土壌である。市街地からは姿を消してしまったハナイカダ，ナソテγ，

エビネ，シュンラン，キツネノカミソリ，ク獄モジ，ウバユリ，ニリンソウなどが林床にみられ

る。典型亜群集の林分は戸塚区品濃町白旗神社の社叢がこれに当たる。緩やかな丘陵の斜面にあ

り，シラカシ，アカガシ，モチノキ，ヤブツバキ，ヒイラギが高木層にめだつ。この地域はヤブ

コウジースダジイ群集との境界に近い地域とされており，土壌は褐色森林土壌であった。モミ麗

群集の林分は緑区長津田の王子神社に生育しているものが典型的である。高木第1層にはカヤ，

モミ，シラカシ，ウラジロガシが混生し，第2層にはピサカキ，アラカシ，コナラを混じえてい

る。林分は丘陵の尾根上にありロームはきわめてうすく，土壌は禰色森林土壌とされている。モミ

亜群集にはアラカシ，ウラジロガシ，ヤマツツジ，カヤ，コバノガマズミの混生が特徴的とされる。

　シラカシ群集域は横浜市北部の大半を占める重要な潜在自然植生域である。この植生域の南部

では現在のところ市街地化が進んでいるがシラカシ群集域にはまだ農業地帯の半自然生植生景観

が残されているところも多い。しかしこのような地域にひとたび大規模な宅地造成が始まると緑

区須田町のように原地形がまったく変わってしまうほどの環境変容がひきおこされる。シラカシ

群集域は表土が保存されているかぎり一般的には恵まれた基盤地層一関東ローム層一のために植

生の復元は早いとされている。
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PhQt．51称名寺の池のヒシ群落

　　　丁ノ・αμブ＠o刀foα一Gesellschaft　im　Teich　am　Tempel　Shomyoji（Yokohama）．
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　（7）　クヌギーハンノキ群落：主としてシラカシ群集域の谷沿い低地で地下水位の高い場所に

潜在自然植生域をもっている。鶴見川下流の河川敷にも一部門クヌギーハソノキ群落域がある

が，市全体としては限られた狭い面積である。ヨシーハンノキ群落域は現在の水田やその放棄地

がすべて含まれる。ヨシ群落あるいはイボタノキーハンノキ群落は現存植生がほとんど見当らな

い。ヨシ詳解としてまとめられる群落は，旭区大池町の水深5cm内外の用水池にみられる。ヨ

シのほかにハンノキを主とする落葉広葉樹林のイボタノキーハンノキ群落の潜在自然植生立地は

停滞水の水深がやや浅く10cm以下の場所がこれにあたる。

　（8）水深が更に深い貯水池などはウキクサクラスあるいはヒルムシロクラス域とされる。市

内の貯水池やプールなどの多くは水深がL5m以上でコンクリートの構築物であり，植生の発達

は悪く，人為的作用が停止されても，しぼらくの間は無植生と考えられる。金沢区称名寺の池に

はヒシ群落が生育し（Pho£．51），鶴見区三ツ池公園にはセキショウモ群落が知られている。この

ように自然の池沼は人為的作用の停止によって水深，水分中の有機質，水温，基盤土壌の性状な

どによってヒルムシロクラスのさまざまな水生植物群落が発達するものと考えられる。

　（9）　オギーヨシ群団およびミゾソバ群集などの河辺植生域は主として鶴見川の河辺に見られ

る。大岡川，帷子川では河道の改修工事などによってセリークサヨシ群集域はきわめて少なくな

ってしまっている。鶴見川では緑区および港北区あたりの中流域にはセリークサヨシ群集域があ

り，他は河川敷のオギーヨシ群団域とされる。

　　6）横浜の潜在自然植生と環境保全

　　（D斜面の保全

　横浜の市街地が川崎と比較して，いくらかでも緑の自然が残された最大の理由は下宋吉台地が

海岸：に面していて意地が多かったことによる。崖の斜面には幸なことにヤブコウジースダジイ群

集やイノデータブ群集が残されている。市街地化が進み人口がますます増大するに従って，この

最後のとりでともいうべき斜面の緑もおびやかざれようとしている。集落形成のあとをみるとロ

ーム漕あるいはその下の砂礫層の崩壊の危険性のある忌地の下には家を建てないようにしてい

た。明治の終ごろまではこの経験的な知恵による住居域規制はうけつがれてきた。しかし最近50

年間に宅地は最も危険な崔地の下あるいは崖そのものにまで及んでいる。しかも，斜面安全の名

のもとに植生が長い年欝を費やして形成してきた緑の被覆をはぎとってコンクリートと石の防壁

まで造られているところがある。元来，一世紀に一度あるかないかの1時間数100mmの雨量に

対して崩壊の予想される場所では人が住むべきではないと言われる。横須賀市あたりではこの10

年間に豪雨のたびに崩壊し，家屋の埋没をくり返している。九地での住宅造りは法的に規｛胡され

ているが既存住宅を守るために植生をはぎ，防壁をつくることはかえって危険を増大する場合も

ある。台地の斜面は現存の森林保全はもちろんの事，潜在自然植生に癒じた郷土の森の積極的な

創造を推進すべき地域である（宮脇・藤原1975b）。

　　（2）水辺環境の保全と創造

　“港の街横浜市には，植物社会学的にみると海がまさになくなろうとしている（宮脇他1972）”と

いわれてから，富岡や金沢の埋立てもあって海辺の緑はきわめて貧弱なものになりつつある。汀

線から砂痂あるいは岩石海岸，塩沼地さらには砂丘後背地，断崖へと続く自然の海岸地形は姿を

消してしまった。コンクリート製の直線的な防壁海岸にただ汚濁した海水が打ちつけている現状
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Phot．52鶴見川岸辺の河辺植生。好窒素性のオオクサキビーヤナギタデ群集。潜在自然植生圏ではセリー
　　　クサヨシ群集にまとめて表わされている。　（横浜市鶴見区）。

　　　St玉cksto壬fhebendes　Panico－Polygonetum　hydropiperitis
　　　als　Pollutions－Zeiger　am　Ufer　des　Turumi－Flusses．　Die　potentiell　natUrliche　Vegetation

　　　isthierdas　Oenantho－Phalaridetum　arundinaceae　（Turumレ
　　　ku，　Yokohama）．

である。水と土との交点である海岸線は多彩に豊かな生物共同体が存続しうる空間である。ここ

に本物の緑地帯を形成することによってさらに内側の埋立地の環境創造がより確実に成功するも

のと考えられる。埋立地の防壁の外側に時間をかけて砂浜を形成するなどの手法が考えられる。

　横浜市街地では大岡川や椎子川はコンクリート堤防が完全にできあがっていていわゆる生きて

いる河辺がまったくない。河水は潮の干潮にしたがってただ上下をくり返すだけで川のもつ自浄

作用は著しく低く，生物群集を支えうる力も低下している。それに比べて鶴見川は市街地にあっ

ても流水域と河川敷とに分かれていて緑地帯を育てうる能力を保っている。これらの河川敷は多

摩川などに比べると人工的なグラウンドや公園などとしての利用面積が少ない。河川敷が本来の

冠水植物群落域として放置されているのは実は新しい時代に対応した伝統的な賢明で持続的な河

川の保全と多様な利用法といえる。

　　（3）社寺林の保全

　横浜市内で植生調査が行なわれた99社寺林のうちにはきわめて自然度の高いすぐれた林分があ

った。社寺林はそれぞれの社寺の長い歴史を通じて守り通され，育成された自然の記念物ともいう

べきものである。その価値が正しく理解されて十分な保全の策が講じられる事が強く望まれる。

すぐれた社寺林のある地域では同時にその周辺部にも緑の自然が比較的残されている場合が多か

った。この事からも社寺林がその地域の環境創造の核となるはたらきをもつものと期待される。
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Phot．53大岡崩はコンクリート堤防で臨まれ，自然の生物群集を支える力や生物的浄化力が弱まっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　Beton－Deiche　begle圭ten　den　Ooka－Fluss．　Dadurch　werden　die　na磁rlichen　Hilfskrafte

　　　der　B三〇z6nosen，　besonders　ihre　Wasser－Reinigungskraft　geschw菖cht　oder　ganz　ausge－

　　　schaltet．

Tab．4！横浜市の社寺林のすぐれた林分
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南区堀ノ内

西区西之谷町

旭区上峰1根町’

　〃　本宿町

　〃　今宿南町

磯子区森田∫

　〃　西町

金沢区寓閥町

　〃　金沢【町

港北区師岡町

緑区三保田ぎ

戸塚区八幡町

　〃　和泉町

神奈川区三ツ沢西1町

ヤブコウジースダジイ群集

イノデータブ群集

シラカシ群集

シラカシ群集

シラカシ群集

ヤブコウジースダジイ群集

ヤブコウジースダジイ群集

イノデータブ群集

イノデータブ群集

ホソパカナワラビースダジイ群集

イノデータブ群集

ヤブコウジースダジイ群集

シラカシ群集

ヤブコウジースダジイ群集

イノデータブ群集

シラカシ群集
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Phot．54斜面に残された植生は環境創造のための重要な核となる。

　　　Auf　den　Hangen　noch　erha玉tene　Vegetation　wirkt　als　Hauptkern　um　eine　neue　grUnreiche

　　　Umwelt　zu　schaffen（lsogo－ku，　Yokohama＞，

3．　川　　崎　Kawasak量（主として沖積地）

　　1）　地域概況

　川崎市は神奈川県の東端に位置し，多摩川によって東京都と境される。人1＝iは1，016，424人（1976

年1月）で南北に長い130km2の市域に居住する。人口密度は7，765人で県内で最も過密な都市で

ある。東海道の1宿場i町だった川崎は近代にはいってから首都東京と横浜の閾にあって南部は京

浜工業地帯として発展し，中部から北部にかけては首都圏のベッドタウンとして発達してきた。

　川崎布は地形の上からは，沖積低地，埋立地および丘陵・台地の3つに大別される。海抜193m

が最高地点であり，一帯に低地が多い。丘陵部については後に多摩丘陵地区で考察される。埋立

地は大正年代から多摩川河1＝i部より東京湾に向かって延長され，現在は湾内の扇島で埋立てが進

行している。扇島への立入調査はできなかったので港湾局の資料に基づいて地図は作製された。

古い埋立地はいわゆる山砂による盛土によるものですでに10数年ないし数10年が経過している所

が多いく，土壌条件も安定化にむかっている。

　多摩沖積低地は自然堤防がよく発達した多摩川の営力および有楽町海難による堆積地である。

沖積地の北西部では海抜30mで，それより東に向かって漸次低くなっている。基盤は砂礫層，砂

層，粘土層が不規則に堆積している。

　土壌は主として細粒灰色低地土壌および褐色低地土壌である。

　年間降水量1361mm平均気温152。Cで表日本の海洋性気候を示す。暖かさの指数123．4。寒
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さの指数一α4。を示す。

　川崎市の台地，丘陵域は古くから人間の定住域であった。また低地部に発達した自然堤防上に

も古くから集落が発達した。戦後は東京からの至近距離にあって交通の便利なことから住宅地，

鉄道，道路，工場用地としてたちまちのうちに植生がはぎとられ，とくに東京湾ぞいでは自然植

生がほとんど残されていない状態である。

　　2）　潜在自然植生概観

　荊の南東部の低地のほとんどはイノデータブ群集域と判定される。イノデ～タブ群集域の大部

分が横浜市と同様の市街地域であり，都市に特有の生態学的な立地条件を一応除去して気候およ

び地形を主として潜在植生域が考えられた台地は下末吉台地でかなり厚いロームが被っているが

夢見崎公園に残るヤブコウジースダジイ群集などの資料をもとにしてヤブコウジースダジイ群集

アカガシ亜群集域とされた。またロームのうすい場所は典型亜群集域とされた中部以西の台地は

シラカシ群集域とされるシラカシ群集の典型亜群集は緩傾斜地に，また急傾斜地および沖積地の

盛土上などはケヤキ涯群集とされる。鶴見川と多摩川の冠水域はツルヨシ群集およびミゾソバ群

集などの潜在植生域である。多摩丘陵の北部の谷にはコクサギーケヤキ群集域がみられる。

　　3）　潜在自然植生単位とその配分

　（1＞　ヤブコウジースダジイ群集：川崎市内のヤブコウジースダジイ群集はほとんど現存して

いないと言ってよい。わずかに夢見崎の北側斜面に断片が残されている。了源寺の境内にスダジ

イ，ケヤキ，ミズキ，ムクノキ，イPハモミジが高木層に，高木第二層にシロダモ，ヤブツバキ，

ヤブニッケイが混生する。さらにその下にアオキ，ヤブツバキ，ヤツデ，ヤブラン，キヅタ，オ

クマワラビ，ベニシダなどが生育ている。基本的にはヤブコウジースダジイ群集の構成種は揃っ

ているが面積は120m2ほどしかない。周辺の残存木にアカガシがあることから一応アカガシ璽

群集とされる。このような残存林は下末吉台地の台地縁の急傾斜面にわずかずつ断片がみられ，

井田あたりまで続いている。また夢見崎にはヤブコウジースダジイ群集の代償植生のミズキ群落

が生育している。嵐山シバリーコナラ群集の生育はみられず，むしろクヌギーコナラ群集の種組

成を示す二次林が多い。

　（2）イノデータブ群集：川崎市内にはイノデータブ群集の残存林はもとより，その断片さえ

も見いだすことができない。これは，川崎甫街地が沖積地の上に発達していて，開発しつくされ

たためであろう。しかし，埋立地の境となっている殿町あたりでも旧い農家にはタブノキの高木

が残されていて潜在自然植生をうかがうことができる（神奈川梁の現存植生19ア2，538p．）。また

幸区あたりの自然堤防上に発達した集落の屋激：林にはケヤキがめだち，亜高木層はモチノキ，シ

ュロ，シロダモなどで構成されている。調査資料が少ないためにこれがイノデータブ群集ケヤキ

璽群集かどうかの検討はできなかった。

　川崎市の南部にはスダジイ林，タブ林は皆無に等しい現状である。横浜市が台地縁に豊かな緑

の自然植生を残したのに対‘して，川崎市は地形的に平地に恵まれていた事が逆に災いとなった。

　（3）　シラカシ群集：シラカシの群生は夢見崎の北側の崖にも一部見られるがシラカシ群集の

林分は高津区以北に現存する。崖の傾斜や：方向で異なるがほぼ木月あたりがスダジイ林域との境

界とされる。シラカシ群集の林分は県内随一の規模をもつ東高根のシラカシ林があり，そのほか
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Flg　27　明治初年の川崎市幸区の地形（日本図誌大系1972＞

　　　Geomorphologlsche　Karte　der　Saiwa圭一ku（Stadt　Kawasakl）1m　Zustand　1881（nach　Atlas
　　　of　Japan　1972＞

にも谷戸や奥の丘陵の急傾斜地に点々と残っている。ケヤキ璽群集と典型鞭群集の林分は市の中

部に多いかモミ亜群集はむしろ多摩丘陵の高位面に多い。地層か南に傾いているために，丘陵の

北側はローム層がうすい。モミ亜群集はローム層のうすい尾根や急傾斜地に点々と嚢状に分布し

ている。モミ亜群集域にはアラカシがめだち，アカマツの自生もみられる，立地はやや乾燥して

いる。モミ亜群集の典型的な林分は多摩区の早野にあるが，向丘遊園付近の尾根にも残存林分が

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
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Phot．55放棄された水田は数年でヨシ群落に移行する。

　　　Aufgegebe鷺e　Reisfelder　gehen　innerhalb　von　eiaigen　Jahren　i臓eine　P1〃αg〃z琵85002ηηzz〃～ゴ∫・

　　　Gesellschaft曲er（Takatsu－ku）．

残っている。

　モミ亜群集の特徴的な高木であるモミは生育環境の変化とくにSO2を主とする大気汚染にき

わめて，緻感に反応してその悪化と共に衰弱枯死する。川崎市でも多くの地域でモミの自生木は

姿を消してしまった。・例えば菅地区では1972年の調査時にわずか1本の高木が生育していただけ

である。現在向丘よりも南には自生木はほとんど見当らない。

　丘陵部ではシラカシ群集域とスダジイ林域およびイノデータブ群集域の境界線は残存木や代償

植生を検討した結果かなり明瞭な境を見出すことができる。しかし沖積低地部においてはこの作

業はきわめて困難を伴う。その第1の理由は原地形の大幅な改変にある。Fig．27は明治初年の

川崎市幸区と多摩川を示すもので沖積低地と自然堤防がかなり明らかになっている。当時集落部

には屋敷林が豊かに形づくられていたという。現在は埋立，堤防構築，交通網の整備などで原地

形はもとの姿をとどめないほど変わってしまった。そのために，残存木，屋敷林などの手がかり

になるものが殆んど姿を消してしまった。

　台地縁の植生と地形からの類推で境界線がひかれたが，今後この地域については更に別の観点

から潜在自然植生を検討する必要がある。なお気候の面からはこの境界線は寒さの指数0。の等

価線にほぼ一致する。

　（4）　コクサギーケヤキ群集：コクサギーケヤキ群集は1960年代に関東地方の自然植生として

発表されていたが，現実の植物群落の構成，所在地，生育立地についての報告はおくれて1975年

に発表された（宮脇・藤問1975）．川崎市内には，黒川，および長尾に現存植生がみられるが，
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Phρt．56　屡敷林のシラカシとケヤキは，その地域の潜在自然植生を示す（川崎市高津区）。

　　　Qz6θκz‘5，πッグ5∫2～α4bあ¢一und　Zθ疏。ッα5θププのα一Hofwalder　zelgen　die　potentiell　natUrl圭che

　　　Vegetation　der　M貢ndung　an（τakatsu－ku）．

いずれもかなり人為的作用を受けた半自然植生である。黒川のコクサギーケヤキ群集は三沢川沿

いにあり，川の運搬した堆積物一主としてロームーが厚い場所で比較的緩傾斜地である。高木層

のケヤキは18mから20m前後で高木層に常緑広葉樹の少ないことが特徴的で，シラカシ群集ケヤ

キ亜群集と区別される。春の早い時期にイチリンソウ，ニリンソウなどイチリンソウ属の草本植

物が地表を被って開花する。5月になると低木のコクサギが独特の臭気を放つ。夏季にはより高

茎の草本植物ミズヒキ，イヌショウマ，ドクダミ，カキドオシなどによって林床は被われる。長

尾のコクサギーケヤキ群集の断片にはユリワサビやヤマネコノメソウも混生している。

　市内の沖積低地にはケヤキの高木のめだつものが諸所にある。これらはイノデータブ群集のケ

ヤキ亜群集，シラカシ群集ケヤキ亜群集あるいはコクサギーケヤキ群集の残存林分とみられる。

ケヤキは有用木のためにその利用も盛んで，林床までを含めて保金されている例はきわめて稀で

ある。そのために群落解析の手がかりがなかなかつかめない現状にある。コクサギーケヤキ群集

の立地については更に穂生資料を重ねて検討されるべきであり，その潜在自然植生域も今後の調

査で拡がる可能性がある6

　河辺植物群落域は多摩川の堤防の内側がすべて含まれる。現存植生としては上流部の菅地区の

マルバヤハズソウーカワラノギク群集からカワラヨモギーカワラサイコ群集，ナガバギシギシー

ギシギシ群集，オオクサキビーヤナギタデ群集，ミゾソバ群集，アゼトウガラシ群集，オギ群集，

サソカクイ群落などがそれぞれの立地条件に対応して生育している（神奈川県の現存植生1972）。
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Phot．57尾根にアカマツの生育がみられるところはシラカシ群集のモミ亜群集が潜在自然植生とされる。

　　　Auf　den　R且cken　der　H凪gel，　wo　P歪2zπ5487～5耀。ザσvorkommt，三st　die　potentlell　nat並rliche

　　　Vege亡a亡io且das　Querce亡ulm　myrsinaefoliae，　inder　Subass．
　　　von　Abies　firma（Nishisugeta）．

オギーヨシ群団域およびセリークサヨシ群集域は1年に正度，少くとも数年に1度は冠水され

る。現在はグラウンドになりシバ群落やクサィーカゼクサ群集の生育地も元来は藻類ーヨシ群団

の潜在自然植生域である。

　多摩川下流の河口塩沼地はウラギクラスの潜在自然植生域とされる。この地域はもとは三角州

の発達した地形であり，砂州や塩沼地が発達していたものとみられる（Fig．28）。しかし，原地

形は大幅に改変されて現在は埋立地の工場街となり，それにしたがって潜在自然植生も変化した

地域である。

　現存の植物群落はシオクグ群集，アイアシ群集，ホソバノハマアカザーウラギク群落などがあ

る。三冠ま塩分濃度が低いので東京湾内にみられるようなハママツナの生育は知られていない。

　　4）環境保全と潜在自然植生

　川崎市は県下で最も人1二1密度の高い市街地域である。130km2の地域に100万人の人1コが集中

し，幸区，中原区では人口密度は約14000人に達している。しかも沖積低地であったために低湿

地を簡単に埋立てることによって，工場や住宅がびっしりと地表をうずめることになった。人間

と共存する緑の自然の必要性が叫ばれはじめた玉960年代にはすでに東横線以南には自然植物群落

はほとんど姿を消してしまっていた。

　人口の著しい集中化は市内に残された最後のグリーンベルトである多摩川の河辺さえも侵食し
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Geomorphologische　Klarte　der　Mundung　des　Flusses　Tama　im　Zustand　von　1881（nach　Atlas

of∫apan　I972）．

なけれぽならなくなった。河川敷のクラウソト化，公園化は現在でも進められている。しかし，こ

こは潜在自然植生がオキーヨシ群団などの地域てあり，1年に1～2度の冠水によって樋栽樹や施

設が大きな被害を受けている。潜在自然植生の上からみても自然の賢明な利用法とはいい難い。

　完全に市街化してしまった沖積地では緑の環境創造はかなりの困難を伴うことが予想される。

横浜市の場合のように台地に残された緑地も無く，核となるべき社寺林や屋敷林もない。現在川

崎市内で頼れるのは公共用地の公園だけであろう。市街化区域の各地に点在する小面積の公園に

積極的な潜在自然植生の種群を使った多層群落の環境保全林の形成が望まれる。さらに道路の街

路樹についてみるとプラタナスやシダレヤナギなどは生長が早いが管理に多額の費用を要する。

タフノキ，マテバシイは風にも強く良好な生育を示しているのて樹種の再検討がされるべきであ

ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤間）

　4．多摩丘陵Tama－P至ateau

　　1）地域概況
　多摩丘陵は東京都と神奈川県の県境に位置し，南東から西北に向ってひかくてきゆるい勾醗で

高度を増し，西部の山地に連続している。神奈川県下では海抜160m以下の丘陵部が広がり，内

陸地方の丹沢や箱根などの山地とは対照的な地形的特徴を示している。多摩丘陵は関東ローム層

を基盤とし，極端な高度差はないが，開析の進んだ場所では，今日ては魚の回状に尾根が形成さ
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Phot．58多摩丘陵の景観。典型的な波状丘陵地に谷戸が樹枝状にひろがっている。

　　　Eine　typlsche　Landschaft　des　Tama－Plateaus　mit　Waldern，　Ackern，　Reisfeldem　und

　　　Siedlungen（N－Kawasaki）．

れ，また谷が深く入りこんだ各地に狭細な谷戸や，急斜面などが見られる。これらの地形的特徴

は，植生の質的差異にも影響を及ぼしている。

　多摩丘陵の現存植生はすでに明らかにされているように（富懇懇1972），ほとんどが二次植生

でクヌギ，コナラ，エゴノキなどの夏緑広葉樹林によって構成される二次林（クヌギーコナラ群

集）を主とし，尾根部にはアカマツの植林，谷部にはスギ植林，モウソウチク林などに利用され

ている。谷戸は水田に利用されてはいるが，近年耕作が停止され放棄されてヨシ湿原に戻りつつ

ある場所も少なくない。しかし首都圏の膨張にともなって，人間の居住域が拡大し，起伏の多い

丘陵部では各地で，大型機械によってテラス化や低地の埋立てなどの地形の変更が行なわれ臼に

日に緑が消滅している。

　　2）自然環境
　地形：多摩丘陵は西部の関東山地から南東方向に向って長くのび，川崎市や横浜市で終る東西

長さ約38藍m爾北の幅約15kmの規模をもっている。このうち神奈川県に所属する部分は丘陵

の南向斜面である。

　県下における多摩丘陵はもっとも高いところで黒川の海抜152mであるが，ここから，南東地

域で段階的に高度を落し，有馬，梶ヶ谷などでは50m内外のひかくてき起伏の少ない平面状の丘

陵部がつづく。丘陵末端部の日吉付近では比高が20m内外となる。

　丘陵にきざまれた谷戸の多くは幅狭く，堀曲しながら入りこんでいる。河川は細流が多いが，
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水田管理のための灌がい用水に利用され，以前の流路とは異なる場合が多い。

　：気候：多摩丘陵南東部の気候条件は，隣接地の東京，横浜などと大きな差はなく，年平均14．3。C

年平均降水量は1600mm内外であり，暖帯における一般的な気候条件下に位置している。すな

わち，常緑広葉樹林の分布範囲にあり，しかも，海岸に分布するシイ・タブ林域とシラカシ林域

の接点でもある。丘陵部は高度差は少ないが，起伏の多い地形では，斜面の方向や傾斜角などに

応じた微気候が強く働いている。すなわち，南面する傾斜地には冬季のNNWの季節風からまぬ

がれ温暖なため集落が集まっている。ここは野菜の促成栽培にも適している。台地⊥の平坦地ま

たは北向きの傾斜地では落葉広葉樹林が多く，また耕作地は，霜よけのための管理が必要である

ことからも，斜面の方角による微気候のちがいが認められる。降水量は一般的に4～10月越かけ

て多いが，とくに9～10月が多く，月平均230mm内外を記録している。このことは台風によっ

て集中豪雨を兇舞われる可能性が強く，傾斜地の多い丘陵部では土砂崩壊の危険性がある。

　　3）　多摩丘陵の潜在自然植生単位とその配分

　多摩丘陵およびその付近の潜在膚然植生の分布は，神奈二三潜在自然植生図1：25000の図1翻，

東京西南部，川崎，溝口，荏田，武蔵府中，原町田の6図幅にまたがって描かれている。

　丘陵域は全般的にシラカシ群集域でしめられている。丘陵東南端の鶴見付近には，海洋性気候

の影響下に生育するヤズコウジースダジイ群集域がわずかに分布している。両者の分布境界はお

もに温度条件によって決定される。丘陵内では地質的，地形的条件が潜在自然植生の分布を規定

している。乾生な尾根部はシラカシ群集のモミ亜群集域，斜面下部の適潤地は同群集ケヤキ亜群

集域，両者の中間に典型亜群集域が醗平している。神奈川県土に所属する部分はシラカシ群集ケ

ヤキ亜群集のしめる割合が大きい。

　谷部の潜在自然植生はほとんどハンノキ群落と判定される。また流れに沿ってヨシ群落の潜在

立地がみられる。これらは人為的な埋立によって他の植生域にかえられている。

　（D　ヤブコウジースダジイ群集・典型亜群集：ヤブコウジースダジイ群集は，スダジイの優

占する常緑広葉樹林の中ではもっとも北方に位肥する代表的な植生単位である。スダジイの樹高

は15～20mに達し，密生した樹冠は閉鎖的な群落を形成する。森林構成種はモチノキ，ヤブッ

パキ，アオキ，ピサカキ，ベニシダ，イタチシダなどの常緑植物を主体とする。林床は常に落葉

が堆積し，腐植層が発達する。生育地は，広く第三紀堆積岩の凝灰岩や頁岩の風化した土壌上に

みられるが，一般に丘陵の等根か急傾斜の斜面上部などの乾きやすいところをしめる。

　ヤブコウジースダジイ群集の分布地は横浜市付近に広く冤られ，これに接して丘陵の菓南端に

あたる綱島町や寺尾町などにきわめてわずかにみられる。

　（2）　ヤブコウジースダジイ群集・アカガシ亜群集：ヤブコウジースダジイ群集のアカガシ亜

群集は，ヤブコウジースダジイ群集域の中ではもっとも低温な地域に見られ，アカガシが特徴的

に鵬現することによって識別される。立地条件は，前記の亜群集とよく似ており，丘陵の斜面部

の乾生立地をしめる。土質はローム質土壌の場念が多く武蔵野台地の東南端（品川，照園調布な

ど）にも広く分布している，多摩丘陵内では東端の灘吉，四方領などの丘陵斜薗部に帯状に見ら

れる。これらの潜在自然植生域は残存植生によって判定される。

　（3）イノデータブ群集・典型亜群集：イノデータブ群集典型亜群集はヤブコウジースダジイ
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群集のように，太平洋岸の三三地域に分布し，多摩丘陵末端部にわずかに到達しているにすぎな

い。イノデータブ群集は，高さ20m内外の高木林を形成し，タブノキが優占し，ヤブニッヶイ，

シロダモ，アオキ，イノデなどの常緑広葉樹や草本植物から成り立っている。立地はスダジイ林

とは対照的に斜面下部や沖積低地などの適潤地で排水はやや不良である。分布地は木月，南加瀬

など，むしろ川崎市に含まれる地域に見られる。この立地は市街地となり，現存する完全な植生

は見られず，独立木や地形的な特徴などで判定される。

　（4）　イノデータブ群集・ケヤキ亜群集：イノデータブ群集のケヤキ亜群集は群集域の中では

より低漏域で，しかも丘陵部の斜面下部などの排水良好な適潤地に生育する。高木層はタブノキ

を主体としケヤキを混生させる。三内環境はやや陰湿で，林床にはシダ植物が繁茂している。こ

のケヤキ獲群集の分布域は綱島にごく小面積に見られる。現在は市街地，工場地として利用さ

れ，残存自然植生は皆無といえる。

　（5）　シラカシ群集・ケヤキ彌群集：丘陵部の大部をしめるシラカシ群集域の中で，ケヤキ亜

群集はもっとも広い面積を占めている。同罪群集は，シラカシの優占する森林群落ではあるが，

適潤土壌上に生育するため，ケヤキ，ムクノキ，ヤマホトトギス，ハエドクソウなどの適潤地生

植物を多く伴なう。

　ケヤキ亜群集の生育領域は関菓地方のローム質土壌を主とする深い土壌上に見られ，東京都，

埼玉，千葉各県に広く分布している。多摩丘陵部では丘陵の斜面部から多摩川低地にかけての緩

斜面に広い分布域がある。さらに，平瀬川，鶴見川に面した斜面部はほとんどシラカシ群集，ケ

ヤキ亜群集の群集域と判定されている。

　シラカシ群集・ケヤキ亜群集域の判定は，不完全ながら各地に残存する自生植下や屋敷林の他

に，スギ植林地，二次林，モウソウチク林などの林床植物による判定，さらに地形的な特徴など

から総合的に決定される。隣接群落はより乾生地でシラカシ群集典型亜群集，より湿生地でコク

サギーケヤキ群集である。

　（6）シラカシ群集・典型亜群集：シラカシの生育が最適な植生域であり，厚いローム質土壌

の中性立地をしめる。多摩丘陵では，分布域がケヤキ亜群集に次いで広く，とくに東部の平坦地

の多い有馬，宮崎，高照町などに広い潜在自然植生域がある。土壌はケヤキ亟群集より乾生で，

冬季ひかくてき乾燥化する。現在，残存槙分はほとんどなく，耕作地，クヌギーコナラニ次林

に，また～部アカマツ林に利用されているが，近年大規模な宅地造成が行なわれている。

　（7）　シラカシ群集・モミ亜群集：シラカシ群集の中ではもっとも土壌が浅く，しかも貧養乾

生立地をしめるモミ亜群集は，丘陵内にはごく稀にしか分布しない。この亜群集はシラカシにモ

ミを交える常緑高木林であり，林床にナジハゼ，キッコウハグマなど，シキミーモミ群集やウラ

ジロガシ群落の構成種をもち分布域も内陸部に限られている。丘陵内では北浦谷，古沢などに見

られるがこの付近は，三浦層群に属する平毘砂層や王禅寺互層などの古い地層で，表層土の浅い

地域や砂層を含んだ地区に限って分布している。

　シラカシ群集・モミ亜群集の潜在立地の判定は，地質・地形的な特徴に加えて，モミの残存個

体，アカマツ植林地の林床植物などからひかくてき確実に判定される。

　コクサギーケヤキ群集：コクサギーケヤキ群集は，主としてローム質土壌の崩積する河川ぞい
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Phot．59　古い農家の裏山に残るシラカシ取集。

　　　Als　Bauernhof－Wald　noch　erhaltenes　kleiner　Bestand　des

　　　naefoIiae（N－K：awasaki）．
Quercetummyrsi一

の適潤地に生育する夏線性の植物によって構成される森林群落である。同群集の存在はひかくて

き近年に確認されているが（宮脇・藤間1975），その立地は生産性が高いため，人為的な影響を強

く受け，残存露分はきわめて乏しく，したがって潜在立地の判定もきわめて困難である。

　（8）　コクサギーケヤキ群集の種組成的な特徴は林床に春植物（とくに地中植物）の多いことで

ある。種類は豊かで，稀少植物も多い。また，水辺の不安定な立地を保護するためにも欠くこと

のできない植生単位である。多摩丘陵全域での潜在立地はまだ完全に調べられてはいないが三沢

川上流の黒川付近に分布している。

　（8＞ハンノキ群落：ハンノキ群落は停滞水による湿地に生育する夏緑高木林である。関東低

地におけるハンノキ群落は水田耕作，灌排水工事，築堤，盛土などの人為的影響によって早くか

ら姿を消しており，現存林分は，関東内陸部の谷戸などにごくわずかに見出されるにすぎない。

　丘陵谷部や低い沖積地をしめる水田（ウリカワーコナギ群集）の潜在立地は現在のところハン

ノキ群落と推定される。しかし，水圏として管理されながらも，冬季は休耕期間中に強く乾燥す

る地域は次にのべるクヌギーハソノキ議題と考えられる。土壌は粘質で常に湿っており，地下水

は高く雨季には冠水する。丘陵内では平瀬川，早淵川，有馬川，鶴見川などの流路ぞいの低地に

主稜にやや平行に帯状の形で分布している。

　GO）　クヌギーハンノキ群落：クヌギーハソノキ群落は前項のハンノキ群落と同様に湿生立地

に生育する夏緑広葉樹林である。立地は前老よりも地下水位が低くしかも肥沃なため，林床の植

生は密で広葉植物も多い。地下水位は約30cm内外で，地表面は平坦である。群落の分布はきわ
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Phot．60多摩丘陵内に帯状に分布するハンノキ群落域。

　　　Auf　dem　Tama－Plateau　ist　g廿rtelartig　die躍2π∬ブ砂。／z∫oα一Gesellsch段ft　verbreitet

　　　（N－Kawasaki＞．

めて稀で富添付近にわずかに分布している。現存植生は水田雑草群落である。

　（1D　その他：以上の森林植生の他に水辺植生のセリークサヨシ群集，ツルヨシ群集，オギ群

集，ウキヤガラーマコモ群集などが多摩川付近の河川敷や，各小河川沿いに分布している。また沈

水植物群落（ヒルムシロクラス）の潜在立地が丘陵地内の遊園地などの池沼の中に分布している。

これらの水ぎわの潜在自然植生域は，人為的な灌概排水工事によって無植生化が進行している。

　　4）多摩丘陵の環境保全

　多摩丘陵は海抜高も低く地形的規模は決して大きくはない。しかし，丘陵のいたるところに開

析された谷がきざみこまれ微地形的に変化が多い。このような立地要因が障害となって丘陵部は

最近まで，人間居住地は平坦地や谷状部などごく限られていた。斜面や丘陵上はおもに薪炭林や

植林地として利用されて来た。集落周辺は密生したシラカシやケヤキなどの屋敷林でおおわれ，

冬季の寒風を防ぎながら環境保全の役割を果させてきている。

　最近における多摩丘陵の変貌はすさまじく，植生の退行はもとより立地の改変までが強くしか

も広範囲に行なわれている。立地の改変や貧化，すなわち，宅地造成やニュータウン建設，道路

や鉄道の建設にともなって起る斜面部のテラス化や埋立てによって，かつては有機質に富む生き

た土壌から，母岩や深層土など生命のない母材が表面に露出させられている。人為的に新生され

たこれらの土地は再び豊かな森林を育成させる能力を得るためには長い年月を必要とする。現在

住宅密集地域の緑化の必要性がさけぼれているが，このような生命力のない立地では，そのまま

潜在自然植生に対処した緑の復元は避難なほど画一的に貧化した状態にいたっている。
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Phot．61多摩丘陵上に密集する鰯地。

　　　Eng　gebaute　neue　Siedlunge鷺縦uf　dem　Tama－Plateau（飛一王（awasaki）．

　多摩丘陵域で土地の大規模改変が行なわれている場所は東名高速道路ぞいの鷺沼，美しが丘な

どの一帯，田園都市線ぞいの生田，柿生地区の一帯などである。これらは多摩丘陵の緑をスプロ

ール状に滅亡させている（現存植生図，溝口，荏田参照）多摩丘陵地域の立地改変は，きわめて

大規模である点で共通している。建設地内では沖積低地を埋立て急けい斜地は大型建設機械によ

ってテラス化し，舗装や暗きょ排水によって雨水をも人為的にコントロールする。その結果，丘

陵全域の水収支が乱れ，崖くずれや増水などが思わぬ地域に突発する危険姓が増加している。

　多摩丘陵が直面している問題は，以上にのべられたような，人為的環境変化の増大と，それに反

比例して縮小する樹林，緑地面積である。この問題に関しては東京都を中心とし，周辺の都市環境

の抜本的改革とともに，多摩丘陵全域を緑地保全の立場から重視したマスタープランが作成され

なければならない。この場合潜在自然植生図を基礎に自然立地の質の冤きわめを誤らない土地利

用が計画・実施されなけれぽならない。現在すでに宅地造成によって変貌した立地はできる限り郷

土の森の慶元を前提とする。とくに表層土の撮全は重要である。気象条件は各地域においてすでに

ほぼ決まった値を示す。多摩丘陵地域の潜在自然植生はすでに考察されたように，シラカシ群集に

含められる。シラカシ群集は，もっとも乾生立地であるモミ亜群集，斜面下部の排水良好な立地に

ケヤキ亜群集，両亜群集の中間に典型亜群集が配分されている（潜在植生図参照）。モミ三lll群集とケ

ヤキ！臣群集はともに中性環境からへだたった立地的特質をもっており，これらの立地の管理は特

に慎敵に行われなければならない。母岩の霧出地域はそのままではシラカシ林を支えることがで

きないが，表土の復元によって再び立地を回復させることはある程度まで可能である。　（奥田）
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Phot．62回線道路ぞいに緑地が侵食される丘陵地内。

　　　EntlaRg　den　HauptstraBen　verschwinden　Walder　und　a鷺dere　GrUn－Flachen　auf　dem

　　　Plateau　（Turum卜ku，　Yokohama）．

　5．二四・湘南　Mitte　der　Pr銭fektur　Klanagawa　und　Sh6nan

　　D　地域概況

　神奈川県中央部を北から南へ流れる栢模川の中流から下流域に発達した才翼翼平野および相模川

の東部に広く発達した相模原台地とよぼれる河岸段丘，さらに海岸ぞいの湘南砂丘および大磯丘

陵を含む地域の潜在自然植生について考察された。

　県央湘南地域は，北部のシラカシ林域，爾部のスダジイおよびタブ林域，湘南海岸の砂丘植生域

および栢模川の河辺植生域などに分けられる。現在，市街化，農地化が進み，自然植生とくに自然

林は大磯高麗山のヤブコウジースダジイ群集，河岸段丘崖に断片的に残るシラカシ群集ケヤキ璽

群集を除いては，ほとんど見られない。古くから段丘面は畑，沖積低地は水田，段丘崖の斜面には

クヌギーコナラの二次林またはスギ，ヒノキの植林となって存続してきた本地域の代償植生も，

近年工場用地か住宅地としての利用が進み，潜在自然植生の判定資料は大r順に失なわれつつある。

　　2）自然環境

　　（1）地形：累央・湘南地域の地形は，栢模平野と相模原台地，湘南砂丘，大磯丘陵とに分け

られる。

　相模平野は，相模川下流の両岸に発達し，海老名・厚木の両市から相模湾ぞいの茅ケ崎・平塚

の両市まで南北に広がる沖積平野である。相模川の灘物こは蒸熱ミ堤防がよく発達しており，その

後背地は．低湿地となっている。
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ド．，騨■．ひ．．　　．．．邑■　継．　．一．．「「．

Phot．63　県：央都，茅ケ崎市の景観。

　　　　Umgebung　der　Stadt　Chigasaki．

Phot．64枳模川の下流吝1．1の景観。

　　　　Landschaft　am　Unterlauf　des　SagamトFlusses．
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Fig．29相模野台地の段丘区分図（河野好男・青柳隆三1967）
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Phot．65相模1｝【の河岸段丘。

　　　Dicht　besiedelte　Terrassen　des　Sagami－Flusses．

　相模原台地は，相模川，境川間の洪積台地であり，北は相模原市から南は藤沢・茅ケ崎におよ

んでいる。相模原台地は，相模川のつくった河岸段丘が発達しており，台地面は大きく高度の異

なる三段の段丘面に分げられる。高位：の段丘面は，相模原をつくり，相模原面と呼ばれ，相模原

で海抜100搬，藤沢市長後で40mと，南へ低くなっているが，相模原台地南西部には，相模原面

より一段と高い侵食：の進んだ丘陵（座間丘陵，高座丘陵）がある。中位の段丘面は相模原市田名

原付近から海老名駅付近までのびている田名原面と呼ばれるものである。下位の段丘面は，陽原

面と呼ばれ，相模原市陽原を標式地として相模川ぞいに断片的に分布している。相模川西岸（右

岸）の段丘は東岸（左岸）ほどはっきりせず規模も小さい。

　湘南砂丘は，藤沢から二筥にかけて，海岸線から，国道一号線付近までの東西に細長くのびる

地域であるが，内陸へ5kmほど入っているところもある。藤沢市から茅ケ崎にかけては特によ

く発達しており，西の相模川河口に近い茅ヶ崎から辻堂付近までは，陵線が：東西にのびるが，し

だいに騒ぎを北に変え，藤沢駅南側付近では，南北に走る陵線がみられる。砂丘後背地は，大小

さまざまの低湿地があり，水田や池であったが，近年はうめ立てられ，宅地化している。

　大愚丘陵は，大磯高麗山，湘南平などを含むほぼ平行四辺形をした丘陵地である。

　　（2）地質：相模平野をつくる沖積地は，褐色細粒の泥土で被われており，農耕に適した肥沃

な土地である。相模野台地は，表層約1mは黒褐色の土壌で被われている。その下は，赤禍色の

火山灰層（関東ローム層）が厚く堆積しており，最下部に礫層が見られる。湘南砂丘は，藤沢南

部，茅ケ崎，平塚においては，10m以上の深さに砂が堆積している。砂粒は，茅ケ崎海岸では粗

く，藤沢片瀬付近ではかなり細かい。大磯丘陵の高麗LL臆，三浦層群に属する第三紀泥岩層から
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なり，他は関東μ一ム層に被われている。

　　（3）気候：県央・湘南地方の気候は，温暖で気温較差の小さい湘南海岸地：方・大磯高麗山

と，冬季やや寒冷で，気温較差の大きい藤沢北部より北の相模原台地・厚木・海老名あたりの相

摸平野の二地域に分けることができ，これがそのまま，シイ林域とカシ林域に一致している。

　湘南地方は神奈川県の中でも最も気候が濃暖で，年間気潟較差が小さいのが特徴といえる。す

なわち，月別最高気温は，8月で二宮が29．5。C，鎌倉が30．20C，月別最低気灘は1月で二宮が

一〇．正。C，鎌倉が0．1。Cであるのに対し，内陸部の厚木，渋谷（大和市〉，金田（平塚市）では，

月別最高気湿は8月でそれぞれ30．6。C，30．4。C，30，9。C，月別最：低気潟は1月でそれぞれ

一2・7。C，一2．4GC，一25。Cで山地を除いては最も低いことからも，内陸部の冬の寒さがきび

しいことがわかる。

　　（4）土壌：台地上をおおう関東ロームといわれる第四紀火山灰層も，沖積低地の泥土も，土

壌化がきわめて容易であり，そのまま終極相の森林を支え得るものと考えられる。砂丘もクロマ

ツ林が形成されるような立地は，かなりの有機物が含まれ，水分条件も緩和されて，潜在自然植

生としてはスダジイ林などの森林の成立をゆるすものと考えられる。

　　3）　潜在自然零直生ヰ既観

　県央・湘南地域の潜在自然植生については，地形の項でふれら乳た四地域の各項について，次

のように考察された。

　相模原台地の潜在自然植生は，台地上部の平坦面がシラカシ群集典型壷群集，台地周辺や谷ぞ

いの斜面がシラカシ群集ケヤキ璽群集と判定される。現在水田として利用されている河川ぞいの

沖積低地のうちで，その大部分を占める停滞水のある低湿地はハンノキ群落になるものと考えら

れ，水田のうちで，やや排水のよい，谷の頭などの乾田の一部には，クヌギーハンノキ群落が成

立するものと判定される。さらに河川にそって河川草本群落，オギーヨシ群団などの立地が細長

い帯状に発達している。相模原台地の南縁付近および南西部丘陵（高座丘陵）においては，斜面

下部が，イノデータブ群集ケヤキ彌群集であると推定される。

　相模平野においては，現在水田として利用されている相模川の自然堤防後背湿地の潜在自然植

生は，ハンノキ群落であると考えられ，停滞水のあるこれらの低湿地よりわずかに高いやや乾性

の沖積地は，相模川下露（東岸）では，川ぞいにせまく帯状にタブ林が北上し，門沢橋から社家

のあたりでシラカシ林と交代するが，右岸（西岸）では，巾広くさらに北までタブ林域が広が

り，厚木の市街地まで達している。湘南砂丘は，海岸線より0．5k加（平塚～二宮あたりは0．3km）

までが塩瀬砂丘草本植生およびマサキートベラ群集域で，その内陸側の砂丘上は，ヤブコウジー

スダジイ群集，凹状地や適湿の平坦地は，イノデータブ群集，惇滞水のある低湿地はハンノキ群

落が，それぞれ成立するものと考えられる。

　大磯丘陵の潜在自然植生は，一部谷部のイノデータブ群集を除いてヤブコウジースダジイ群集

である。

　　4）潜在自然植生単位とその配分

　　（Dシラカシ群集ケヤキ雛群集：相模原台地は，南に行くほど中小河川による開析が進んで

おり，台地上部と沖積低地との問一こは，緩急さまざまの斜面が見られる。これらの斜面の大部分
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Phot．66潜在自然植生はクロマツを伴ったマサキートベラ群集とされる旧砂丘。

　　　Alte　DUnen．　Ihre　heutige　potentiell　natUrliche　Vegetation　ist　das　E：uo且ymo－

　　　Pまttospofetum　　tobirae　mitP歪πz‘5オん3〃zゐ07「9琵（Chigasaki）。

は，現在なお植林もしくはクヌギーコナラの二次林であるが，市街地に近いところでは数年ある

いは十数年以前から，台地上部の畑と沖積低地の水田に先がけてひな談議に造成され，住宅地と

なっている。

　シラカシ群集ケヤキ亜群集は，これらの斜面で，農家の屋敷林などとして，一部自然林に近い

林分として残存している。高木層はケヤキが多く，シラカシが混生している。亜高木層にシラカ

シや植林のスギが見られ，林内には，シラカシ，アオキなどの常緑広葉樹と，ケヤキ，ムクノキ，エ

ノキなどの落葉広葉樹，ヤブラン，ベニシダ，イタチシダなどの草本植物が多く見られる。スギ，ヒ

ノキなどの植林地，クヌギーコナラの二次林においても，林内にこれらの種群が生育しており，こ

の地域の斜面部の潜在自然植生が，シラカシ群集ケヤキ亜群集であることが容易に判定される。

　本群集域は，比較的自然度の高い残存林や植林，二次林が広く分布しているため，潜在自然植

生の推定が容易である。

　　（2）シラカシ群集典型亜群集：相模原台地上の平坦面の潜在自然植生は，シラカシ群集典型

亜群集域と判定された。この立地は，現在その多くが畑地で，一部住宅地や工業団地となっている

が，残存自然林は皆無に近い。さきに行なわれた植生調査において，県央部から湘南にかけて散在

する社寺林，屋敷林のうち，自然状態に比較的近いものはすべてシラカシ群集ケヤキ亜群集と判定

された。しかし，われわれは台地上の平坦地専こおける社寺林や農家の屋敷林においてよく発達した

シラカシやモチノキの大木を見ることができ，さらに植栽と見られるケヤキの大木をもった屋敷
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林に，亜高木となったシラカシが生育し，林内下生えが少なく，ナソテソ，チャノキ，オモト，ハラン

など人家近くを示す植物が見られるのみで，湿生のシダ類や，ケヤキ，ミズキ，ムクノキなどの落葉

樹が見られないことなどを総合して，絹模原台地上の平坦面が，シラカシ群集典型亜群集域である

と判定した。また，比較的少ない台地上平坦面の植林地や二次林においても，シラカシ，ピサカキ

以外の常緑広葉樹を伴わず，湿生指標種群をもたない林分が見られることも，台地上平潮面と斜

面とが，潜在自然植生において，亜群集レベルで異なると考えられる資料となると思われる。

　　（3）イノデータブ群集ケヤキ亜群集：早耳原台地の南縁部および南西部の即吟の斜面で，タ

ブ，アカガシ，スダジイなどの高木の見られる地域は，潜在自然植生が，イノデ磐タブ群集ケヤ

キ彌群集と推定された。

　本地域の屋敷林は，タブノキの高木が目立ち，ケヤキと並んで，主要な屋敷林構成種となって

いる。植林地では，軍内にタブノキ，アオキ，テイカカズラ，ヤブニッケイ，スダジイ，ビナン

カズラ，マソリ。ウなど，シラカシ林域より，常緑広葉樹の被度が高いことと，スダジイ四域の

種群が豊富に生育することから，イノデータブ群集域に含めるのが妥当であることがわかる。

　縄文時代から弥生時代前期まで，柏尾川と境川，引地川，目久尻川の下流域は，入りくんだ浅

海になって居り，樹影原台地の南部はこうしたおぼれ谷に面した海岸急斜面を形成していたと考

えられ，イノデータブ群集ケヤキ亜群集は，この往時のおぼれ谷斜面に相当する分布域とほぼ一

致した潜在自然植生域を占めている。

　　（4）イノデータブ群集典型亜群集：湘南砂丘においても，境川，引地川，相模川，花水川な

どの河川の下流域には，それぞれの規模に応じた沖積地が見られ，停滞水のない輝輝で肥沃なこ

れらの立地には，イノデータブ群集典型亜群集が成立するものと考えられる。この地域に散在す

る社寺，古い農家の庭先等にタブノキ，シロダモの大木が見られること，藤沢市で，他地域では

見られない沖積地に残存するイノデータブ群集典型亜群集に属する林分が見られることなどか

ら，沖積地の潜在自然植生が，イノデータブ群集典型亜群集であることが推定できる。なお，本

群集は，江の島やその対岸の赤山など，三浦層群の丘陵地の樹状風背地にも見られるが，その考

察は三浦半島の項に譲る。

　　（5）ヤブコゥジースダジイ群集アカガシ亜群集：相模原台地の縁辺部の段丘崖のうち，南部

および南西部の崖の肩の部分には，アカガシ，アラカシの生育が目立つ。種組成はスダジイ林に

共通するものが多いが，シラカシも伴ない，ヤブコウジースダジイ群集域とシラカシ群集域との

境界付近に成立すると考えられる。

　境川流域では，南は国道1号線付近から，藤沢帯北端の長後付近までに見られ，相模川流域で

はずっと北の平塚市岡崎，伊勢原市，厚木市などの関東ロームの段丘崖に断片的に見られる（潜

在自然殖生図では，ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集域に含まれている）。

　　（6）ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集：大磯丘陵の高麗山にはヤブコウジースダジイ群

集典型亜群集に属する自然林が見られる。江の島，片瀬山等にも断片的な甲西が認められる。い

ずれも第三系三浦層群上の立地である。相模原台地，相模平野には，スダジイの混生する植生は

散在するが，いずれもカシ類を伴うアカガシ亜群集で，典型亜群集は認められない。相模川右岸

（西岸）の段丘後背地の山地にもやブコウジースダジイ群集典型亜群集が見られる。
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Phot．67藤沢市海岸の景観。潜在自然植生はイノデータブ群集。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　KUsten－Landsc拙aft　der　Stadt　Fujisawa．　Die　heutige　potentiell　natUrliche　Vegetation　dieses

　　　　Gebietesistgr68tenteils　Polysticho－Machiletum　thunbergii．
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　なお，湘南砂丘上には，ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の自然林は残っていない。スダ

ジイを主とした林分も，断片的に認められるが，三浦層群上に成立する典型亜群集とまったく同

一と認めてよいかどうかは，今後の研究に待つことになる（潜在膚然植生図では典型彊群集とし

て扱われている）。

　　（7）ヤブコウジースダジィ群集（表層土が撹乱された地域）：本地域に隣接する藤沢市片瀬

山，鎌倉市西鎌倉の両分譲住宅地で，第三紀三浦層群の土地を造成し，広域にわたり表層土を削

り取り撹乱した地域がある。三浦層群の地層は比較的やわらかい泥岩層からなっている，この造

成地では，本来潜在自然植生がヤブコウジースダジイ群集典型亜群集であると考えられる。しか

し表層土を削り取られたため，今すぐスダジイ林を支え得るとは必ずしも考えられない。20～30

cmの厚さに表土が復元され，さらに水分条件が緩和されれば，スダジイ林を支え得るものとし

て，このレゲソデが設定された。

　　（8）マサキートベラ群集：湘南海岸の砂丘植生の後背低木林として，汀線ぞいに最初に樹林

群落を形成するのは，マサキートベラ群集と判定される。本群集は横浜から三浦半島，逗子，鎌

倉にかけての海岸岩地に現在も残存するのに対し，湘南砂丘においては，宅地開発により，自然

林は消失している。わずかに，古くからの住宅地内に残されたクロマツ林の中には，マサキ，ト

ベラ，マルバグミなどの密生する植分が見られ，汀線に平行して下条東西に広がる古い砂丘の海

側から2列目にあたる海岸線からおよそ0．2～0．5kmまでの風衝地の潜在自然植生がマサキート

ベラ群集域と推定される。

　　（9）ハンノキ群落：河川ぞいの沖積低地で，現在水田として利用されている低湿地は，ハン

ノキ群落が潜在自然植生であると判定される。本地域で，水田放棄地にハンノキの生育が見られ

たのは，1例であるが，他の地域でもこのような例があり，現在かなりの面積にわたる耕作放棄

水田も，年数を経るうちハンノキの出現が見られるものも出ることが予想される。

　（10）クヌギーハンノキ・群落：水田のうち，やや排水のよい谷の頭などの乾田の一部には，ク

ヌギ一陣ソノキ群落が成立するものと推定される。本地域の現存植生には，クヌ素心ハンノキ群

落は見られないが，谷の頭の凹状地にはクヌギ林が見られ，他地域（埼玉梁）での所見から，湘

南・県央地域においても，小面積ではあるが，クヌギ一結ソノキ群落が成立すると認められた。

　（1D河辺植生：やや大きな河川では，25000分の一の地型図においても，細く帯状に河辺植

生が表記され，湘南・県央地域では，河縁の膝隠土の堆積地でセリークサヨシ群集が，河川冠水

草原でより高い乾性堆積地には，オギ群集が成立すると推定される。

　汚染のはげしかった境川，引地川，目久田川も，近年水が透明に近くなり，ヤナギモなどの沈

水植物群落が見られるようになった。小規模のかんがい用の池においては，ヒルムシロクラスの

開放水域植物群落が成立する。

　　5）土地利用の状況

　相模原台地を中心とした地域の土地利用の状況は，台地上平坦面，台地周辺の斜面，河川ぞい

の沖積面のそれぞれが次のように利用されている。

　台地上の平坦面は畑地が多く，一部にクロマツ植林やクリ果樹園がある。斜面では，農家の裏

山に当る部分の多くはケヤキ，シラカシの屋敷林や，モウソウチク林となっている。その他の斜
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面にはスギ，ヒノキの植林もしくは二次林となっている。淋積低地は，ほとんど水田である。

　台地面は平坦であるが水利が悪い，このため生産力の乏しい畑地や，クヌギーコナラの二次

林，アズマネザサーススキ群集などとして存続してきた。1949年より相模川の水をひき，台地上

の畑地をかんがいする水路が作られたが，完成する頃は，時代が変わって工場団地の進出がはじ

まり，さらに宅地化の波が急速におしよせ現在に至っている。同時に農業も，ビニールハウスな

どを利用した近郊農業に移行し，一方では，耕作放棄畑や工場予定地となった空地も目立ってき

た。山林の管理も近年ますます粗放となり，ツル植物や下草の繁茂にまかせ，病虫害による枯死

木も目立つようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　メ　さらに最近では，山をくずし，水田をうめたてる大規模な宅地造成が行われるようになり，森

林の多かった斜面部も，次々に宅地化されつつある。

　相模原台地の原植生は，シラカシ林であったと言われている（大場1969）。これに対して，沖積

低地はハンノキ林と推定される。沖積低地でも低湿地より0．5～5m高い自然堤防や台地沿いの

小高い地域は，シラカシ林が成立し得ると考えられる。これは，シラカシやタブノキの大木が，

そのような地域に見られるからでもある。沖積低地の水田を，付近の台地の火山灰層をくずして

埋立てた場合，1～2m高くかさ上げされたこれらの立地は，シラカシ林を支え得ると予想され

る。また，台地の上層部を削りとって赤褐色の心土を裸出させた地域も，火山灰層がやわらかく

水を通すため，根の侵入が可能であり，遷移の進行が速く，数10年を待たずにシラカシ林に移行

し得ると予想される。これは，埋立地や削り取り跡地に植栽されたマテバシイその他の樹木苗

が，いずれも順調に生育しつつあることからの推定である。

　　6）環境保全

　もともと平坦な台地面は，柔軟で堀削容易な火山灰層からなりたっており，そこに近年開通し

た道路網の発達により，最近10年間における工場や住宅の進出は自然環境の改変を強要してい

る。しかし，本地域は，大部分が，台地上の平坦面で占められ，残りの大半が沖積低地であり，

台地と沖積地とが接する斜面部は，小面積ではあるが，かなりの部分が森林として残されてい

る。この斜面の森林は，台地上部から見ても沖積地側から見ても平地に続く山並みのような景観

を示し，緑豊かな田園風景を描き出している。市街地近くでは，この森林を伐採し，ひな旧式の

宅地と化しており，画一的で殺風景な都会地の様相を呈している。

　現存植生図上，耕地および市街地の工場が多く，樹林地の極めて少ない本地域においては，台

地周辺の斜面の森林が貴重な存在となる。沖積地の大部分は水田であるが，大規模な造成，埋立

てが行われているところがあり2ヴ3mもの高さに埋土がなされている。今後流域全体にわたり

宅地化が進めば，降雨の際，一度に水が低所に殺到し，浸水するおそれが生ずる。斜面の樹林を

残し流域ごとに適正規模の遊水地を設ける必要がある。

　現在，断片的に残存する自然林を開発からまもることは重要であるが，さらに郷土種による郷

土の森の復元が，自然林の少ない本地域に特に望まれる。さいわい，関東ロームは樹木の生育に

適しており，生育の早い落葉樹はもとより，シラカシ，モチノキ等においても10年で7～10mの

街路樹程度に育ち，20年でかなりの大木になることから，土地さえあれぽ，現在の植生に応じ

て植物社会学的手法により，クヌギーコナラ林やシラカシ林（潜在自然植生がシラカシ群集域の

場合）を復元させることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）
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Phot．68湘南地方に多い潜在自然植生の構成種が屋敷内に植栽されたり生垣に使われている例。タブノキ
　　　がすっぽり門戸をつつみ，ネズミモチやウバメガシの生誕でマント的にすそをめぐらせ，森に包ま
　　　れた屋敷を思わせる（鎌倉）。
　　　Alte　Woh曲auser，　die　traditionell　mit　den　Arten　der　potentiell　nat廿rlichen　Vegetation　wle
　　　伽。ゐ蜘5読躍うθ1習κ，ム‘g～’5’π〃2り砂02z言α〃7z　u．　a。　umrahmt　sind（Kamakura）．　Die　Harmonie

　　　der　Landschaft　ist　noch　gewahrt，
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　6．県　　西　Westlicher　Teil　der　Prafektur　Ka員agawa

　　1）地域概況

　県西地域は小田原，関本，箱根，湯河原地区に区分される。小田原地区は足柄平野の沖積低地

を中心に，早川，酒匂川ではさまれた小田原市に市街地が集中し，沖積低地は水田耕作に利用さ

れている。最近の農業政策の一かんとして打ちだされていた休耕田が埋めたてられ工場地や宅地

に利用されて一変している所が多い。この足柄平野を中心とする田園景観と，関本などの専ら林

業に頼る地区のスギ，ヒノキ植林と薪炭林としての伐採が未開発な二次林・植林相観を形成して

いる。箱根地域は外輪山・内1留山の一部の山上を残し，観光地として利用されている。森林も国

有林の大部分はスギ・ヒノキ植林，コナラ・ミズナラの二次林である。湯河原は海岸沿いに山地

下部から中腹までミカン畑に利用されている。門川流域に住宅地が集まり温泉観光地としての利

用が多い。

Phot．69　箱根地域に比較的広い面積をしめているヤマボウシーブナ群集の二次林。

　　　Sekundar－Walderdes　Cor篇。－Fagetum　crenatae，　dasim　Gebiet
　　　von　Hakone　ein　verhaltnisma8ig　weites　Areal　bedeckt（Hakone　1000　m廿．　M．）．

　　2）自然環境

　　（D地形・地質：神奈川県西部は箱根火山の溶岩からなる山岳地帯と東側にひろがる足柄平

野からなる。箱根火山は本州中部を走るFossa　Inag難a（中央溝帯）と呼ばれる地域にそって生

じた三重点火山で富士火山帯のほぼ中央部に位置している。箱根火山の外輪山は明星ケ岳，明神

ケ岳，丸岳，長尾岳，三国峠，山伏峠，鞍掛山，大観山，白銀山などで古期外輪山南北14km東

西9kmの楕円形をなし，これに金時山と幕山の2寄生火山を有している。その内側に続く鷹の

巣山，浅問山，碓井峠，要害山，塀風山，塔ケ島などは新期外輪1上1で，この熔岩は一部古期外輪
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山を東側に超えて小田原まで達している。最後に噴出したのが二子山，駒ケ岳，神山，台ケ岳，小

塚山などで神山はこれらのうち最：高峰（1438m）である。またカルデラ内に生じた野芹湖が芦ノ湖

で，その一部湖底が侵食によりわずかに湿原状態を保っている地域が仙石原である（久野1972）。

　箱根火山の東南麓には箱根以前に噴火した湯河原火山があり，古墨外輪山の熔岩流が相模湾に

突出して真鶴半島となっている。

　　（2）気候：箱根・小田原地域は表日本型の冬季に比較的降水量の少ない高濃・多湿地域にあ

たる。小田原・真鶴・湯河原は相模湾に接しているために夏は涼しく冬暖かい海洋性気候的であ

り，年平均の気湿15。C前後，降水：量は2000mm前後と多い。箱根地域は山地部と山麓部の差

は冬に大きく，夏に少なくなっている。

　　3）潜在自然植生概観

　足柄平野の沖積地は現在その大部分が埋めたてられ市街地化されている。海岸の先端部が狭い

ながら砂地となっているが，護岸工事が行なわれているため自然掃地として植生の生育は考えら

れない。護岸された地域のもっとも海岸ぎわではマサキートベラ群集の生育が考えられる。ま

た，現在住宅地として利用されているところで，安定した砂地の地域，現在クロマツや常緑広葉

樹が住宅地内に植栽されている地域ではやブコウジースダジイ群集が，さらに後背地の古くから

埋めたてられ形成されている集落・工場に利用されている保水力の良い地域でも常緑広葉樹が生

育可能な立地はイノデータブ群集が生育する。水田はイボタノキーハソノキ群落が潜在自然植生

と考えられる。足柄平野東端の国府津一松田間は段丘状となっているが，南部は谷部にイノデー

タブ群集典型亜群集，やや内陸にイノデータブ群集ケヤキ亜群集の生育が，さらに羅根部ではや

ブコウジースダジイ群集がみとめられる。ややゆるやかな丘陵地では，関東ロームを被覆しシラ

カシ群集の発達が考えられる。

　酒匂川の河辺は比較的広く本流沿いの河辺植生は土砂堆積地で冠水の激しいところではセリー

クサヨシ群集やツルヨシ群集の生育が，やや安定してくるとオギーヨシ群団やヤナギ林が生育す

る。

　　4）潜在自然植生単位とその配分

　　（Dヤブコウジースダジイ群集典型亜群集：小田原南部の海岸ぞいの旧砂丘地帯は，現在造

成され市街地や工場地となっている（小田原北部図幅）。また海岸に接した丘陵地帯の乾燥しやす

いところではやブコウジースダジイ群集の植分が湯河原まで続いている（小田原南部，湯河原図

r隔）　（1）hot．70）。

　　（2）ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亟群集：丘陵地の三部や，やや海岸から離れたシキ

ミーモミ群集やヤマボウシーブナ群集に接する地域にはアカガシ，ウラジ・ガシなどカシ類が多

いカシ・シイ混生林が生育する。波状にヤブコウジースダジイ群集典型亜群集やシラカシ群集が，

シキミーモミ群集に接してカシ類を混じえたヤブコウジースダジイ群集アカガシ彌群集が潜在自

然植生に考えられる。土壌は褐色～黄禍色森林土で中～乾生で，比較的土壌が厚く堆積している。

　　（3）ホソバカナワラビースダジイ群集：湯河原の推川ぞいにはイズセソリョウ，ホソバカナ

ワラビ，ホルトノキなど暖帯性の植物が共存している林分がみられる。中部地方の沖積地を中心

に三浦半島，募総半島に一部分布するホソバカナワラビ～スダジイ群集は箱根山地の外輪山の外
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Phot．70　真鶴半島に残されている常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集。

　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　aufder薮albinselManazuru．

壁まで分布している。イノデータブ群集より乾いているが丁丁な山地斜面に生育する。

　　（4）イノデータブ群集典型彌群集：海岸後背地の沖積地，あるいは比較的新しい埋立地など

では，やや湿性ではあるが，土壌中の水はけが良好で常緑広葉樹林のタブ林は形成しやすいが湿

生のケヤキ，オクマワラビなど落葉樹や，羊歯類が生育できない立地はイノデータブ群集典型亜

群集と判定される。酒匂川の沖積地に広い面積を占めている。

　　（5）イノデータブ群集ケヤキ亜群集：小田原北部の丘陵地凹状斜面や，沖積地の土中の空気

含有量が多い立地ではケヤキが高木層に優謝し，イノデ，オクマワラビなど湿生羊歯植物が生育

している。ケヤキが優占した特徴ある林分を形成している。

　　（6）マサキートベラ群集：真鶴半島を中心に海岸の風衝断崖地には風衝低木林のマサキ，ト

ベラ，オオバグミ，ヤブツパキなどが生育する植分が発達している。砂丘後背地の砂の動きが安

定した風衝の強い立地にも帯状に生育する。

　　（7）シラカシ群集ケヤキ亜群集：酒匂川沖積地の上流部や，山北付近ではシイ・タブの生育

がまれになりシラカシが優占する植分が生育する。シラカシ林にケヤキが混生し，適湿地を指標

する林分を形成している。

　　（8）シラカシ群集典型亜群集：県西地区の北部・県北に接する地域では関東ロームにおおわ

れた台地や丘陵地がつづいている。台地上の乾燥しやすい立地はシラカシ群集典型亜群集が生育

する。

　　（9）シラカシ群集モミ亜群集：砂層などの上にロームが浅く堆積したところではモミ，カ

ヤ，アカマツなどの針葉樹が混生する。シラカシ群集モミ亜群集の生育域はきわめてせまいが小
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さな島状に点在する。

　（10）シキミーモミ群集典型亜群集：箱根外輪山，とくに白銀山から湯河原にかけてやせ尾根

部にはモミが突出している。モミ，カヤなどの針葉樹が高木層に優占し，シキミ，ミヤマシキ

ミ，アセビなど貧養地に生育する構成種で特徴づけられる。

　（i1）アラカシーウラジロガシ群落：常緑広葉樹林の垂直的な上限境界付近や岩礫地など，立

地が安定してはいるがきわめてきびしい条件下にアラカシ，ウラジロガシ，ツクバネガシが生育

する。カシ林がみられる箱根や湯本付近の腸角地あるいはアブラチャソーイヌシデ群落に接した

斜面などにみられる。

　（12）イロハモミジーケヤキ群集：冷温川，早天川など渓谷ぞいにイロハモミジ，ケヤキなど

落葉広葉樹が優占する植分がみられる。林内に常緑広葉樹も生育し，渓谷を複雑な色彩で彩ど

る。箱根，湯河原に広い潜在自然植生域を占めている。

　（13）タマアジサイーフサザクラ群集：植生では縮尺が小さいため比較的小面積に示されてい

るだけであるが，谷ぞいの不安定地に帯状にタマアジサイーフサザクラ群集の林分がみられる。

　G4）ハンノキ群落：酒匂川流域には広大な面積で水田耕作が行なわれている。関東北部地方

や，東北地方では比較的多く残存しているハンノキ群落は，県内では横浜市内で1ヵ所水田の原

植生残存地としてのハンノキ林が残されている。水田のようなグライ化土壌のやや泥炭化した立

地の潜在自然植生はハンノキ群落と考えられる。

　（15）ヤシャブシ群落：箱根外輪山の内壁は常に崩壊がみられる。崩壊の回数がわずかに少な

い立地では，ヤシャブシの先駆群落がみられる。大涌谷周辺のヤシャブシ群落も含めて示されて

いる。

　（！6）ヤナギ林：芦ノ湖周辺や，酒匂川の土壌安定地など，イヌコリヤナギ，カワヤナギ，オ

ノエヤナギの群落が点在して残っている。河川ぞいに帯状にヤナギ林の潜在立地が考えられる。

　（17）チガヤーハマゴウ群集＝石壇による防波堤が築かれていない二宮町付近の海岸や酒匂川

河隣では砂の動きがやや安定した立地に砂丘：低木群落のチガヤーハマゴウ群集の生育域が考えら

れる。

　　G8）ハマグルマーコウボウムギ群集他：海岸砂丘地の砂の動きが激しいところでは根茎が発

達した砂丘植生が先駆群落をつくる。チガヤーハマゴウ群集の全面にハマグルマーコウボウムギ

群集やハマグルマーケカモノハシ群集などの潜在自然植生が考えられる。

　　（19）ウラギククラス：河1＝1の汽水や塩分がわずかに残る地域に塩沼植生が広く生育してい

た。酒匂川河口は現在は無植生であるが防波堤や石垣がない状態では潜在自然植生としてウラギ

ククラスやヨシクラスのシオクグ群集のような塩山植生が生育すると判定される。

　　（20）イソギクーハチジョウススキ群集：海岸ぞいの断崖地では風衝や潮の影響に耐えられる

イソギクーハチジ。ウススキ群集の潜在自然植生域が考えられる。湯河原から真鶴半島あるいは

小田原南部まで帯状に広がる。

　　（2Dセリークサヨシ群集，ツルヨシ群集：河辺の土砂堆積地で，増水のたびに水であらわれ

る立地ではセリークサヨシ群団に属する西分が生育している。またほふく状に根茎をのぼすツル

ヨシ群集は流水辺に帯状に生育する。

　　（22）オギーヨシ群団：セリークサヨシ群集の後背地で，一段高くなった河岸にオギが優占す
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る植分が広い河川でみられる。また河川敷ばかりでなく自然堤防の斜面にもみられる。したがっ

て，一段高くなった砂泥土上や堤防斜面にオギーヨシ群団が潜在自然植生として考えられる。

　（23）ウキクサクラス及びヒルムシロクラス：箱根芦ノ湖の広い湖面は植生図では開放水域で

示されているが，芦ノ湖の縁ではホザキノフサモ，エビモ，セソニソモ，ササエビモ他の沈水植

物が水深1．5～1．6mの深さまで生育している。またこのようにみると県西部に点在する沼や池も

沈水植物や浮葉植物が生育するものと考えられる。

　（24）ヤマボウシーブナ群集：箱根内輪山を中心に，外輪山まで表日本の中で乾燥地に生育す

るヤマボウシーブナ群集が残されている。適湿からやや乾性な土壌の深い地域に発達する。

Phot．71冠岳のヤマボウシーブナ群集。かつては箱根内輪山の海抜700m以上はヤマボウシーブナ群集で

　　　おおわれていたと考えられる。

　　　Corno－Fagetum　crenataeaufdemBergKlanmuri（1250mu．M）．

　（25）ニシキウツギーヤマボウシ群落：箱根外輪山の内壁では風衝が強くブナの生育が困難な

立地が広がっている。かつてはブナ林でおおわれていたと考えられるが，数回の伐採により立地

の二化あるいは風衝により復元が困難でヤマボウシーブナ群集の一歩手前で持続している状態で

ある。関本では広い面積でみられる。

　（26）アブラチャンーイヌシデ群落：ヤブツバキクラスからブナクラス域への移行途上では落

葉広葉樹林で湿生のシデ類をもった三分が帯状に生育する。イヌシデ，クマシデ，ケヤキなどと

ともにミズナラ，コナラを混生した林分は低木層にアプラチャンやクロモジが多くアブラチャソ

ーイヌシデ群落にまとめられ箱根関本の海抜500～700mの谷部斜面にみられる。
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　（27）ミヤマクマワラビーシオジ群集：箱根中央火目丘のブナクラス域の谷底部に，流れをふ

ちどるように帯状にシオジ林が発達している。中央火口丘では降水量が比較的多いが急峻で解析

の進まない地形であるため自然の流れはきわめてまれである。わずかに神山中腹の清水平や台ケ

岳山頂付近にみられる程度である（宮脇・大場・村瀬1969）。

　（28）クサレダマ一陣ソノキ群落：箱根町石原周辺のヤブツバキクラス域上限からブナクラス

域下限に位置する水田地域はクサレダマーハンノキ群落が潜在自然植生に考えられる。

　（29）オニスゲーゴウソ群落他：箱根仙石原の天然懸念物指定地域およびその周辺にオニスゲ

ーゴウソ群落，マアザミーミズオトギリ群落，ミヤコアザミーコウヤワラビ群落や，カサスゲ群

集などの低層湿原植物群落がみられる。おそらく周辺の水田の潜在自然植生あるいは原植生のハ

ンノキ群落の中で，とくに多湿地に願状あるいは帯状に生育すると考えられる。

　（30）ヌマハリイ群落他：箱根精進池やお玉ケ池周辺にはヌマハリイ群落やサソカクイ群落な

ど挺水生の植物群落が生育する。

　（3Dアセビーり。ウブ群落：箱根大涌谷周辺の硫気がわずかに弱まりながらもまだ影響をう

けるような立地ではかぎられた種群による低木群落が生育できる。アセビがとくに多く，リ。ウ

ブ，ヒメシャラ，トウゴクミツバツツジ，サラサドウダンなどが生育している。

Phot．72大涌谷噴気孔周辺に発達するヒメノガヲヤスーススキ群落とアセビーリョウブ群落。

　　　Ia　der　Nahe　der　Schwefelquelle　entwickelt　sich　die　Cα♂α，7～α9ア05オ‘5ゐ盈02z62z5‘5－Mゴ5ごσ2zごみz‘5

　　　5‘2z召π5‘5－Gesellschaft（Hakone，　Ohwakidani，1000　m廿．　M．〉．

　（32）イトスゲーリョウブ群集：箱根中央火口丘の駒ケ岳北面や，冠岳，二子山などの急斜面

の耳石の麗出した土壌の少ない立地に生育している。ニシキウツギーヤマボウシ群落に近い植分

である。
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Phot．73箱根大涌谷とその周辺のイトスゲーリョウブ群集（背景）及びアセビ㎜リョウブ群落（手前）。

　　　Landschaft　in　der　Umgebung　der　Schwefelquelle　Ohwakidani　aln　Berg　Hakone（1000　m

　　　資．M．）mitGeb廿schenund　niedrigen　Waldern　wie　Carici－Clethretum
　　　barbinervis（Hintergrund）und　1）諭’ゴ5ノαρ07～‘cα一ααん1・α∂αノー鋤z8ノ・切5－Gesellschaft

　　　（Vordergrund），

　　（33）イワナンテソーヤマグルマ群集：上二子山頂付近，冠ケ岳頂上や駒ケ儒などの岩場で岩

塊が露出している所にはイワナンテンの多い植分がみられる，特殊な群落域を形成している。

　（34）オノエランーハコネコメツツジ群集：上二子山，下二子山の山頂岩場，風衝地や金時山南

面の風衝岩崖地や駒ケ岳南面などに小範囲にみられる媛生低木を伴った風衝草原である。ハコネ

コメツツジ，リ。ウブなどの低木に混りウラバグサ，フジアカシ。ウマ，シモツケソウ，ハコネギク，

ノギランなどが生育している。箱根・丹沢などフォツサ・マグナ地域を代表する風衝草原である。

　（35）フジアカショウマーシモッケソウ群集：神山，駒ケ岳や上二子山の風衝地に草原が発達

している。風衝が強いため一部伐採された地域まで森林にもどれず，ミヤマクマザサなどのササ

類が混生し，フジイバラ，ハコネトリカブト，フジアカショウマ，シモツケソウ，マルバダケブ

キ，ヒメノガリヤスなどが生育している。

　（36）ヒメノガリヤス～ススキ群落：大湧谷周辺の硫気孔の鋤響があるところでは硫気の影響

で木本類の種数がかぎられ，森林の発達はきわめて困難である。このような立地にはヒメノガリ

ヤス，ススキ，ヤシャブシなどを主としたきわめて単純な難物群落が生育する（Phot、74）。

　（37）フジアザミーヤマホタルブクロ群集：箱根外輪山の金時山や明神ケ醤の内壁の圃場で砂

の移動が激しい所や中央火「二［丘の神山，駒ケ・岳のガレ地にフジアザミ，ヤマホタルブクロ，フジ

イバラなどがまばらな群落を構成しており，現在の潜在自然槌生とも一致している。

　（38）裸地：海岸の砂地，山地の崩壊が激しい立地や河辺などの，とくに乾湿の激しいところ
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Phot。74硫気孔周辺の先駆植生ヒメノガリヤス『ススキ群落。

　　　Als　P三〇nieやVegetation三nδer　Umgebung　der　Schwefelque玉le　wachse鳳deσα♂α〃沼gro5孟∫5

　　　11αた07～87～∫言5－Mf5‘〃z疏z‘55多θノzθπ5∫5－Gesellschaft（Ohwakudan呈，　Hakone）．

や立地の不安定な地域では植生の発達が考えられず裸地として示された。

　（39）開放水域：海・川・芦ノ湖など人為的影響が停止しても植物が生育しないところが示さ

れている。

　　5）　土地利用の状況

　県西地域は比較的自然が残されていると考えられてきた。しかし，箱根外輪山は広大な面積で

植林や伐採によりスギ植林，ハコネダヶ革嚢，あるいは二次林やゴルフ場にかわっている。酒匂

川沿岸も，水田，工場，住宅地などに利用され自然はきわめて少なくなっている。大磯丘陵は神

社や寺の社叢林にわずかに自然に近い形で樹林が残されているが大部分は二次林や植林である。

　自然植生は箱根内輪山二子山，神園，大涌谷などの山地や硫気孔周辺，あるいは金時山の急斜

面，畢矧，懇懇川ぞいの斜面などの自然環境のきびしい地域に残されている。足柄平野では古く

からの屋敷林や神社，寺の社叢林にみられる。

　　6）環境保全

　県西地区は神奈川県民の憩の場である箱根真鶴半島や湯河原地区と，近年工場進出が盛んに行

なわれ田園景観が少なくなってきた酒匂川流域，さらに湘南地区から続く大磯丘陵まで含め，山あ

り川あり田んぼありのきわめて多彩な景観を形成している。また植生面についてもやブッバキク

ラスからブナクラスまで，国庫から山頂まで潜在自然植生図では多様な37の凡例で示されている。

　このような県西地区では，箱根・湯河原・真鶴半島の現在以上の開発はさらに植生の馴化と，
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Phot．75　ヤマボウシーブナ群集を代表するヤマボウシの町回。

　　Blumenkelchevonσoプ2zz‘5んα65α，einerArtdesCorno－Fagetumcrenatae
　　　（Moto一至｛akone，800　m慧．　M．），

ひいては神奈川県民の憩の場を早急に破壊しどこにでもある画一的なレジャー行楽地に変貌させ

られる危険性がある。とくに箱根外輪山南部斜面と湯本付近はまだ大規模な開発が行なわれてき

ていない。これは地形や植生の面から一度破壊されると自然植生の復元が不可能なほどきびしい

立地条件下にあるため，現在まで林業以外に開発されずに残されてきていると考えられる。した

がってこれからも大規模開発は避けることが自然環境保全の前提条件とされる。

　酒匂川はんらん原であった足柄平野では，かつては生活の主要部をしめていた耕作水田がここ

数年の間に工場地・住宅地に開発され変化してきている。したがってこれからの変化もくいとめる

ことは不可能であるが，新しい開発地に対しては，古くからの屋敷林がもっているような潜在自然

植生に適した環境保全林の復元を行なうことが望まれる。埋めたてられた地域や丘陵斜面では主

としてイノデータブ群集やシラカシ群集ケヤキ亜群集の構成種の植栽が可能である。また道路建

設などでは山麓部，山地部では地形にあわせた道路計画と，道路周辺のマント群落の復元が必要

とされる。緑の森を足柄平野をよこぎる高速道路インターチェンジ尚辺に復元するなど，可能な

地域では周辺の自然に調和した計画が望まれる。また足柄平野には丘陵下部に数多くの神社：や寺

院の社叢林に自然が残されている。これら残存自然植生は人為的管理を制限し，将来にわたって

保全されることが望まれる。

　相模湾沿岸にはところどころ小面積に砂丘植生が残されている。きわめて少ないがコンクリー

ト造りの防波堤で金く失なわれている小田原海岸では貴重な存在である。踏圧などによる消滅を

防ぎたい。また大磯丘陵には長い間人為的影響とつりあって生育してきた二次林や植林がみられ
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る。自然公園としての利用の可能であるが，足柄平野をとりまく広域的観点での環境保全林とし

て，斜面は厳重な保護が必要である。

　多様な自然環境保全と，緑の復元，さらに弱い自然と強い自然の理解の上にたった県土の将来

計画の策定・実施が望まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原）

　7．丹沢山地Berglaad　Tanzawa

　　1）　地域概況

　丹沢山地は嬢北西部に位置し，菓西約40km，南北約30　kmにおよぶ県内最大の四域である。

東端の大山（1246m）を起点として塔ケ岳（149正m），丹沢山（1567　m），蛭ケ岳（1673　m），三七丸

（160正m＞，三二山（1349m）と続く山稜が丹沢山塊の背骨を形成している。これら山塊を縫うよ

うに道志川，畢戸川，三二川，中川川，世三川等の各河川が流出している。

　丹沢山塊の東面は階段状に仏果山，小倉山と山地が願次低下して相模川に切られて関東平野に

接する。南面は秦野盆地や相模平野に開けている。西部は篭坂峠を境として山中湖，富士裾野に

続き，北方は道志川により道志山地と区分されている。

　　2＞自然環境

　　（i）地形：丹沢山地は600～700mの等高線を境として地形的に著しく異なっている。内側は

急傾斜の斜面で崩壊地も多く，谷も深い。ヨ三峰蛭ケ岳を最高地とし標高1200～1600m級の山播

が主体となっている。三ノ塔山，丹沢11」，同上の頭，蛭ケ岳，桧洞丸などの山頂部は一般に丸み

をおびている。谷は急で源流部に滝のあるものが多く，水無川，四十八瀬川などが特に臼立つ。

　一方，外側は低山で丹沢山塊の前山を形成している。これら前山は足柄山地，中津山地，道志山

地に続いている。丹沢山塊と足柄山地とは神縄衝上断層崖を境界としている。南縁部は石英閃線

岩の貫入岩体から構成される矢倉岳から足柄峠，金時山に連なっている。中津山地は伊勢原から

落合を経て青野原に至る断層線谷によって区分されている。また，道志山地も道志川の断層線谷

が境界となっている。道志川流域は3段目面が発達し，段丘面は道志川の南岸で広くなっている。

これは丹沢山地からの扇状地堆積物が押し出し道志川が北側に移動したものと考えられている。

　　（2）地質：造山運動で生じた丹沢山地は地質構造的にまとまったドームであり，中心に石英

閃緑岩，それをとりまいて御坂統（丹沢層群），さらにその外側に足柄層群が連続している。石英

閃緑岩は丹沢層群の堆積後，これを貫き出た深成岩で蛭ケ岳から菰下山にいたる山稜や玄：倉川上

流から中川川上流を経て世門川上流の一帯を中心に分布している。丹沢層群はほとんど火山物質

から形成されている。下部は火山礫岩や火山角礫岩，上部は厚い凝灰岩の地層である。東丹沢を

中心に分布するが三巴川，回附川，道志川流域にも見られる。足柄層群は東部の経が岳，仏果

山，中津峡よりさらに北方に広く分布している。主として礫岩であって，隆起してはげしい侵食

をうけている山地から急流に流しこまれてきた山麓堆積物である。ユーシン谷，玄倉川，世附

川，大室山，加入道i上iには変成帯があり，丹沢山地位の若い造LL喘；で変成帯まで地上に現われて

いるのはきわめて稀である。これは丹沢山地が南部フォッサ・マグナという変形のはげしい地域

のなかで波状変形をうけ，さらに石英閃緑岩の貫入をうけたためである（坂本他1964）。

　　（3）気候：丹沢山地は標高2000m以下の山岳であるため高山山岳のような激しい変化はな

いが，表日本型気候の特徴である雨や霧が多い。気温は山麓の渋沢では11月初旬で最高気温12
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。C，塔ノ岳で4～5。Cである。秦野付近とヤビッ峠では桜の開花が約2週間異なる。また，札

掛と塔ノ岳ではマメザクラの開花に約1ヵ月のずれがある（宮脇他1972）。

　降水量は9～10月が最大で300～500mmに達する。県下の降水量分布は西部の山岳地帯で多

く，東部の平野地帯で少ない。酒匂川流域の低地が東部と同様に少ないのは興味深い。

　　（4）土壌：丹沢山地南線には火山噴出部に由来する黒ボク土壌や淡色黒ボク土壌が広く分布

し，秦野盆地や箱根山地に続いている。ここにはスギ，ヒノキの植林が多い。山地全域は石英閃

緑岩や緑色凝灰岩を母材とする禍色森林土壌が発達している。山地の尾根筋や枝尾根では乾性褐

色森林：土壌，山腹上部の緩やかな尾根筋では褐色森林土壌BH，山腹斜面にはBI（肝管型）が

分布している。山腹下部や沢筋には湿性森林土壌が散在的に認められる。標高1400m以上の蛭

ケ岳，丹沢山等の緩斜面には褐色森林土の暗色系土壌が局部的に分布し，オオモミジガサーブナ

群集を支えている。岩屑性土壌は尾根から斜面にかけての交換地点でみられ丹沢山地中央部に小

面積で分布するにすぎない（国土庁土地局1975）。

　　3＞潜在自然植生概観

　丹沢山地の潜在自然植生は標高700～800mを境界に常緑広葉樹林帯（ヤブッバキクラス域）と，

それより高海抜地の夏緑広葉樹林帯（ブナクラス域）とに大別される。ヤブッバキクラス域はウ

ラジロガシ，ツクバネガシ，アカガシ，アラカシ，シラカシ等の常緑カシ類を中心とした森林が

山腹斜面から山麓部にかけて広がっていたものと考察される。しかし，長い年月にわたり持続的

に人為的干渉が加えられ，今日みられるような代償：植生に置き換えられてしまった自然植生は一

部の社寺林，屋敷林，河川ぞい急斜面などには局地的に比較的自然に近い形で残されてきたがこ

れらの小回状林分も人為的影響を多分に受けた森林である。

　一方，ブナクラス域にはヤブッバキクラス域に比較して人為的影響の加わり方も少なく，また

人為的干渉の歴史も短かいためまとまった集団としての自然二分が多地域にわたり認められる。

その代表的森林がヨーロッパで“母なる木”として親しまれているブナ林である。丹沢山地には

表日本型気候域を反映したブナ林が山域の大部分をおおっていたと判定される。現存植生のブナ

林にも樹高20m以上，胸高直径1mにも達する林分が存在している。

　ヤブッバキクラス域からブナクラス域にわたりモミ・ッガ林が尾根筋に帯状に生育している。

相観的には同一群落に見えるが植物社会学的な種組成を解析してみると両クラスそれぞれ別の群

落単位に区分できる。すなわち，ヤブッバキクラス域のモミ林（ツガ林はブナクラス域）は常緑

カシ類をはじめ多くの常緑植物を混生している。大山南面の海抜7001n付近や東丹沢札掛のモミ

林はヤブツバキクラス域の群落として上限に近く，シキミーモミ群集としてまとめられている。

また，両クラス域にまたがる林分として渓谷ぞいのタマアジサイーフサザクラ群集，ヤマハンノ

キ群落，渓谷に面した斜面に発達するアブラチャソーイヌシデ群落等が挙げられる。

　　（Dヤブッパキクラス域：平野部から山足部にかけては大部分が耕作地に転用されたり，ス

ギ，ヒノキの植林およびクヌギやコナラの雑木林になっている。この地域の黒ボク土壌地ではシ

ラカシ群集が，ロームが被覆しない褐色森林土壌地にはウラジ揖ガシ，アラカシ，アカガシ等のカ

シ類混生林が成立する。土壌養分や水分供給力の大きい斜面下部の湿性褐色森林至壌立地にはイ

ロハモミジーケヤキ群集が生育する。下層に砂礫層を伴った褐色低地土壌や粗粒グライ土壌域で
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はハンノキ群落が成立する。

　山地帯の斜面はアラカシーウラジロガシ群落が広がり尾根部の乾性土壌域にはシキミーモミ群

集が帯状に生育する。渓谷ぞいは土壌堆積が進まず，礫や砂とわずかな有機物が混成した立地に

タマアジサィーフサザクラ群集やヤマハンノキ群落が成立する。

　　（2）ブナクラス域：シキミーモミ群集に接して類似した相観を示すモミーツが林が連続す

る。本谷川上流にはツガ優占林分も見られるがいつれもやマボウシーブナ群集の下位単位の林分

である。海抜800～850m以高になるとブナが優勢となる。場所的には南面にハリモミ，北面にウラ

ジロモミを混生する林分が多い。林床にはスズタケが密生するが，海抜1400磁以上の平坦地や緩

斜面にはスズタケを欠くか，またはきわめて低被弾となるオオモミジガサーブナ群集が生育する。

　渓谷や谷頭部にはシオジーサワグルミ林が発達し，低海抜地の河床部ではタマアジサイーフサ

ザクラ群集やヤマハンノキ群落に接続しヤブツバキクラス域へと広がっていく。

　山稜や風当りの強い尾根ぞいには風衝草原が発達する。特に山稜の南面や南西面で著しく，フ

ジアヵシ。ウマーシモツヶソウ群集が広がる。これは箱根山斗にも共通している。

　　4）潜在自然植生単位とその配分

　　（1）シラカシ群集：中川川，玄倉川，世附川の各河川が合流する落合付近から下流にかけて

平坦地や緩斜面にはシラカシ群集が成立する。本来，シラカシ群集は関東ロームを厚く被覆した

洪積台地上に広く生育する常緑広葉樹林である。水地域は洪積台地ではないがロームにおおわれ

ている地域である。ここは現在耕作畑，果樹園，スギ植林に利用されている。

　シラカシ群集は微地形の相違により3亜群集に区分される。すなわち，斜面下部から平坦地に

かけて排水が良好で土壌が深く肥沃な立地に生育するケヤキ亜群集，台地上や丘陵地で黒ボク土

壌地に生育する典型亜群集およびローム層の薄い乾燥立地のモミ亜群集とである。本地域ではモ

ミ亜群集は少なく，ケヤキ亜群集と典型亜群集が大部分を占めている。酒匂川が相模平野に流出

するまでの山間部ではシラカシ群集は河川とアラカシーウラジロガシ群落との間に樹枝状に広が

っている。

　　（2）シキミーモミ群集：ヤブツバキクラス域の上部からブナクラス域にかけて急峻な斜面や

尾根部にはモミ，ツガ，カヤ等の常緑針葉樹の優擁する群落が帯状に生育している。丹沢山地で

はカヤの優占林分は見られず，モミーツが林がシキミーモミ群集やヤマボウシーブナ群集の下位

単位として認められる。また，モミはアカガシーウラジロガシ群落の中に単木簡に生育している。

これらモミ林のうちヤブツバキクラスに所属されるシキミーモミ群集は傾斜角20～45度の急斜面

や尾根筋で土壌は浅いが安定した立地が生育域である。

　現存植生としてのシキミーモミ群集は東丹沢札掛の海抜450～580mに発達した林分が存在して

いる。ここは県林務課が学術考証林として保存している地域であり，最近神奈川県教育委員会の

天然記念物にも指定されている。また，大山南面の海抜500～750mのモミ林もアカガシやウラジ

ロガシを混生したシキミーモミ群集を形成している。丹沢山地のシキミ～モミ群集は潜在的には

海抜450～750田前後の急斜面や尾根部に沿って帯状に生育する。海抜750m以高ではやマボゥシ

ーブナ群集に移行するが，モミは散在的には正200m位まで生育している。

　　（3）アラカシーウラジロガシ群落：丹沢山地の海抜800m以下の山足部は古くから人閾が定
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Phot．76丹沢札掛のモミ林（シキミーモミ群集〉。

　　　Physiognomiedes　lllicio－Abietum　f圭Hnae（500m廿．M．〉．

住し，長年月にわたる生活活動が持続されてきた地域である。したがって，今Bでは広域にわた

り原植生は破壊，変形されてしまった。その結果，古い農家の屋敷林，神社林，川ぞいの急斜面

などに断片的に残存自然林分が見られるにすぎない。これら残存林を調べてみるとウラジロガ

シ，ック・ミネガシ，アカガシ，シラカシ，アラカシなどの常緑カシ類が優占したり，高常在度に

出現していることがわかる。常緑カシ類のうちシラカシは関東ロームを厚く被覆した立地で最大

の生長を示すとともにシラカシ群集を形成している。

　ウラジロガシ，アラカシによって代表されるアラカシーウラジロガシ群落は丹沢山地を扶る玄

倉川，中川川，世附川および各支流ぞいの海抜600～700mまでの山腹斜面を生育地としている。

高海抜地になるにしたがいアカシデ，イヌシデ，クマシデ等のシデ類の占める割合が多くなる。

アラカシーウラジロガシ群落は海抜400～500mがもっとも中心となり，不安定な崩壊性斜面では

フサザクラ，ヤシャブシ，ヤマハンノキなどが高木層に侵入している。

　アラカシーウラジロガシ群落は尾根部でシキモーモミ群集に隣接している。緩傾斜の尾根では

モミ林が下降している。丹沢山地の大部分はヤマボウシーブナ群集へと移行しているが，急斜面

や乾燥立地ではニシキウッギーヤマボウシ群落と接続する。一方，谷部ではアブラチャンーイヌ

シデ群落やタマアジサィーフサザクラ群集と隣接する。前者とは安定した適潤地で，後者とは沢

ぞいや崩壊性斜面など熱地で不安定立地において接続する傾向が著しい。さらに物理的破壊作用

を強く受ける谷部ではヤマハンノキ群落やヤシャブシ群落が成立している。

　　（4）イロハモミジーケヤキ群集：裏丹沢道志川流域の河岸段丘斜面や段丘上の小谷に沿って
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Phot．77丹沢大【⊥［のシキミーモミ群集

　　　　　　王11icio－Abietumfir獄aeaufdem
　　　　　　ti．　M．＞im　Quasi－Nationalpark　Tanzawa－Ohyama．

Abhang　des　Ohyama－Berges（700　m
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樹冠の大きいケヤキとイロハモミジの優旧する夏緑広葉樹林が帯状に生育している。この林分は

亜高木層以下にウラジロガシ，シロダモ，ヤブツバキ，アオキなどの常緑広葉樹を高歩度，高常

在度に伴っている。イロハモミジーケヤキ群集はヤブツバキクラス域の渓谷ぞいで土壌の深い湿

潤立地を本来の生育地としているため，スギやヒノキの植林地として利用されやすい。しかし，

部分的には農家の屋敷林という形態を含め現存植生として認められる。

　夏緑広葉樹との混生林という特異な群落形態を示すイロハモミジーケヤキ群集は丹沢山地では

面積的には狭いが秋の紅葉によって特徴づけられる鮮明な色彩をはなつ景観構成要素として，現

存植生はもとより潜在的に支えることが可能な立地は極力保全すべきである。

　　（5）タマアジサイーフサザクラ群集：丹沢山塊の谷状部は増水時に伴う土砂流出により物理

的な破壊作用を受けるため岩脇やあらい砂からなるテラスが形成されている。このような立地に

はタマアジサィーフサザクラ群集の一斉林が発達している。河床部に生育するタマアジサイーフ

サザクラ群集は洪水により破壊されるため萌芽再生林の形態を示している。

　タマアジサイーフサザクラ群集は海抜500～1200mのヤブツバキクラス域からブナクラス域ま

での崩壊性谷部にそって帯状に長く連続している。低海抜地ではシラネセソキ3ウ亜群集が発達

している。玄倉川，中川川，大軍沢などの西丹沢は河川，渓谷に面した崩壊しやすい不安定な斜

面に広く生育している。幅の広い河床ではタマアジサイーフサザクラ群集に接してシバヤナギ，

イヌコリヤナギなどの低木マント群落が形成されている。

　　（6）ハンノキ群落：今日，地下水の高い低湿地は大部分が水田に利用されている。酒匂川流

域の沖積低地や山間部の湿地にも自然植分を見ることができない。したがって，山間部の低湿地

の潜在自然植生が何であるかを判定するには多くの困難が伴っている。これは丹沢山地のみでな

く神奈川県全域についても同様である。しかし，山間部も平野部の水田も地下水が高く，粘土質

の低地という特異な立地条件と，土地利用形態としては両者とも水田に利用されていることを考

慮して丹沢山域の低湿地の潜在自然植生は平野部と同様にハンノキ群落として記載された。

　丹沢山域のハンノキ群落は酒匂川ぞいの後背湿地に小群状に成立する。潜在的にハンノキ群落

を支えることが可能な立地はすべて水田雑草群落か水田放棄雑草群落の現存植生に置きかえられ

ている。

　　（7）ヤマハンノキ群落：丹沢山地の河川中流から上流部にかけてヤマハンノキ群落が成立す

る。すなわち上部から流失した崩壊礫堆積地上の不安定な立地に生育している。立地的にも種組

成的にもタマアジサイーフサザクラ群集と類似している。河原の堆積礫地は増水により土砂が侵

蝕され河岸段丘状のテラスを形成する。この段丘状テラスのヤマハンノキ林は立地の安定化に伴

いシオジ林の構成種が生育し，遷移が進行している。また，谷や沢の出合付近では破壊作用によ

り強く影響されるため樹高の低いブッシュ状のヤマハンノキの一斉林が成立する。

　ヤマハンノキ群落は河床部の中洲に礫と流出土砂が堆積した立地に団塊状ときには帯状に発達

する不安定な群落である。群落構造は2～3層構造である。

　　（8）ヤシャブシ群落：西丹沢一帯は関東大震災により渓谷ぞいに面した斜面が不安定な崩壊

地をいたる所に生じている。特に地形が急峻で表層土が流失された財界地は今日なお大雨による

崩壊を起している。このような崩壊地には地形の相違，崩壊の強弱，鳴物の移動の多少などによ



213

Phot。78河床部の礫地に生育するヤマハンノキ群落（西丹沢）

　　　孟♂η～‘5肋・5z‘峰Gesellschaft　auf　Kles　bel　Kurokura　am　Nakagawa－Flu信（W－Tanzawa，

　　　800m貢．　M，）．

りさまざまな楠物群落が成立している。ヤシャブシ群落は河川上流部のV字渓谷で両側からせま

る岩壁にへばりついて生育している群落と，河川の蛇行現象の結果，砂礫が堆積した中洲に生育

する群落と二形態が認められる。後老の群落はヤマハンノキ，フサザクラ，タマアジサイなどと

混生する林分が多く，組成的にもヤマハンノキ群落やタマアジサイーフサザクラ群集に類似して

いる。

　ヤシャブシ群落は群落構成種も少なく種類組成は貧弱である。群落形態は彊高木層から低木層

の木本植物と草本植物との2層群落で，団塊状や紡垂状形に散在して生育している。

　　（9）ツルヨシ群集（河辺草本植物群落）：流水や冠水の影響で大礫，小礫が堆積する流速の

速い上中流部には河川に沿って帯状にツルヨシ群集が発達する。酒匂川上流の中川川を中心にヤ

ブツパキクラス域とブナクラス域の急流河川にもっとも広く生育するツルヨシ群集は河川冠水草

本植物群落の代表的存在である。これはツルヨシが硬い翻ふく枝も伸ばし，節から根を下すとい

う生態的特認をもっているため不安定な立地に群落を定着させることができるからである。

　（10）オオモミジガサーブナ群集：丹沢山地の標高1400m前後より上部は年間を通して雲や

霧におおわれることが多い。さらに準平原的平坦な地形を形成しているため湿潤な立地となって

いる。ここに生育するブナ林は林床にスズタケを伴わずにコウモリソウ，オオモミジガサ，ヤマ

タイミソガサ，オクモミジバグマなどのキク科植物が高難度，高常在度に出現するという特異な

相観を示している。
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　オオモミジガサーブナ群集の高木層を占めるブナ，オオイタヤメイゲツ，イタヤカエデなどは

樹高15～20mで上向杯状形を示しているものが多い。これはオオモミジガサーブナ群集の生育地

が山頂や山稜付近で風衝作用の強い所に位置しているためであろう。植生を支える土壌は粗粒の

火山灰層から形成されている。

　オオモミジガサーブナ群集のウラジロモミ亜群集は蛭ケ岳から原小屋平にかけての北西斜酒に

生育している。ここは平坦地ではあるが冬季季節風の影響をもっとも強く受ける立地である。ウ

ラジロモミ純林の相観を示すがブナやヨグソミネバリを混生している。ウラジロモミ亜群集の低

木層と草本層の植被率は5～10％と低くなっている。

　丹沢主脈山稜の北～北東斜面を中心にもっとも広く分布するイトスゲ磯群集はテソニソソウ，

オシダ，クワガタソウ，イトスゲ，トゲキクアザミ等によって区分される。さらにイトスゲ亜群

集は風背地側の回状地に発達するバイケイソウ変群集と，不動峯～蛭ケ三間の稜線付近に生育

し，風衝亜高木林の形態を示すヒカゲミツバ変群集とに下位区分された。

　オオモミジガサーブナ群集は現存植生と潜在自然植生とが一致する生育域に分布しているが，

一部，代償植生のアブラチャソークロモジ群落やススキ草原に澱きかわっている。林床にササ類

を含まない湿性タイプのブナ林は臼本ではきわめて稀少価値が高い林分であるといえる。

　（11）ヤマボウシーブナ群集＝オオモミジガサーブナ群集に接して林床にスズタケが密生した

典型的な表日本型のブナ林が生育している。このブナ林はヤマボウシーブナ群集としてまとめら

れている。標三種であるヤマボウシは初夏6月頃に純白な総苞片をつけ林分を特微づけている。

ヤマボウシ～ブナ群集は霧の影響の少ない乾燥型のブナ林で，ハリモミ，ウラジロモミ等の針葉

樹やアセビ，イヌシデ，クマシデ，ヒメシャラ等が混生している。

　蛭ケ岳から塔ケ岳に至る一帯はヤマボウシーブナ群集が山腹をとりまくように広がっている。

ヤマボウシーブナ群集の下限はウラジロガシ林やシキミーモミ群集と接している。その境界は海

抜700～800m付近である。現存植生としては東丹沢札掛や大山南面のモミ林，西丹沢大又沢上流

付近ではイヌブナ林やウラジロガシ，アカガシ林と隣接している林分が見られる。

　ヤマボゥシーブナ群集はオォモミジガサーブナ群集に比較して多様な代償植生に置き換えられ

ている。アブラチャンークロモジ群落，スギ・ヒノキ植林をはじめとしてカワラマツバーススキ

群落やクリ～ミズナラ群落がヤマボウシーブナ群集の代表的置きかえ群落となっている。二次林

植生としてのアプラチャγ一クロモジ群落とタリーミズナラ群落は伐採後放置された林分で，伐

採後の時間的経過に伴い自然植生へと復元しつつある遷移途上の群落である。スギ・ヒノキ植林

は枝打ちや下草刈りという人為的干渉が常に加えられているため林内に出現しているブナ林構成

種はきわめて少ない。手入れの粗放な植林内にはマメザクラ，スズタケ，タンナサワフタギ，ミ

ヤマカンスゲ等の生育が認められる。面積的にきわめて狭いアカマツ植林やカラマツ植林も同様

である。定期的な採草，火入れ，刈り取りなどによって存続するススキ草原もヤマボウシーブナ

群集域に見られる。

　（12）ニシキウツギーヤマボウシ群落：標高750～1000mのLLI頂，　LL［稜および乾燥した急峻な

斜面はニシキウツギーヤマボウシ群落の亜高木林が山稜にそって帯状に生育する。土壌は浅く，

乾燥している。これは降水の丁丁水が急速に流れ去ってしまうのが原因と考えられる。したがっ
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熱熱1 霧

雨

雛

Phot．80落葉したブナの冬季相観。林床はスズタケ（丹沢）

　　Winteraspekt　eines勘9諺‘∫α’β刀磁一Waldes。　Im　Unterwuchs　dominiert　5α5α7アη励卿卿脚56θアz5

　　（Ta鷺zawa！200　m　U．　M，），

て，ニシキウツギーヤマボウシ群落の構成種はリョウブ，アセビ，トウゴクミツバツツジ，ニシ

キウツギ，ツクバネウツギ等の同じような生活形をもつ木本植物が数種類で林冠を形成し，特に

優占する樹木は見られない。

　ニシキウツギーヤマボウシ群落は浅土で乾燥立地というように外的要因が強く植生に影響して

いるため中性立地に生育するブナ林に発達できない土地的群落である。生育範囲は上部のブナ林

（ヤマボウシーブナ群集）と下部のイヌシデ林やアラカシーウラジロガシ林との閣に帯状や小群状

に分布している。

　（13）アブラチャンーイヌシデ群落：丹沢山地の海抜400～700mの渓谷沿い斜面にはケヤキ，

イヌシデ，アカシデ，ミズナラ等の優占するアブラチャソーイヌシデ群落が成立する。相観，種

類組成，生育地はイロハモミジーケヤキ群集に類似した夏緑広葉樹林であるが，イロハモミジー

ケヤキ群集に比較して構成種は夏緑性の種類が多く，常緑植物はきわめて低欝欝，低常在度で出

現するにすぎない。隣接群落は低海抜地の土壌の浅い安定した立地ではアラカシーウラジロガシ

群落に，高海抜地ではやマボウシーブナ群集やニシキウツギーヤマボウシ群落に接続している。

　本来，アブラチャンーイヌシデ群落は渓谷急斜面や小凹凸の多い比較的不安定な凹状斜面に生

育する。しかし，崖錐状地や標高的に高度な地域の火山灰地ではアラカシーウラジロガシ林とブ

ナ林（ヤマボウシーブナ群集も含む）との間を接続するように生育するものと考えられる。

　G4）ミヤマクマワラビーシオジ群集：丹沢山地におけるブナクラス域の湿生林はシオジーサ
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ワグルミ林によって代表される。しかし，今日では自然状態で残存するシオジ林はきわめて少な

く，二次的に復元した林分が多く，チドリノキ，カジカエデ，アサノハカエデ等のカエデ属が主

体となっている。丹沢山地では現存植生としてのミヤマクマワラビーシオジ群集は玄倉川上流の

箒杉沢や丹沢三峰の南東側山腹の堂号など限られた地域にしか生育していない。これは関東大震

災による崩壊と流出土砂による谷の埋積が大きく影響しているからであろう。

　潜在的にミヤマクマワラビーシオジ群集を支えることが可能な立地は谷頭の凹状地や渓谷流水

ぞいの扇状地形を形成する湿潤地である。しかし，停滞水や地表水のある所では生育が認められ

ず，排水は良好でなけれぽならない。ミヤマクマワラビーシオジ群集は低海抜地ではタマアジサ

イーフサザクラ群集へと移行している。

　（15）フジアカショウマーシモツケソウ群集：丹沢山塊の主脈である丹沢山，不動ケ峯，蛭ケ

岳の尾根筋に近い南西斜面には強風のため森林の生育がさまたげられた結果生じた風衝草原が広

がっている。この風衝草原は相観的にはヒメノガリヤス草原，ウラバグサ草原：，カリヤスモドキ

草原，ササ草原と複雑であるが，種組成的にはフジアカショウマーシモツケソウ群集としてまと

められている（宮脇他1964）。

　フジアカシ。ウマーシモツケソウ群集は強風地域に生育しているにもかかわらず，霧や雲の作

用により空中湿度が比較的高い。土壌の深い立地ではイネ科草本植物やササ類が主体となるが，

表土の浅い岩斜地では小形低木植物が量的に増大する。

　フジアカシ。ウマーシモツケソウ群集は風が吹きこす山頂部や山頂直下の風衝が著しいという

限られた立地に持続する風衝自然草原である。山稜にそい帯状に生育するきわめて弱い植生域と

いえる。フジアカショウマーシモツケソウ群集の潜在自然植生域は現存植生域よりもぜまい。

　（16）フジアザミーヤマホタルブクロ群集：関東大震災により山体の各所に崩壊を起し，震災

後も二次的崩壊が引きつづいている丹沢山地には崩壊地草本植物のフジアザミーヤマホタルブク

ロ群集が散在している。崩壊土砂の埋積に耐えるフジアザミ，ヤマホタルブクロ，イワニガナ，

フキ，バライチゴなどを主体とした群落構成種3～12種の単純な種組成をもった草本群落である。

　フジアザミーヤマホタルブクロ群集は山腹斜面の崩壊地以外に河川の氾濫原や林道工事に伴い

生じた切り取り土砂堆積地などの不安定地にも先駆植生として生育している。これはフォッサ・マ

グナ地域の火山裸地に新生したものが二次的に周辺の崩壊裸地にその生育地を広げて行ったもの

と考えられる。立地が安定するとヤシャブシ，ニシキウツギ，ウツギ等の木本植物が侵入するた

め，潜在自然植生としてのフジアザミーヤマホタルブクロ群集は不安定な崩壊砂礫地に限られる。

　　5）　土地禾1」用1犬況

　丹沢山地は他県の山岳地帯と同様に土地利用形態は平野部に比較して単純である。大部分は林

地として利用されスギ，ヒノキ，アカマツの植林地とコナラ，ミズナラ，アプラチャンを主体とする

二次林からなっている。丹沢山地は東部と西部にスギ・ヒノキを主体とした植林地が広がってい

る。一部アカマツ，カラマツ植林地も認められるが部分的である。中央部は山足部を除き植林地と

して利用されている面積は狭い。薪炭林として古くから定期的な伐採と対応して持続してきた二

次林と，自然に近い種組成をもった夏緑広葉樹林が広く占めている。

　ヤブツバキクラス域ではクヌギーコナラ群集，アズマネザサーススキ群集，スギ・ヒノキ植林等
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の代償槙生が火山噴出物に由来する黒ボク土壌や山腹斜面をおおう褐色森林土壌地を中心に広く

生育している。ここの潜在自然植生はシラカシ群集域からアラカシーウラジロガシ群落域である。

クヌギーコナラ群集は薪炭の需要の減少により，経済性の高い針葉樹植林地に交替しつつある。ス

ギ・ヒノキ植林地は丹沢山域全体にわたり広くみられるが，特に藤熊川，塩水川，布川流域沿いの斜

薗は広範に植林されている。山麓の集落周辺は小頭積ではあるが耕作地として利用されている。

耕作作物は多様で主に自給用である。山間部谷あいには水田もみられるが狭い。川内川が酒匂川

となる山北付近では南斜面を中心にミカンの果樹園が広がっている。最近，茶畑も増加している。

　ブナクラス域では夏緑広葉樹林の占める面積が広く，ブナ林，タリーミズナラ林，アブラチャ

ンーークロモジ林が主体となっている。潜在自然植生であるブナ林は県内では箱根山域と丹沢山地

にしか認められない。面積的にも丹沢山地の方が広く生育している。このブナ林は薪炭，採草，

植林などに利用され，タリーミズナラ群落，アブラチャソークロモジ群落，カワラマツバースス

キ群落，スギ・ヒノキ植林，カラマツ植林に置き代っている。山腹斜面はスギ・ヒノキ植林が中

心で，スギは山腹下部の凹状地や谷沿いの褐色森林土壌B星型から湿性褐色森林土壌が適地とな

っている。一方，ヒノキは山腹上部や尾根筋の褐色森林土壌BH型や乾性禍色森林土壌で生育も

良好である。蛭ケ灘北斜面の海抜1300～1400mの緩麟面にはカラマツ植林がまとまっている。

　江戸時代には東丹沢の森林は幕府領として保護されていた。特にツガ，モミ，スギ，カヤ，クリ，

ケヤキ・等は丹沢六木として伐採は厳禁されていた。山足部の樹林は幕府の茶の湯用の薪炭林とし

て利用されていた。明治以後丹沢御料林となり，今目では県有林や国有林になっており，治山事

業の日的も含めて，長期的視野に立って自然保護を基本とした管理が望まれる。（宮脇他1972）。

　　6＞環境保全

　丹沢山地は箱根山地と同様に県内に残された数少ない主な自然植生域である。丹沢・大山国

定迂遠は生物学的，地理学的，地質学的にも多様で複雑な形態を示している。生物学的には自然

植生や野生動物群集の宝庫であるとともにフォッサ・マグナ地域という植物地理学的に特異な地

域であるために固有種や分布の限られた植物が多数生育している。

　丹沢技i地は横浜，川崎，東京で代表される都市部や工場周辺部の環境悪化に伴い県民ぽかりで

なく都市生活者の自然域への集中意欲を満す緑豊かな失われた故郷の代償としての役割を果して

いる。今まで行なわれてきた風尚造林や難行造林によるスギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツ等の

広域的な鷺一的針葉樹の植林は丹沢の緑の保養所としての利用者の落胆を招くばかりでなく，立

地を貧化させ自然公園としての質を低下せるさ危険性もある。また，林道工事に伴う植生破壊，

特に谷側に放棄された土砂による植生破壊は難生復元を遅らせるにとどまらず，崩壊地性の不安

定立地を形成する。その結果，大雨により土砂崩壊を起し，西丹沢で誘発された災害のような悲

滲な状態を響くことがある。したがって，渓谷ぞい不安定地に生育するタマアジサイーフサザク

ラ群集，ヤマハンノキ群落，ヤシャブシ群落等は現存植生はもとより遷移途土の二次的渓谷林も

積極的に保護，育生する必要がある。壮年期の山岱で地形が急峻であるとともに関東大震災の影

響による不安定な立地条件下に生育している丹沢山地の自然植生は，一度破壊されると復元には

長い時間を要する。森林によっては復元が困難な場合も生じる。環境保全の指標ともなる現存自

然植生はすべて保存すべきである。
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Phot．81林道建設セこ伴い生じた崩壊地（西丹沢）

　　　　　Erosion　als　Folge　des　Baus　einer　forstlichen　Auto－StraBe（W－Tanzawa　700　m　U．　M．〉，
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　ブナクラス域を代表するオオモミジガサーブナ群集やヤマボウシーブナ群集は表罎本型気候域

における夏緑広葉樹林の中核である。立地保全の目的とともに動物群集も含めた生態系の保護や

人間の本能的，潜在的な自然への憧憬を満すためにも県内に少ないブナ林域の保全が必要とされ

る．また，現在問題となっている野生シカによる植林地への被害も，遊休地となっている山足部

の二次林や広域にわたる植林を潜在自然植生のアラカシーウラジロガシ群落，アブラチャンーイ

ヌシデ群落およびブナ林に復元することによってある程度解決されるはずである。　　　（原田）

　8．　県　　＃ヒ　N6rdliche　Teile　der　Pr証ektur　Kanagawa

　　1）　地域概況

　神奈川県の北西部，相模川の流域にそう一帯は，古い地層とこれをきざむ峡谷が複雑な地形的

弓微をそなえ県央の台地や，海岸低地とは異なった地勢を示している。相模川は神奈川県内で西

方より東の方向に流れ，城山町付近で弓なりに南下する。渓谷付近は地質時代の隆起によって河

岸段丘が発達し，各河川ぞいは急傾斜の断雄地が連続している。周辺の山地は，東京都の県境付

近に700～900mの前山が位置し，南方は丹沢山地に接して500～600mの山地が点在している。こ

れらの山地は，いわゆる小仏層群に属する第三紀のひかくてき古い地層を基岩としている。

　県北地域は行政上では津久井郡の藤野町，相模湖町，津久井町の一部，城山町，愛川町および相

模原市の北西部にわたっている。この一帯は，神奈川県内においては，人口の稀薄な地方であるが，

林業の発達と風光に恵まれているために，重要な地方でもある。山地はほぼ全域にわたってスギ

ーヒノキの植林におおわれ，また尾根などの表層土の薄い地形では二次林（クヌギーコナラ群集〉

が｝ヨ立つ。峡谷セこは相模湖，津久井湖などのせきとめによる人造湖が相接して存在し，上水供給

羅垂

Phot。82せきとめによる人造湖（城山湖）周辺のlilll生

　　　Umgebung　des　Shiroyama－Stausees，
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と発電を行ないながら観光資源としても利用され，県内および東京都方面からの来訪老が多い。

　　2）　自然環境

　地形および地質：梁北地域は500～800m級の山地とそれを刻む相模川の渓谷によって代表さ

れる。摺模川の北側には生藤山（991m）を最：高地点とし，当馬山（857　m），景信山（727　m）な

どの山陵が爾北から南函に走っている。また南側には道志川（相模川の一支流）および中津渓谷

に沿って，早老山（694m），石砂山（582m），大平山（5！Om），南山（568m），仏果1」」（747m＞

などがそれぞれ独立して点在している。これらは丹沢山塊の北部に位置するが，同山地とはわず

かに距離をおいている。

　相模川は開析が進み，道志川，秋山川，鴎川，中津川などの支流と多くの沢で構成されている。各

河川の両岸は豊町をなし，いく段かの河岸段丘が形成されている。人間の集落の多くはこの段丘上

に位置している。稲模川は高田橋付近でやや勾配がゆるくなり河川敷も広くなる。付近の相模原市

は多摩丘陵の南西にあたり，ローム層の堆積した平坦な地形となって，内陸部とは対照的である。

　この地域の地質的特徴は基岩となる小仏層群と河岸段丘である。小仏層群は中生代より古第三

紀にかけての堆積岩であるが断層や摺曲によって複雑な構造を示し，また風化によって崩壊しや

すい性質をそなえている。河岸段丘はきわめてよく発達し，河岸には平均12m内外の砂層が分布

している。砂層を構成する礫はせん緑岩か安山岩の風化したものであり礫の直径は80cmの大礫

と小礫が雑然と混合されている。段丘は幽趣・相模川の合流点付近で数段観察される。これらの

地層の上面には軽石層を含む，関東ローム層が4～6mの厚さで堆積しているが，河岸の急崖地

は砂礫が露出している部分が多い。関東ローム層の上面は30～50cmの黒土層となり，有機質に

よる腐植層でおおわれている。

　気候：県北地域の気候は，海岸地域に比較するとやや内陸的（山地的）である。気混は与瀬，

青山，鳥尾などの観測資料では年平均13～14。Cで，横浜市その他の海岸地帯とあまり大差はな

い。しかし降水：量は多く，年間平均降水量は2000～2500mmに達しており，この気候条件では

やブッバキクラス域に含められる。しかし山地部では気温はてい減し，それにしたがって植物相

も変化する。最北端の生藤山や，大平山，仏果山など，海抜700～800m以高の山地はブナ帯（ブ

ナクラス域）となる。

　これらのマクPな気候条件とともに，複雑な地形に対応した微気象的な較差によって植生の配

分が決定される。深い渓谷ぞいの地方は多量の降雨と蒸散によって空中湿度が高く，したがって

礫質で表層土の乏しい断裂地にも，常緑広葉樹林の成立をみることができる。

　　3）挙隅地域の潜在自然植生

　県営地域には約15の群集レベルの潜在自然植生の植生単位が分布している。これらの平面的な

配分は潜在自然植生図（1：25000）の八王子，上溝，幽翠，青野原，大室山，五日市，上野原に

わたっている。

　同地域でもっとも主要な植生単位は山地にアラカシーウラジロガシ群落，シキミーモミ群集で

あり，ほぼ全域にわたって優勢である。河岸段丘上や一部相模原甫の平坦地などの関東ローム層

におおわれたひかくてき土壌の厚い立地にはシラカシ群集が見られる。とくに斜面部はシラカシ

群集ケヤキ亜群集が広く分布している。



222

　海抜600～800m以高の山頂部はブナクラスに所属するヤマボウシーブナ群集によってしめられ

ている。また，ヤブツバキクラス域との移行帯にはアブラチャソーイヌシデ群集域が介在してい

る。

　　4）植生単位
　　（1）ヤブコウジースダジイ群集：ヤブコウジースダジイ群集の県下における分布域は横浜，

三浦半島，藤沢，平塚，小田原南部，真鶴岬など太平洋岸沿いの暖地であるが，相模川の低地に

そって厚木市東方の山麓部にも分布域がのび，一部は相模川に接した宮原に飛んで分布してい

る。ヤブコウジースダジイ群集は高さ15～20mの常緑広葉樹林であるが，この付近では群落構成

種は温度条件の悪化に伴って減少し，むしろ，カシ林要素を多く含むようになる。生地は，南面

する山麓斜面で，土壌は関東ローム層起源でひかくてき乾性である。

　　（2）シラカシ群集：シラカシ群集域は累北地域では山地と渓谷に狭まれた緩傾斜地や河岸段

丘上に限られている。高度の上限は海抜600～700mでブナ林域のアブラチャソーイヌシデ群落に

接する場合が多い。

　ケヤキ亜群集：他の地域と同様山地の鑑すい地や河辺ぞいの斜面部などで，ローム質土壌が堆

積し，しかも適潤な水分条件にある立地はシラカシ群集のケヤキ玉臣群集域と判定される。相模川

に面した斜面部の大部分，および支流の両岸はケヤキを伴ったシラカシ群集ケヤキ亜群集の林分

によっておおわれている。

　県北地域におけるシラカシ群集・ケヤキ亜群集の立地は現在その残存林でおおわれている部分

Phot．83津久井湖畔でアラカシーウラジロガシ群落域に接するシラカシ群集ケヤキ璽群集。
　　　Neben　der　Qε‘8プα絡　g如zκα一〇．5誠。‘刀α一Gesellschaft　wachst　das　Quercetum

　　　myrsinaefoliaeinderSubass．　von　Zelkova　serrata
　　　am　Tukui－Stausee．
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もあるが，多くの場合クヌギーコナラ群集，スギ・ヒノキ植林，耕作地などとなっている。

　　（3）典型面群集：河岸段丘の平坦地から緩傾斜地などの，関東ローム層を基盤とする立地

は，おもにシラカシ群集の典型並群集の領域である。関東揖一ム層の厚さは場所によって異なる

が，一般に4～6m内外であり，中に浮石層が存在する。表層は30～50cmの黒土によっておお

われている。ローム層の下部にはせん緑岩や安山岩の風化した砂礫層がある。したがって段丘上

の土壌は適湿でしかも排水がよく生産性が高い。そのため古くから集落が形成され，農業用立地

になっている。

　シラカシ群集の中で典型亜群集はもっとも中庸な立地条件をしめるため，シラカシの生育は璽

群集の中でもきわめて良好である。主要な群落構成種はシラカシの他にアラカシ，ピサカキ，ア

オキ，ヤブツバキ，シロダモなどの木本植物や，テイカカズラ，ジャノヒゲ，オオバジャノヒ

ゲ，キヅタなどの林床植物である。

　　（4）モミ亜群集：シラカシ群集の中でもっとも表層土が薄い乾性立地はモミ亜群集で表わさ

れる。モミ亜群集の区分種にはモミ，アセビ，イヌツゲ，コウヤボウキ，シュンランなどがあげ

られる。

　苓北地域におけるシラカシ群集では，モミ並群集の領域はあまり広くはない。分布地はおもに

シラカシ群集の典型亜群集域に接し，比高100～200m前後の凸状地である。ひかくてき高い海

抜高度を有する山地では次項のシキミーモミ群集やアラカシーウラジロガシ群落に接し，海抜約

350mにまで分机ている・生心ま相模炉辺の糊・葛原・榊鯵：聖難聴乱・蜥

難環婁灘繊湖贈野現在はスギ　∵騨惚栂ラ榊
　　（5）シキミーモミ群集典型亜群集：シラカシ群集が緩傾斜地の厚い土層をしめていることと

対照的に，古い堆積岩や急傾斜地などの不安定な乾性立地にはシキミーモミ群集やアラカシーウ

ラジロガシ群落が分布している。生育高度範囲は海抜200mから上限は700～800mにわたっている。

　シキミーモミ群集は相観的にみてモミ，ツガ，カヤなどの優占する針葉樹林ではあるが，木本

層にウラジロガシ，アラカシ，アカガシ，ツクバネガシなどの常緑カシ類が多く，さらに，ピサ

カキ，ヤブツバキ，ツルグミ，アオキなどの常緑広葉樹声域に普遍的な種（ヤブツバキクラスの

種群）が繁茂している。

　華北地区では相模湖南岸の石老山付近や青野原付近の海抜400～500mの尾根状地に点在してい

る。現在これらの立地はスギ・ヒノキ植林，クヌギーコナラニ次林およびアカマツ植林となって

おり，シキミーモミ群集は林内にモミの芽生えが存在すること，土壌が薄くローム層がほとんど

見られないことなどから判定される。

　　（6＞アラカシーウラジロガシ群落：アラカシ～ウラジロガシ群落は常緑カシ類のアラカシ，ウ

ラジロガシ，アカガシ，ツクバネガシなどによって特餌づけられる常緑高木林であり，関東地方の

低山帯に広範囲に分布する。立地は前項のシキミーモミ群集とよく似ており，第三紀またはそれ以

前の古い堆積岩の風化した山地や谷状地，あるいは河岸付近では礫層で河川に面した急傾斜地な

どである。群落の構成種には常緑植物が多く，不安定立地ほど夏緑広葉：樹の割合が多くなる。カシ

類ではアラカシの生育範囲が最も広く，表層土の短い岩角地や常緑広葉樹林域の上限付近などで，
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Phot．84　県北津久井湖畔に生育するアラカシーウラジロガシ群－落。
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単純群落を形成する。アカガシもブナ流域に接し，しかも空中湿度の高い谷間斜面に多い。ウラ

ジロガシも同様に，ある程度高い空中湿度を要求すると考えられる。

　梁北地域の山地の大部分は，これらのいわゆるカシ群落域でしめられている。高度に対する分

布範囲は250～800mとひかくてき幅がある。現在のこの潜在自然植生域の土地利用は谷町地また

は低海抜地でスギーヒノキの植林が広く行なわれているほか，大部分の場所で薪炭林となってい

る。山砂の採取などの人為的干渉による立地の破壊は一部の地域で行なわれてはいるが，アラカ

シーウラジ伊ガシ群落は，この地域の景観の主要な構成要素でもあるため，全般的セこは植生の保

全はひかくてきよく行われているものと考えられる。

　　（7）イロハモミジーヶヤキ群集：相模川に沿ってつづく両岸の急崖地のうちで，風化による

崖錐の発達した斜面にはイ揖ハモミジ，ケヤキ，エンコウカエデ，イヌシデ，ミズキなどをまじ

え，ヤブニッヶイ，ウラジロガシ，シロダモ，イヌガヤなどの常緑・夏緑の混交林が連続的に分

布している。群落の相観は渓谷の美観形成の主要な構成要素であり，季節的な変化が著しい。

　イロハモミジーケヤキ群集の分布範囲は，高度的にはアラカシーウラジロガシ群集域に含まれ

る。両者は立地の安定度の違いによってすみ分けているが，潜在立地の判定はひかくてき園難で

ある。イロハモミジーケヤキ群集は，狭い谷状地の崖錐部に限られ，林床に湿生草本植物が多い

ことで識別される。

　　（8＞タマアジサイーフサザクラ群集：海抜300～800mにわたる山地の渓谷ぞいの不安定地

は，雨期の増水や洪水の影響を受け，さらに，急傾斜のために地すべりの起こりやすい地域であ

る。このような立地はタマアジサイーフサザクラ群集で表現される。タマアジサイーフサザクラ

群集は，夏緑広葉樹と草本植物で構成される高さ10－12m内外の高木林である。群落構成種には

フサザクラ，ヤマハンノキ，ウツギ，キブシ，ニシキウツギ，タマアジサイなどの陽性の先駆植

物が見られる。林床はしばしば冠水を受けるため，不安定で，土砂の堆積が起こり，イタドリ，

アカショウマ，フキ，バライチゴなどの崩壊地生の草本植物でおおわれる。

　現在タマアジサイーフサザクラ群集の立地は，スギーヒノキ植林や，クヌギーコナラニ次林，

さらに高海抜地ではアブラチャンークロモジ群落などにおき変っている。群集の存在は，河辺の

不安定立地の保全に不可欠であり，適正な管理による復元が望まれる。

　　（9）ハンノキ群落：急傾斜の山地の多い県門地域ではハンノキ群落の立地はきわめて稀であ

る。相模川の氾濫によって形成されたきわめて狭細な沖積低地は，現在水田に利用されている。

生育地は相模湖下流の関本，城山湖下流，さらに河津付近に見られる。

　ハンノキ群落は，かつて沖積低湿地の後背湿地のほとんどをしめていたと考えられるが，長年

月の人為的な干渉によって消滅させられている。群落立地は，上流からの崩積土よりなり停滞水

によって地下水が高く，水田の他はほとんど利用されていない。

　ハンノキ群落は通常ハンノキが優占する高さ15m内外の夏緑広葉樹林である。階層構造は明ら

かで，低木層にイボタノキ，ノイバラなど，林床にオニスゲ，コバノギボウシ，オオニガナなど

の草本植物でおおわれている。

　近年になって生産力の低い山刀の水田は耕作放棄されることが多いが，その放棄地にはハンノ

キの芽生えがしぼしぼ観察され，これによって潜在自然植生域が判定される。
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　（10）クヌギーハンノキ群蕗：クヌギーハソノキ群落は前述のハンノキ群落と同様にハンノキ

の優即する，高さ20mに達する夏緑広葉樹林である。立地が前者と異なる点は地下水がより低く，

しかも富栄養地であることである。しかし両者はしぼしぽ相接して生ずる。生育地は相模川ぞい

の中原，中津川渓谷ぞいの角田などに分布している。

　クヌギーハンノキ群落域も現在水田として管理される場合が多い。護岸の発達に従って，クヌ

ギーハソノキ群落域は狭くなりつつあるが，水田あるいは樹林地として再利用が考慮される。

　GDヤマハンノキ群落およびヤシャブシ群落：道志川および中津川ぞいの渓谷付近の山地地

形は一般に急しゅんなため，ところどころに表層土の移動や崩壊が起こる。このような不安定立

地では森林の発達がさまたげられ，常に先駆植生の状態で持続している。不安定でしかも筆墨立

地では穣照や水分条件が満足されれぽ，ハンノキ属のヤマハンノキ，ヤシャブシなどが先駆的に

生育可能である。両種は常に高さ10～15mの一斉林を形成するが，立地が安定するとただちに周

辺の安定立地の植生に遷移する。県北地域ではヤマハンノキ群落，ヤシャブシ群落の植生域はき

わめて小規模であるが，その保全は河川環境の安定に欠くことができない。

　（12）ヤナギ林（イヌコリヤナギ群集他）：ヤナギ林は河辺の氾濫原にもっとも顕著な植生で

ある。相模川の上流域は河川敷があまり発達してはいない。しかし，勾配のゆるやかな相模原市

周辺ではヤナギ林の立地がひかくてき広く形成されている。ヤナギ林は立地のちがいで種構成を

異にし，上流域の急流辺の砂礫地ではネコヤナギ，オノエヤナギ，中下流の細砂～微砂の堆積地

ではイヌコリヤナギ，タチヤナギなどが生育する。また河川敷が十分発達した場所にはコゴメヤ

ナギの高木林が見られるはずである。

　現在相模川においても，河川改修や河川敷の利用が行なわれ，現存の湾上はきわめて少ない。

　G3）セリークサヨシ群集，ツルヨシ群集，オギーヨシ群団（河辺草本植物群落）：河川敷は常

に変動する水流の影響によってさまざまな立地が形成され，それぞれの立地条件に応じた河辺植

生がモザイク状に配分する。これらの中でクサヨシ群落，ツルヨシ群集，オギ群集が代表的な植

物群落である。クサヨシは，細砂～粘質土壌に生育し，おもに細流に沿って分布する。ツルヨシ

は河川の上～中流域の急流辺の礫質貧養立地で優勢である。オギ群集は主として河川下流部の粗

砂～細砂の堆積地でしかも乾湿の差の大きい立地に広く分布する。県令地域では河川敷は礫質で

あるためツルヨシ群集域がもっとも広い。

　ブナクラス域：県警地域でのブナクラス域とヤブツバキクラス域の境界は高度にして約600m

付近にある。ただし両者の間にはシデ類やカエデ類の優喫する，いわゆる中間温帯の植物群落が

立地条件や人為的な影響に対応して存在し，尾根から谷部にかけての多様な立地条件に応じて両

クラス域の境界は複雑に交錯している。

　（14）ヤマボウシーブナ群集：ヤマボウシープナ群集は表日本の寡雪平の中生立地で優勢な森

林であり，神奈川り勲こおけるブナ林の大部分はこのヤマボウシーブナ群集に所属する。

　ヤマボウシーブナ群集の林分はブナ，ミズナラ，イヌブナ，ヨグソミネバリ，ウリハダカエデ，

コハウチワカエデ，ハウチワカエデ，スズタケなどによって構成され，せき悪地ではコアジサ

イ，ルイヨウショウマなどが生育する。

　ブナクラス域の土地利用は，薪炭林，植林などが主として行なわれる。二次林には，クリーミ
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ズナラ群落，植林はスギ，ヒノキ植林が広く行なわれており，一部カラマツの植栽も見られる。

照北地域ではブナ林域はひかくてき狭く，生藤山，景信山などに限られている。

　（15）ニシキゥッギーヤマボゥシ群落：ブナ林域の下限付近，または尾根状地の風の強く当た

る場所ではブナの生育はおとろえニシキウツギ，サラサドウダン，ノリウツギ，ヤマボウシ，ミ

ズナラ，リ。ウブ，アオダモなどの低木～亜高木林となり，自然環境条件に規制された持続群落

となっている。丹沢山地の北方に位置するは南山，石老山，石砂山などの山頂部に見られる。現

在二次林のクヌギーコナラ群集またはタリーミズナラ群落におき変わっている。

　（16）アブラチャソーイヌシデ群落：アプラチャン～イヌシデ群落は，ズナクラスの下限域か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
ら，ヤブツバキクラス域のカシ四域にかけてのいわゆる中間回心林を形成するδ群落の植物社会

学上の性格はまだ検討の余地があり，群集の規定はなされていない。

　アブラチャソーイヌシデ群落は，アプラチャン，イヌシデ，アカシデ，クマシデ，サワシバ，

ヤマハンノキ，アサダ，コハウチワカエデ，ウリハダカエデ，バクウソボクなど多くの夏緑広葉

樹で構成されている。生育地の高度はほぼ350～700mの範囲内にあり，カシ林下からブナクラス

の下限にまで分布する。土地条件は，やや開放的な亡状地であり，土壌の堆積もよく適湿条件下

に生育している。谷に接した不安定地ではタマアジサイーフサザクラ群集に接する。

　群落の分布地は三二湖の北方に多く，橋詰，鹿沢などの集落を中心とする回状地に見られる。

　　5）植生保護および環境保全に対する提案

　県北地域は神奈川県内においては他に見られないいくつかの特性をそなえている。相模川の渓

谷は，岩盤の露出した断崖地，深い峡谷と急流などが植生と調和し，自然環境を豊かにしてい

る。河岸段丘の発達は，暴論な面積ではあるが集落を形成させ，その上方に発達した崖錐地形上

ではスギ，ヒノキなどの植栽が行なわれ，県民のための自然休養地であると同時にに重要な木材

資源の供給地となっている。

　相模川には相模湖および津久井湖の2つの人造湖をようし，隣接地に城山湖を配し，水資源の

確保と発電を行ないながら，観光地，保養地の役目も果たしている。相模湖を中心とし東京都の

県境に位置する山には，神奈川県民のみならず，中央線ぞいの交通の便を利用し東京都をはじめ

県外からの訪問岩も多い。

　以上のように県北地域は県民の保養地としての存在価値がもっとも高い。隣接地は丹沢山地国

定公園や箱根地方などの第一級の観光地があるが，県北地域は渓谷美を楽しみながら軽いハイキ

ング，キャンプ，釣など家族向きの，しかも庶民的で，より健康的な行楽地ともいえる。

　休養地の立地条件セこは以上のような地形的な卓越性の他に，これらに調和のとれた植生の存在

が不可欠である。今臼なお相模川の本流や支流の三三は，不完全ながらも，シラカシ群集のケヤ

キ亜群集や，クヌギーコナラニ次林，あるいは適正な管理によるスギ・ヒノキ植林によっておお

われている。これらの植被は河川の自然環境，とくに土砂の流出を防止し，流水を安定に保ち陸

水生物を豊富にしている。

　相模川における人工の貯水池は確かに河川の生態系のバランスを乱している。また下流方向の

相模川付近で最近まで行なわれていた土砂採取や低水化工事なども河川の生物の生息環境をいち

じるしく悪化させている。また観光道路の建設による土砂くずれなども強い影響を与えている。
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Phot．85根小屋神社（津久井町）の周辺はハイキングコースとして利用される。
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　潜在自然植生から判明できるように，本地域はウラジロガシーアラカシ群落域，シキミーモミ

群集域，シラカシ群集ケヤキ亜群集域，タマアジサイーフサザクラ群集域などが広い面積をしめ

ている。これらの植生の特徴は総じて，急傾斜地，崩壊地，乾燥立地，湿潤地などきわめて両極

端な立地の指標となっている。したがって自然環境の保全や土地利用が立地の質に対応して行わ

れなければならない。

　道路ののり面や渓谷ぞいは，シラカシ群集・ケヤキ亜群集，イロハモミジーケヤキ群集，ウラ

ジロガシーアラカシ群落などにおおわれるのが理想的である。シラカシ群集・典型瀬洋集域は土

壌も深く，地形も平坦な場合が多いため，生物的生産の場として十分利用が可能である。山地の

アラカシーウラジロガシ林域およびシキミーモミ林域は立地が乾性なため薪炭林やヒノキとの混

生またはアカマツの植林が可能である。アブラチャンークロモジ群落域は排水もよくスギ・ヒノ

キ植林域として利用される。高海抜地域のブナクラス域の各植生域では，林業経営は不向きで，

むしろ，水源かん養林として自然林の復元に努力すべき地域であり，これが自然資源を持続的

に賢明に利用する方法でもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田）


